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(57)【要約】
　屋外用建築製品、例えば家屋のサイディング、外装材、下端、又は屋根材にとって有用
なポリオレフィン組成物に関する。この組成物は、ａ）１種以上の紫外線吸収剤、ｂ）１
種以上のヒンダードアミン系光安定剤、及びｃ）１種以上の酸化防止剤からなる群から選
択される１種以上の添加剤が組み込まれたポリオレフィン基材を含有する。有利には、ポ
リオレフィン基材には、ｄ）１種以上の着色剤、ｅ）１種以上の充填材、ｆ）１種以上の
難燃剤、及び任意でｇ）１種以上の抗菌性化合物も組み込まれている。この組成物は、標
準的な試験による特定の性能水準を示し、例えばＡＳＴＭ　Ｄ４２２６に従ってｉｎ－ｌ
ｂで測定した衝撃強さが、３５超であり、ＡＳＴＭ　Ｄ６９６に従ってｉｎ／ｉｎ／ｆｔ
で測定した線熱膨張係数が、４．５×１０-5未満であり、そして任意でＡＳＴＭ　Ｄ６８
６４に従って、完成したサイディング部における色の均一性が許容可能であり、及び／又
はＡＳＴＭ　Ｄ２２４４に従って、目的とする用途のための色差ΔＥが、許容可能な低さ
であり、及び／又はＵＬ－９４でＶ－１又はＶ－０の評価を示すか、及び／又はＡＳＴＭ
　Ｅ－８４に従って測定した火炎伝播指数が、２００未満である。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ）１種以上の紫外線吸収剤、
　ｂ）１種以上のヒンダードアミン系光安定剤、及び
　ｃ）１種以上の酸化防止剤
から成る群から選択される添加剤１種以上が組み込まれたポリオレフィン基材を含有する
、ポリオレフィン組成物であって、
以下の特性：
　ＡＳＴＭ　Ｄ４２２６に従ってｉｎ－ｌｂで測定した衝撃強さが、３５超であり、
　ＡＳＴＭ　Ｄ６９６に従ってｉｎ／ｉｎ／ｆｔで測定した線熱膨張係数が、４．５×１
０-5未満であり、そして任意で
　ＡＳＴＭ　Ｄ６８６４に従って、完成したサイディング部における色の均一性が許容可
能であり、及び／又は
　ＡＳＴＭ　Ｄ２２４４に従って、目的とする用途のための色差ΔＥが、許容可能な低さ
であり、及び／又は
　ＵＬ－９４でＶ－１又はＶ－０の評価を示すか、及び／又はＡＳＴＭ　Ｅ－８４に従っ
て測定した火炎伝播指数が、２００未満である、
を示す、前記ポリオレフィン組成物。
【請求項２】
　ａ）１種以上の紫外線吸収剤、
　ｂ）１種以上のヒンダードアミン系光安定剤、及び
　ｃ）１種以上の酸化防止剤
が組み込まれたポリオレフィン基材を含有する、請求項１に記載のポリオレフィン組成物
。
【請求項３】
　ａ）１種以上の紫外線吸収剤、
　ｂ）１種以上のヒンダードアミン系光安定剤、
　ｃ）１種以上の酸化防止剤
　ｄ）１種以上の着色剤、及び
　ｅ）１種以上の充填材
が組み込まれたポリオレフィン基材を含有する、請求項１に記載のポリオレフィン組成物
。
【請求項４】
　ａ）１種以上の紫外線吸収剤、
　ｂ）１種以上のヒンダードアミン系光安定剤、
　ｃ）１種以上の酸化防止剤
　ｄ）１種以上の着色剤、
　ｅ）１種以上の充填材、及び
　ｆ）１種以上の難燃剤
が組み込まれたポリオレフィン基材を含有する、請求項１に記載のポリオレフィン組成物
。
【請求項５】
　ａ）１種以上の紫外線吸収剤、
　ｂ）１種以上のヒンダードアミン系光安定剤、
　ｃ）１種以上の酸化防止剤
　ｄ）１種以上の着色剤、
　ｅ）１種以上の充填材、
　ｆ）１種以上の難燃剤、及び
　ｇ）１種以上の抗菌性化合物
が組み込まれたポリオレフィン基材を含有する、請求項１に記載のポリオレフィン組成物
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。
【請求項６】
　前記ポリオレフィン基材が、ポリエチレン、ポリプロピレン、エチレン／プロピレンコ
ポリマー、ポリプロピレンとポリエチレンとの混合物、又は異なる種類のポリエチレンの
混合物である、請求項１から５までのいずれか１項に記載のポリオレフィン組成物。
【請求項７】
　前記ポリオレフィン基材が、ポリプロピレンホモポリマー若しくはコポリマーであり、
これらのポリマーは任意でポリエチレンホモポリマー若しくはコポリマーとブレンドされ
ていてよく、ここでこのブレンドはさらに、相溶化剤を含有していてもよい、請求項１か
ら５までのいずれか１項に記載のポリオレフィン組成物。
【請求項８】
　請求項１から７までのいずれか１項に記載のポリオレフィン組成物であって、
　紫外線吸収剤は、ヒドロキシフェニルベンゾトリアゾール、トリス－アリール－ｓ－ト
リアジン、ヒドロキシベンゾエート、２－ヒドロキシベンゾフェノン、及びシアノアクリ
レートから成る群から選択され、
　酸化防止剤は、有機リン系安定剤／ヒンダードフェノール系酸化防止剤の組み合わせ、
ジアルキルヒドロキシルアミン安定剤、有機リン系安定剤／ジアルキルヒドロキシルアミ
ン安定剤の組み合わせ、アミンオキシド系安定剤、及び有機リン系安定剤／アミンオキシ
ド系安定剤の組み合わせから成る群から選択され、
　着色剤は、有機及び無機の顔料からなる群から選択され、
　充填材は、天然繊維、及び無機充填材から成る群から選択され、かつ
　難燃剤は、塩素化難燃剤、臭素化難燃剤、リン系難燃剤、金属水酸化物化合物、メラミ
ン系化合物、アンチモン化合物、ホウ酸塩化合物、及びその他の金属含有難燃剤から成る
群から選択される、前記ポリオレフィン組成物。
【請求項９】
　請求項１から８までのいずれか１項に記載のポリオレフィン組成物であって、
　前記紫外線吸収剤が、５－クロロ－２－（３－ｔ－ブチル－２－ヒドロキシ－５－メチ
ルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－（３，５－ビス－α－クミル－２－ヒド
ロキシフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、４，６－ジフェニル－２－（４－ヘキシ
ルオキシ－２－ヒドロキシフェニル）－ｓ－トリアジン、４，６－ビス－（２，４－ジメ
チルフェニル）－２－（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル）－ｓ－トリアジ
ン、ヘキサデシル３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンゾエート、２，４
－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンゾ
エート、及び４－オクチルオキシ－２－ヒドロキシベンゾフェノンから成る群から選択さ
れ、かつ
　前記ヒンダードアミン系光安定剤が、以下のものから成る群：
（１）１－シクロヘキシルオキシ－２，２，６，６－テトラメチル－４－オクタデシルア
ミノピペリジン、
（２）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケート、
（３）ビス（１－アセトキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セ
バケート、
（４）ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジン－４－イル）セバケート、
（５）ビス（１－シクロヘキシルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４
－イル）セバケート、
（６）ビス（１－オクチルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル
）セバケート、
（７）ビス（１－アシル－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケ
ート、
（８）ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）ｎ－ブチル－３，５
－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジルマロネート、
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（９）２，４－ビス［（１－シクロヘキシルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペ
リジン－４－イル）ブチルアミノ］－６－（２－ヒドロキシエチルアミノ－ｓ－トリアジ
ン、
（１０）ビス（１－シクロヘキシルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－
４－イル）アジペート、
（１１）２，４－ビス［（１－シクロヘキシルオキシ－２，２，６，６－ピペリジン－４
－イル）ブチルアミノ］－６－クロロ－ｓ－トリアジン、
（１２）１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－４－ヒドロキシ－２，２，６
，６－テトラメチルピペリジン、
（１３）１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－４－オキソ－２，２，６，６
－テトラメチルピペリジン、
（１４）１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－４－オクタデカノイルオキシ
－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン、
（１５）ビス（１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２，２，６，６－テト
ラメチルピペリジン－４－イル）セバケート、
（１６）ビス（１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２，２，６，６－テト
ラメチルピペリジン－４－イル）アジペート、
（１７）２，４－ビス｛Ｎ－［１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２，２
，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル］－Ｎ－ブチルアミノ｝－６－（２－ヒド
ロキシエチルアミノ）－ｓ－トリアジン、
（１８）４－ベンゾイル－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン、
（１９）ジ－（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジン－４－イル）ｐ－メトキシ
ベンジリデンマロネート、
（２０）２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イルオクタデカノエート、
（２１）ビス（１－オクチルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジル）スクシ
ネート、
（２２）１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－アミノピペリジン、
（２３）２－ウンデシル－７，７，９，９－テトラメチル－１－オキサ－３，８－ジアザ
－４－オキソ－スピロ［４，５］デカン、
（２４）トリス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ニトリロトリアセテ
ート、
（２５）トリス（２－ヒドロキシ－３－（アミノ－（２，２，６，６－テトラメチルピペ
リジン－４－イル）プロピル）ニトリロトリアセテート、
（２６）テトラキス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）－１，２，３，
４－ブタン－テトラカルボキシレート、
（２７）テトラキス（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）－１，２，
３，４－ブタン－テトラカルボキシレート、
（２８）１，１’－（１，２－エタンジイル）－ビス（３，３，５，５－テトラメチルピ
ペラジノン）、
（２９）３－ｎ－オクチル－７，７，９，９－テトラメチル－１，３，８－トリアザスピ
ロ［４．５］デカン－２，４－ジオン、
（３０）８－アセチル－３－ドデシル－７，７，９，９－テトラメチル－１，３，８－ト
リアザスピロ［４．５］デカン－２，４－ジオン、
（３１）３－ドデシル－１－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ピロリ
ジン－２，５－ジオン、
（３２）３－ドデシル－１－（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）ピ
ロリジン－２，５－ジオン、
（３３）Ｎ，Ｎ’－ビス－ホルミル－Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－
４－ピペリジル）ヘキサメチレンジアミン、
（３３ａ）ビス（１－ウンデカニルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－
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４－イル）カーボネート、
（３４）２，４－ビス［（１－シクロヘキシルオキシ－２，２，６，６－ピペリジン－４
－イル）ブチルアミノ］－６－クロロ－ｓ－トリアジンと、Ｎ，Ｎ’－ビス（３－アミノ
プロピル）エチレンジアミン）との反応生成物、
（３５）１－（２－ヒドロキシエチル）－２，２，６，６－テトラメチル－４－ヒドロキ
シピペリジンと、コハク酸との縮合物、
（３６）Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）－ヘキサメ
チレンジアミンと、４－ｔｅｒｔ－オクチルアミノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－ト
リアジンとの縮合物、
（３７）Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）－ヘキサメ
チレンジアミンと、４－シクロヘキシルアミノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－トリア
ジンとの縮合物、
（３８）Ｎ，Ｎ’－ビス－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ヘキサメ
チレンジアミンと、４－モルホリノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－トリアジンとの縮
合物、
（３９）Ｎ，Ｎ’－ビス－（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）ヘキ
サメチレンジアミンと、４－モルホリノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－トリアジンと
の縮合物、
（４０）２－クロロ－４，６－ビス（４－ｎ－ブチルアミノ－２，２，６，６－テトラメ
チルピペリジル）－１，３，５－トリアジンと、１，２－ビス（３－アミノプロピルアミ
ノ）エタンとの縮合物、
（４１）２－クロロ－４，６－ジ－（４－ｎ－ブチルアミノ－１，２，２，６，６－ペン
タメチルピペリジル）－１，３，５－トリアジンと、１，２－ビス－（３－アミノプロピ
ルアミノ）エタンとの縮合物、
（４２）７，７，９，９－テトラメチル－２－シクロウンデシル－１－オキサ－３，８－
ジアザ－４－オキソスピロ［４，５］デカンと、エピクロロヒドリンとの反応生成物、
（４３）ポリ［メチル（３－オキシ－（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－
イル）プロピル）］シロキサン、ＣＡＳＮｏ．１８２６３５－９９－０、
（４４）無水マレイン酸－Ｃ18～Ｃ22－α－オレフィンコポリマーと、２，２，６，６－
テトラメチル－４－アミノピペリジンとの反応生成物、
（４５）４，４’－ヘキサメチレンビス（アミノ－２，２，６，６－テトラメチルピペリ
ジン）と、２，４－ジクロロ－６－［（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－
イル）ブチルアミノ］－ｓ－トリアジンとの、２－クロロ－４，６－ビス（ジブチルアミ
ノ）－ｓ－トリアジンで末端がキャップされたオリゴマー縮合物、
（４６）４，４’－ヘキサメチレンビス（アミノ－１，２，２，６，６－ペンタメチルピ
ペリジン）と、２，４－ジクロロ－６－［（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジ
ン－４－イル）ブチルアミノ］－ｓ－トリアジンとの、２－クロロ－４，６－ビス（ジブ
チルアミノ）－ｓ－トリアジンで末端がキャップされたオリゴマー縮合物、
（４７）４，４’－ヘキサメチレンビス（アミノ－１－プロポキシ－２，２，６，６－テ
トラメチルピペリジン）と、２，４－ジクロロ－６－［（１－プロポキシ－２，２，６，
６－テトラメチルピペリジン－４－イル）ブチルアミノ］－ｓ－トリアジンとの、２－ク
ロロ－４，６－ビス（ジブチルアミノ）－ｓ－トリアジンで末端がキャップされたオリゴ
マー縮合物、
（４８）４，４’－ヘキサメチレンビス（アミノ－１－アシルオキシ－２，２，６，６－
テトラメチルピペリジンと、２，４－ジクロロ－６－［（１－アシルオキシ－２，２，６
，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）ブチルアミノ］－ｓ－トリアジンとの、２－
クロロ－４，６－ビス（ジブチルアミノ）－ｓ－トリアジンで末端がキャップされたオリ
ゴマー縮合物、
（４９）（ａ）と（ｂ）との反応により得られた生成物であって、ここで（ａ）は、１，
２－ビス（３－アミノプロピルアミノ）エタンを、シアヌル酸クロリドと反応させること
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によって得られた生成物であり、（ｂ）は、（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン
－４－イル）ブチルアミンである
から選択される、前記ポリオレフィン組成物。
【請求項１０】
　請求項１から９までのいずれか１項に記載のポリオレフィン組成物であって、
　前記ヒンダードアミン系光安定剤が、以下のものから成る群：
（２）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケート、
（２０）２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イルオクタデカノエート、
（１４）１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－４－オクタデカノイルオキシ
－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン、
（３３）Ｎ，Ｎ’－ビス－ホルミル－Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－
４－ピペリジル）ヘキサメチレンジアミン、
（３６）Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）－ヘキサメ
チレンジアミンと、４－ｔｅｒｔ－オクチルアミノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－ト
リアジンとの縮合物、
（３８）Ｎ，Ｎ’－ビス－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ヘキサメ
チレンジアミンと、４－モルホリノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－トリアジンとの縮
合物、
（３９）Ｎ，Ｎ’－ビス－（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）ヘキ
サメチレンジアミンと、４－モルホリノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－トリアジンと
の縮合物、
（４４）無水マレイン酸－Ｃ18～Ｃ22－α－オレフィンコポリマーと、２，２，６，６－
テトラメチル－４－アミノピペリジンとの反応生成物、
（４５）４，４’－ヘキサメチレンビス（アミノ－２，２，６，６－テトラメチルピペリ
ジン）と、２，４－ジクロロ－６－［（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－
イル）ブチルアミノ］－ｓ－トリアジンとの、２－クロロ－４，６－ビス（ジブチルアミ
ノ）－ｓ－トリアジンで末端がキャップされたオリゴマー縮合物、
（４７）４，４’－ヘキサメチレンビス（アミノ－１－プロポキシ－２，２，６，６－テ
トラメチルピペリジン）と、２，４－ジクロロ－６－［（１－プロポキシ－２，２，６，
６－テトラメチルピペリジン－４－イル）ブチルアミノ］－ｓ－トリアジンとの、２－ク
ロロ－４，６－ビス（ジブチルアミノ）－ｓ－トリアジンで末端がキャップされたオリゴ
マー縮合物、及び
これらの２種又は３種の組み合わせ
から選択される、前記ポリオレフィン組成物。
【請求項１１】
　請求項１から１０までのいずれか１項に記載のポリオレフィン組成物であって、
　前記ヒンダードアミン系光安定剤が、以下の２種又は３種の組み合わせ：
　　（２）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケートと、
（３６）Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）－ヘキサメ
チレンジアミンと、４－ｔｅｒｔ－オクチルアミノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－ト
リアジンとの縮合物、
　　（２）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケートと、
（３８）Ｎ，Ｎ’－ビス－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ヘキサメ
チレンジアミンと、４－モルホリノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－トリアジンとの縮
合物、
　　（２）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケートと、
（３９）Ｎ，Ｎ’－ビス－（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）ヘキ
サメチレンジアミンと、４－モルホリノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－トリアジンと
の縮合物、
　　（２）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケートと、
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（４５）４，４’－ヘキサメチレンビス（アミノ－２，２，６，６－テトラメチルピペリ
ジン）と、２，４－ジクロロ－６－［（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－
イル）ブチルアミノ］－ｓ－トリアジンとの、２－クロロ－４，６－ビス（ジブチルアミ
ノ）－ｓ－トリアジンで末端がキャップされたオリゴマー縮合物、
　　（２０）２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イルオクタデカノエートと
、（４５）４，４’－ヘキサメチレンビス（アミノ－２，２，６，６－テトラメチルピペ
リジン）と、２，４－ジクロロ－６－［（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４
－イル）ブチルアミノ］－ｓ－トリアジンとの、２－クロロ－４，６－ビス（ジブチルア
ミノ）－ｓ－トリアジンで末端がキャップされたオリゴマー縮合物、
　　（２）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケートと、
（２０）２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イルオクタデカノエート、
　　（２）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケートと、
（１４）１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－４－オクタデカノイルオキシ
－２，２，６，６－テトラメチルピペリジンと、
（４５）４，４’－ヘキサメチレンビス（アミノ－２，２，６，６－テトラメチルピペリ
ジン）と、２，４－ジクロロ－６－［（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－
イル）ブチルアミノ］－ｓ－トリアジンとの、２－クロロ－４，６－ビス（ジブチルアミ
ノ）－ｓ－トリアジンで末端がキャップされたオリゴマー縮合物、
　　（１４）１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－４－オクタデカノイルオ
キシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジンと、
（２０）２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イルオクタデカノエートと、
（４５）４，４’－ヘキサメチレンビス（アミノ－２，２，６，６－テトラメチルピペリ
ジン）と、２，４－ジクロロ－６－［（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－
イル）ブチルアミノ］－ｓ－トリアジンとの、２－クロロ－４，６－ビス（ジブチルアミ
ノ）－ｓ－トリアジンで末端がキャップされたオリゴマー縮合物、
　　（２）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケートと、
（１４）１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－４－オクタデカノイルオキシ
－２，２，６，６－テトラメチルピペリジンと、
（３６）Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）－ヘキサメ
チレンジアミンと、４－ｔｅｒｔ－オクチルアミノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－ト
リアジンとの縮合物、
　　（２）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケートと、
（１４）１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－４－オクタデカノイルオキシ
－２，２，６，６－テトラメチルピペリジンと、
（３８）Ｎ，Ｎ’－ビス－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ヘキサメ
チレンジアミンと、４－モルホリノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－トリアジンとの縮
合物、
及び
　　（２）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケートと、
（１４）１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－４－オクタデカノイルオキシ
－２，２，６，６－テトラメチルピペリジンと、
（３９）Ｎ，Ｎ’－ビス－（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）ヘキ
サメチレンジアミンと、４－モルホリノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－トリアジンと
の縮合物
から成る群から選択される、前記ポリオレフィン組成物。
【請求項１２】
　ｃ）トリス（２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）ホスファイト／ヒンダードフェ
ノール系酸化防止剤との組み合わせであって、該ヒンダードフェノール系酸化防止剤が、
トリス（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジル）イソシアヌレート、
１，３，５－トリス－（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジル）－２
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，４，６－トリメチルベンゼン、３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジ
ルホスホン酸のモノエチルエステルのカルシウム塩、ペンタエリトリトールテトラキス［
３－（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネート］、及
びオクタデシル３－（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピ
オネートからなる群から選択される、前記組み合わせ、
　Ｎ，Ｎ－ジ（Ｃ16～Ｃ18アルキル）ヒドロキシルアミン、
　トリス（２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）ホスファイト／Ｎ，Ｎ－ジ（Ｃ16～
Ｃ18アルキル）ヒドロキシルアミンの組み合わせ、
　ジ（Ｃ16～Ｃ18アルキル）メチルアミンオキシド、又は
　トリス（２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）ホスファイト／ジ（Ｃ16～Ｃ18アル
キル）メチルアミンオキシドの組み合わせ
が組み込まれたポリオレフィン基材を含有する、請求項１から１１までのいずれか１項に
記載のポリオレフィン組成物。
【請求項１３】
　ｃ）トリス（２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）ホスファイト／ペンタエリトリ
トールテトラキス［３－（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プ
ロピオネート］の組み合わせ、
　トリス（２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）ホスファイト／オクタデシル３－（
３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネートの組み合わせ
、
　Ｎ，Ｎ－ジ（Ｃ16～Ｃ18アルキル）ヒドロキシルアミン、
　トリス（２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）ホスファイト／Ｎ，Ｎ－ジ（Ｃ16～
Ｃ18アルキル）ヒドロキシルアミンの組み合わせ、
　ジ（Ｃ16～Ｃ18アルキル）メチルアミンオキシド、又は
　トリス（２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）ホスファイト／ジ（Ｃ16～Ｃ18アル
キル）メチルアミンオキシドの組み合わせ
が組み込まれたポリオレフィン基材を含有する、請求項１から１２までのいずれか１項に
記載のポリオレフィン組成物。
【請求項１４】
　ｅ）炭酸カルシウム、水酸化マグネシウム、タルク、ウォラストナイト、及びフライア
ッシュから成る群から選択される充填材
が組み込まれたポリオレフィン基材を含有する、請求項１から１３までのいずれか１項に
記載のポリオレフィン組成物。
【請求項１５】
　ｆ）臭素化難燃剤、リン系難燃剤、メラミン系化合物、及びアンチモン化合物から成る
群から選択される、１種以上の難燃剤
が組み込まれたポリオレフィン基材を含有する、請求項１から１４までのいずれか１項に
記載のポリオレフィン組成物。
【請求項１６】
　ｆ）メラミン化合物／ポリオールの縮合物
が組み込まれたポリオレフィン基材を含有する、請求項１から１５までのいずれか１項に
記載のポリオレフィン組成物。
【請求項１７】
　ｆ）メラミンポリホスフェート、アンモニウムポリホスフェート、ペンタエリトリトー
ル－ジメチルホスホネート、又はメラミン化合物／ポリオールの縮合物であって、ここで
該ポリオールは、直鎖状、分枝鎖状、若しくは環状の三価、四価、五価、若しくは六価の
アルコールであるか、又は直鎖状若しくは環状のＣ4～Ｃ6アルドース、若しくはＣ4～Ｃ6

ケトースであり、ここで前記メラミン化合物は、メラミンホスフェート、メラミンピロホ
スフェート、又はメラミンポリホスフェート、又は三酸化アンチモンと、デカブロモジフ
ェニルエーテル若しくはトリス［３－ブロモ－２，２－ビス（ブロモメチル）プロピル］
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ホスフェートとの組み合わせである、前記縮合物
が組み込まれたポリオレフィン基材を含有する、請求項１から１６までのいずれか１項に
記載のポリオレフィン組成物。
【請求項１８】
　ｇ）酸化亜鉛、銅、銅化合物、銀化合物、銀分散体、担持された銀、３，５－ジメチル
－テトラヒドロ－１，３，５－２Ｈ－チオジアジン－２－チオン、ビス－トリブチルスズ
酸化物、４，５－ジクロロ－２－ｎ－オクチル－４－イソチアゾリン－３－オン、Ｎ－ブ
チル－ベンゾイソチアゾリン、１０，１０’－オキシビスフェノキシアルシン、亜鉛－２
－ピリジンチオール－１－オキシド、２－メチルチオ－４－シクロプロピルアミノ－６－
（α，β－ジメチルプロピルアミノ）－ｓ－トリアジン、２－メチルチオ－４－シクロプ
ロピルアミノ－６－ｔｅｒｔ－ブチルアミノ－ｓ－トリアジン、２－メチルチオ－４－エ
チルアミノ－６－（α，β－ジメチルプロピルアミノ）－ｓ－トリアジン、２，４，４’
－トリクロロ－２’－ヒドロキシジフェニルエーテル、３－ヨウ素－２－プロペニル－ブ
チルカルバメート、カルベンダジム、及びチアベンダゾールから成る群から選択される１
種以上の抗菌性化合物
が組み込まれたポリオレフィン基材を含有する、請求項１から１７までのいずれか１項に
記載のポリオレフィン組成物。
【請求項１９】
　ｇ）ゼオライトに担持された銀、ガラスに担持された銀、元素銀、マイクロ若しくはナ
ノスケールの元素銀、シリコーンオイルに分散された元素銀、塩化銀、硝酸銀、硫酸銀、
リン酸銀、ジルコン酸銀、及び銀アパタイトからなる群から選択される１種以上の抗菌性
化合物
が組み込まれたポリオレフィン基材を含有する、請求項１から１８までのいずれか１項に
記載のポリオレフィン組成物。
【請求項２０】
　ポリオレフィン基材の質量に対する質量％で、
　ａ）１種以上の紫外線吸収剤が合計で、約０．１０～約２．５質量％、好ましくは約０
．１０～約１．５質量％、より好ましくは約０．１０～約０．９５質量％、
　ｂ）１種以上のヒンダードアミン系光安定剤が合計で、約０．１０～約１．９質量％、
好ましくは約０．１５～約１．５質量％、
　ｃ）１種以上の酸化防止剤が合計で、約０．０５～約１．０質量％、好ましくは約０．
１０～約０．７５質量％、
　ｄ）１種以上の着色剤が合計で、約０．１０～約３．０質量％、好ましくは約０．２～
約１．０質量％、
　ｅ）１種以上の充填材が合計で、約５～約７０質量％、好ましくは約１５～約４０質量
％、
　ｆ）１種以上の難燃剤が合計で、約１～約７０質量％、好ましくは約１～約５０質量％
、より好ましくは約１～約４０質量％、
及び任意で、
　ｇ）１種以上の抗菌性化合物が合計で、約０．００１～約５．０質量％、好ましくは約
０．０１～約４．０質量％、より好ましくは約０．０２～約２．０質量％、
組み込まれたポリオレフィン基材を含有する、請求項１から１９までのいずれか１項に記
載のポリオレフィン組成物。
【請求項２１】
　ポリエチレン、ポリプロピレン、エチレン／プロピレンコポリマー、ポリプロピレンと
ポリエチレンとの混合物、及び異なる種類のポリエチレンの混合物から成る群から選択さ
れるポリオレフィン基材を含有するポリオレフィン組成物であって、前記ポリオレフィン
基材には、
　ａ）以下のものから成る群から選択される紫外線吸収剤１種以上が、合計で約０．１０
～約０．９５質量％：５－クロロ－２－（３－ｔ－ブチル－２－ヒドロキシ－５－メチル
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フェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－（３，５－ビス－α－クミル－２－ヒドロ
キシフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、４，６－ジフェニル－２－（４－ヘキシル
オキシ－２－ヒドロキシフェニル）－ｓ－トリアジン、４，６－ビス－（２，４－ジメチ
ルフェニル）－２－（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル）－ｓ－トリアジン
、ヘキサデシル３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンゾエート、２，４－
ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンゾエ
ート、及び４－オクチルオキシ－２－ヒドロキシベンゾフェノン；
　ｂ）以下のものから成る群から選択される２種若しくは３種のヒンダードアミン系光安
定剤の組み合わせが約０．１５～約１．５質量％：
　　（２）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケートと、
（３６）Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）－ヘキサメ
チレンジアミンと、４－ｔｅｒｔ－オクチルアミノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－ト
リアジンとの縮合物、
　　（２）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケートと、
（３８）Ｎ，Ｎ’－ビス－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ヘキサメ
チレンジアミンと、４－モルホリノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－トリアジンとの縮
合物、
　　（２）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケートと、
（３９）Ｎ，Ｎ’－ビス－（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）ヘキ
サメチレンジアミンと、４－モルホリノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－トリアジンと
の縮合物、
　　（２）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケートと、
（４５）４，４’－ヘキサメチレンビス（アミノ－２，２，６，６－テトラメチルピペリ
ジン）と、２，４－ジクロロ－６－［（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－
イル）ブチルアミノ］－ｓ－トリアジンとの、２－クロロ－４，６－ビス（ジブチルアミ
ノ）－ｓ－トリアジンで末端がキャップされたオリゴマー縮合物、
　　（２０）２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イルオクタデカノエートと
、（４５）４，４’－ヘキサメチレンビス（アミノ－２，２，６，６－テトラメチルピペ
リジン）と、２，４－ジクロロ－６－［（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４
－イル）ブチルアミノ］－ｓ－トリアジンとの、２－クロロ－４，６－ビス（ジブチルア
ミノ）－ｓ－トリアジンで末端がキャップされたオリゴマー縮合物、
　　（２）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケートと、
（２０）２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イルオクタデカノエート、
　　（２）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケートと、
（１４）１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－４－オクタデカノイルオキシ
－２，２，６，６－テトラメチルピペリジンと、
（４５）４，４’－ヘキサメチレンビス（アミノ－２，２，６，６－テトラメチルピペリ
ジン）と、２，４－ジクロロ－６－［（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－
イル）ブチルアミノ］－ｓ－トリアジンとの、２－クロロ－４，６－ビス（ジブチルアミ
ノ）－ｓ－トリアジンで末端がキャップされたオリゴマー縮合物、
　　（１４）１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－４－オクタデカノイルオ
キシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジンと、
（２０）２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イルオクタデカノエートと、
（４５）４，４’－ヘキサメチレンビス（アミノ－２，２，６，６－テトラメチルピペリ
ジン）と、２，４－ジクロロ－６－［（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－
イル）ブチルアミノ］－ｓ－トリアジンとの、２－クロロ－４，６－ビス（ジブチルアミ
ノ）－ｓ－トリアジンで末端がキャップされたオリゴマー縮合物、
　　（２）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケートと、
（１４）１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－４－オクタデカノイルオキシ
－２，２，６，６－テトラメチルピペリジンと、
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（３６）Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）－ヘキサメ
チレンジアミンと、４－ｔｅｒｔ－オクチルアミノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－ト
リアジンとの縮合物、
　　（２）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケートと、
（１４）１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－４－オクタデカノイルオキシ
－２，２，６，６－テトラメチルピペリジンと、
（３８）Ｎ，Ｎ’－ビス－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ヘキサメ
チレンジアミンと、４－モルホリノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－トリアジンとの縮
合物、
及び
　　（２）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケートと、
（１４）１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－４－オクタデカノイルオキシ
－２，２，６，６－テトラメチルピペリジンと、
（３９）Ｎ，Ｎ’－ビス－（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）ヘキ
サメチレンジアミンと、４－モルホリノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－トリアジンと
の縮合物；
　ｃ）以下のいずれかを約０．１０～約０．７５質量％：
　トリス（２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）ホスファイト／ペンタエリトリトー
ルテトラキス［３－（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピ
オネート］の組み合わせ、
　トリス（２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）ホスファイト／オクタデシル３－（
３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネートの組み合わせ
、
　Ｎ，Ｎ－ジ（Ｃ16～Ｃ18アルキル）ヒドロキシルアミン、
　トリス（２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）ホスファイト／Ｎ，Ｎ－ジ（Ｃ16～
Ｃ18アルキル）ヒドロキシルアミンの組み合わせ、
　ジ（Ｃ16～Ｃ18アルキル）メチルアミンオキシド、又は
　トリス（２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）ホスファイト／ジ（Ｃ16～Ｃ18アル
キル）メチルアミンオキシドの組み合わせ；
　ｄ）有機及び無機の顔料から成る群から選択される着色剤が１種以上、合計で約０．１
～約３．０質量％；
　ｅ）炭酸カルシウム、水酸化マグネシウム、タルク、ウォラストナイト、及びフライア
ッシュから成る群から選択される充填材が１種以上、合計で約１５～約４０質量％；
　ｆ）メラミンポリホスフェート、アンモニウムポリホスフェート、ペンタエリトリトー
ル－ジメチルホスホネート、メラミン化合物／ポリオールの縮合物、及び三酸化アンチモ
ンと、デカブロモジフェニルエーテル若しくはトリス［３－ブロモ－２，２－ビス（ブロ
モメチル）プロピル］ホスフェートとの組み合わせから成る群から選択される難燃剤１種
以上が、合計で約１～約４０質量％；及び任意で、
　ｇ）酸化亜鉛、銅、銅化合物、銀化合物、銀分散体、担持された銀、３，５－ジメチル
－テトラヒドロ－１，３，５－２Ｈ－チオジアジン－２－チオン、ビス－トリブチルスズ
酸化物、４，５－ジクロロ－２－ｎ－オクチル－４－イソチアゾリン－３－オン、Ｎ－ブ
チル－ベンゾイソチアゾリン、１０，１０’－オキシビスフェノキシアルシン、亜鉛－２
－ピリジンチオール－１－オキシド、２－メチルチオ－４－シクロプロピルアミノ－６－
（α，β－ジメチルプロピルアミノ）－ｓ－トリアジン、２－メチルチオ－４－シクロプ
ロピルアミノ－６－ｔｅｒｔ－ブチルアミノ－ｓ－トリアジン、２－メチルチオ－４－エ
チルアミノ－６－（α，β－ジメチルプロピルアミノ）－ｓ－トリアジン、２，４，４’
－トリクロロ－２’－ヒドロキシジフェニルエーテル、３－ヨウ素－２－プロペニル－ブ
チルカルバメート、カルベンダジム、及びチアベンダゾールから成る群から選択される１
種以上の抗菌性化合物が、合計で約０．０２～約２．０質量％；
組み込まれており、
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　前記組成物が、以下の特性：
　ＡＳＴＭ　Ｄ４２２６に従ってｉｎ－ｌｂで測定した衝撃強さが、３５超であり、
　ＡＳＴＭ　Ｄ６９６に従ってｉｎ／ｉｎ／ｆｔで測定した線熱膨張係数が、４．５×１
０-5未満であり、そして任意で
　ＡＳＴＭ　Ｄ６８６４に従って、完成したサイディング部における色の均一性が許容可
能であり、及び／又は
　ＡＳＴＭ　Ｄ２２４４に従って、目的とする用途のための色差ΔＥが、許容可能な低さ
であり、及び／又は
　ＵＬ－９４でＶ－１又はＶ－０の評価を示すか、及び／又はＡＳＴＭ　Ｅ－８４に従っ
て測定した火炎伝播指数が、２００未満である、
を示す、前記ポリオレフィン組成物。
【請求項２２】
　ポリプロピレンホモポリマー又はコポリマーの基材を含有するポリオレフィン組成物で
あって、これらのポリマーは任意でポリエチレンのホモポリマー又はコポリマーとブレン
ドされていてよく、このブレンドはさらに相溶化剤を含有していてもよく、前記基材には
、
　ａ）５－クロロ－２－（３－ｔ－ブチル－２－ヒドロキシ－５－メチルフェニル）－２
Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－（３，５－ビス－α－クミル－２－ヒドロキシフェニル）
－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、４，６－ジフェニル－２－（４－ヘキシルオキシ－２－ヒ
ドロキシフェニル）－ｓ－トリアジン、４，６－ビス－（２，４－ジメチルフェニル）－
２－（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル）－ｓ－トリアジン、ヘキサデシル
３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンゾエート、２，４－ジ－ｔｅｒｔ－
ブチルフェニル３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンゾエート、及び４－
オクチルオキシ－２－ヒドロキシベンゾフェノンから成る群から選択される紫外線吸収剤
１種以上が、合計で約０．１０～約０．９５質量％；
　ｂ）以下のものからなる群から選択される２種又は３種のヒンダードアミン系光安定剤
の組み合わせが、約０．１５～約１．５質量％：
　　（２）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケートと、
（３６）Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）－ヘキサメ
チレンジアミンと、４－ｔｅｒｔ－オクチルアミノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－ト
リアジンとの縮合物、
　　（２）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケートと、
（３８）Ｎ，Ｎ’－ビス－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ヘキサメ
チレンジアミンと、４－モルホリノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－トリアジンとの縮
合物、
　　（２）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケートと、
（３９）Ｎ，Ｎ’－ビス－（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）ヘキ
サメチレンジアミンと、４－モルホリノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－トリアジンと
の縮合物、
　　（２）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケートと、
（４５）４，４’－ヘキサメチレンビス（アミノ－２，２，６，６－テトラメチルピペリ
ジン）と、２，４－ジクロロ－６－［（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－
イル）ブチルアミノ］－ｓ－トリアジンとの、２－クロロ－４，６－ビス（ジブチルアミ
ノ）－ｓ－トリアジンで末端がキャップされたオリゴマー縮合物、
　　（２０）２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イルオクタデカノエートと
、（４５）４，４’－ヘキサメチレンビス（アミノ－２，２，６，６－テトラメチルピペ
リジン）と、２，４－ジクロロ－６－［（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４
－イル）ブチルアミノ］－ｓ－トリアジンとの、２－クロロ－４，６－ビス（ジブチルア
ミノ）－ｓ－トリアジンで末端がキャップされたオリゴマー縮合物、
　　（２）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケートと、
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（２０）２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イルオクタデカノエート、
　　（２）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケートと、
（１４）１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－４－オクタデカノイルオキシ
－２，２，６，６－テトラメチルピペリジンと、
（４５）４，４’－ヘキサメチレンビス（アミノ－２，２，６，６－テトラメチルピペリ
ジン）と、２，４－ジクロロ－６－［（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－
イル）ブチルアミノ］－ｓ－トリアジンとの、２－クロロ－４，６－ビス（ジブチルアミ
ノ）－ｓ－トリアジンで末端がキャップされたオリゴマー縮合物、
　　（１４）１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－４－オクタデカノイルオ
キシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジンと、
（２０）２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イルオクタデカノエートと、
（４５）４，４’－ヘキサメチレンビス（アミノ－２，２，６，６－テトラメチルピペリ
ジン）と、２，４－ジクロロ－６－［（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－
イル）ブチルアミノ］－ｓ－トリアジンとの、２－クロロ－４，６－ビス（ジブチルアミ
ノ）－ｓ－トリアジンで末端がキャップされたオリゴマー縮合物、
　　（２）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケートと、
（１４）１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－４－オクタデカノイルオキシ
－２，２，６，６－テトラメチルピペリジンと、
（３６）Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）－ヘキサメ
チレンジアミンと、４－ｔｅｒｔ－オクチルアミノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－ト
リアジンとの縮合物、
　　（２）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケートと、
（１４）１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－４－オクタデカノイルオキシ
－２，２，６，６－テトラメチルピペリジンと、
（３８）Ｎ，Ｎ’－ビス－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ヘキサメ
チレンジアミンと、４－モルホリノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－トリアジンとの縮
合物、
及び
　　（２）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケートと、
（１４）１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－４－オクタデカノイルオキシ
－２，２，６，６－テトラメチルピペリジンと、
（３９）Ｎ，Ｎ’－ビス－（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）ヘキ
サメチレンジアミンと、４－モルホリノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－トリアジンと
の縮合物；
　ｃ）以下のいずれかを約０．１０～約０．７５質量％：
　トリス（２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）ホスファイト／ペンタエリトリトー
ルテトラキス［３－（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピ
オネート］の組み合わせ、
　トリス（２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）ホスファイト／オクタデシル３－（
３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネートの組み合わせ
、
　Ｎ，Ｎ－ジ（Ｃ16～Ｃ18アルキル）ヒドロキシルアミン、
　トリス（２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）ホスファイト／Ｎ，Ｎ－ジ（Ｃ16～
Ｃ18アルキル）ヒドロキシルアミンの組み合わせ、
　ジ（Ｃ16～Ｃ18アルキル）メチルアミンオキシド、又は
　トリス（２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）ホスファイト／ジ（Ｃ16～Ｃ18アル
キル）メチルアミンオキシドの組み合わせ；
　ｄ）有機及び無機の顔料から成る群から選択される着色剤が１種以上、合計で約０．１
～約３．０質量％；
　ｅ）炭酸カルシウム、水酸化マグネシウム、タルク、ウォラストナイト、及びフライア
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ッシュから成る群から選択される充填材が１種以上、合計で約１５～約４０質量％；
　ｆ）メラミンポリホスフェート、アンモニウムポリホスフェート、ペンタエリトリトー
ル－ジメチルホスホネート、メラミン化合物／ポリオールの縮合物、及び三酸化アンチモ
ンと、デカブロモジフェニルエーテル若しくはトリス［３－ブロモ－２，２－ビス（ブロ
モメチル）プロピル］ホスフェートとの組み合わせから成る群から選択される難燃剤１種
以上が、合計で約１～約４０質量％；及び任意で
　ｇ）酸化亜鉛、銅、銅化合物、銀化合物、銀分散体、担持された銀、３，５－ジメチル
－テトラヒドロ－１，３，５－２Ｈ－チオジアジン－２－チオン、ビス－トリブチルスズ
酸化物、４，５－ジクロロ－２－ｎ－オクチル－４－イソチアゾリン－３－オン、Ｎ－ブ
チル－ベンゾイソチアゾリン、１０，１０’－オキシビスフェノキシアルシン、亜鉛－２
－ピリジンチオール－１－オキシド、２－メチルチオ－４－シクロプロピルアミノ－６－
（α，β－ジメチルプロピルアミノ）－ｓ－トリアジン、２－メチルチオ－４－シクロプ
ロピルアミノ－６－ｔｅｒｔ－ブチルアミノ－ｓ－トリアジン、２－メチルチオ－４－エ
チルアミノ－６－（α，β－ジメチルプロピルアミノ）－ｓ－トリアジン、２，４，４’
－トリクロロ－２’－ヒドロキシジフェニルエーテル、３－ヨウ素－２－プロペニル－ブ
チルカルバメート、カルベンダジム、及びチアベンダゾールから成る群から選択される１
種以上の抗菌性化合物が、合計で約０．０２～約２．０質量％；
組み込まれており、
　前記組成物が、以下の特性：
　ＡＳＴＭ　Ｄ４２２６に従ってｉｎ－ｌｂで測定した衝撃強さが、３５超であり、
　ＡＳＴＭ　Ｄ６９６に従ってｉｎ／ｉｎ／ｆｔで測定した線熱膨張係数が、４．５×１
０-5未満であり、そして任意で
　ＡＳＴＭ　Ｄ６８６４に従って、完成したサイディング部における色の均一性が許容可
能であり、及び／又は
　ＡＳＴＭ　Ｄ２２４４に従って、目的とする用途のための色差ΔＥが、許容可能な低さ
であり、及び／又は
　ＵＬ－９４でＶ－１又はＶ－０の評価を示すか、及び／又はＡＳＴＭ　Ｅ－８４に従っ
て測定した火炎伝播指数が、２００未満である、
を示す、前記ポリオレフィン組成物。
【請求項２３】
　ｂ）高分子量のヒンダードアミン、及び低分子量のヒンダードアミンが組み込まれたポ
リオレフィン基材を含有する、請求項１から２２までのいずれか１項に記載のポリオレフ
ィン組成物。
【請求項２４】
　ａ）１種以上の紫外線吸収剤、例えばヒドロキシベンゾエート、及び
　ｂ）高分子量のヒンダードアミン、及び低分子量のヒンダードアミン
が組み込まれたポリオレフィン基材を含有する、請求項１から２３までのいずれか１項に
記載のポリオレフィン組成物。
【請求項２５】
　ａ）ヒドロキシベンゾエート紫外線吸収剤、及び
　ｂ）高分子量のヒンダードアミン、及び低分子ヒンダードアミン
が組み込まれたポリオレフィン基材を含有する、ポリオレフィン組成物。
【請求項２６】
　ｃ）１種以上の酸化防止剤、
　ｄ）１種以上の着色剤
　ｅ）１種以上の充填材、及び
　ｆ）１種以上の難燃剤
から成る群から選択されるさらなる化合物が１種以上組み込まれているポリオレフィン基
材を含有する、請求項２５に記載のポリオレフィン組成物。
【請求項２７】
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　アクリル系加工助剤が組み込まれたポリオレフィン基材を含有する、請求項１から２６
までのいずれか１項に記載のポリオレフィン組成物。
【請求項２８】
　アクリル系加工助剤が組み込まれたポリオレフィン基材を含有する、ポリオレフィン組
成物。
【請求項２９】
　ａ）１種以上の紫外線吸収剤、
　ｂ）１種以上のヒンダードアミン系光安定剤、
　ｃ）１種以上の酸化防止剤、
　ｄ）１種以上の着色剤
　ｅ）１種以上の充填材、及び
　ｆ）１種以上の難燃剤
から成る群から選択されるさらなる化合物が１種以上組み込まれているポリオレフィン基
材を含有する、請求項２８に記載のポリオレフィン組成物。
【請求項３０】
　請求項１から２９までのいずれか１項に記載のポリオレフィン組成物を含有する、押出
成形製品。
【請求項３１】
　家屋のサイディング、外装材、下端、又は屋根材である、請求項３０に記載の押出成形
製品。
【請求項３２】
　厚さが約０．０３０インチ～約０．０７０インチであり、質量が約０．１８ｌｂｓ／ｆ
ｔ2～約０．３１ｌｂｓ／ｆｔ2である、請求項３０又は３１に記載の押出成形製品。
【請求項３３】
　請求項１から２９までのいずれかに記載の組成物の使用であって、家屋のサイディング
、外装材、下端、及び屋根材から成る群から選択される製造品において用いる使用。
【請求項３４】
　充填されていないか又は充填されたポリオレフィンサイディング製品であって、該製品
は、ポリオレフィン基材を有し、質量が約０．１８ｌｂｓ／ｆｔ2～約０．３１ｌｂｓ／
ｆｔ2であり、任意で厚さが約０．０３０インチ～約０．０７０インチであり、以下の特
性：
　ＡＳＴＭ　Ｄ４２２６に従ってｉｎ－ｌｂで測定した衝撃強さが、３５超であり、
　ＡＳＴＭ　Ｄ６９６に従ってｉｎ／ｉｎ／ｆｔで測定した線熱膨張係数が、４．５×１
０-5未満であり、そして任意で
　ＡＳＴＭ　Ｄ６８６４に従って、完成したサイディング部における色の均一性が許容可
能であり、及び／又は
　ＡＳＴＭ　Ｄ２２４４に従って、目的とする用途のための色差ΔＥが、許容可能な低さ
であり、及び／又は
　ＵＬ－９４でＶ－１又はＶ－０の評価を示すか、及び／又はＡＳＴＭ　Ｅ－８４に従っ
て測定した火炎伝播指数が、２００未満である、
を示す、前記製品。
【請求項３５】
　モノリス状サイディング製品である、請求項３４に記載のポリオレフィン製品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　長期間の屋外適用に有用な、完全に調製されたポリオレフィン組成物を開示する。この
組成物は、建築材料、例えば家屋のサイディングパネル（羽目板）、下端、異形材、屋根
材などにとって有用である。この組成物は特に、家屋のサイディングパネル（サイディン
グ）として有用である。
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【０００２】
　現在、ポリ塩化ビニル（ＰＶＣ）のサイディングが、一般に用いられる。ＰＶＣサイデ
ィングには、環境に与えるインパクトと性能全体に関して、欠点がある。ＰＶＣサイディ
ングは、高温に長時間さらされる領域、及び太陽にさらされる領域では、歪んだりねじれ
たりし、またこれらの条件下では褪色するため、広く使用されていない。高レベルの太陽
光線にさらされるＰＶＣサイディングは、短い期間、すなわち５～７年で過度に褪色して
しまう。さらに、ＰＶＣはすぐにリサイクルできず、有害な塩化ビニルモノマーにさらさ
れることを制限するため、製造の間に注意深い制御を行う必要がある。
【０００３】
　ポリオレフィンサイディングが、光安定性、加工安定性、難燃性、及び機械的特性の必
要水準を満たす、又は超える場合、ＰＶＣサイディングを、ポリオレフィンサイディング
で置き換えることは有利であろう。
【０００４】
　ポリオレフィンサイディング製品のための従来技術は、厚い部材を射出成形することで
ある。射出成形された厚い部材のポリオレフィンサイディングは、現在手に入るオレフィ
ンポリマー組成物の溶融強度が不充分であるため、厚い十字部分を有する。射出成形で加
工することにより、フローライン、注入ゲートの欠陥、及び屋外曝露の間に「虎縞模様」
といった欠陥につながることがある。現在、工業的には、ＰＶＣサイディングと置き換え
可能で、適切な加工性、耐久性、美観を有し、かつ軽量である、押出成形可能なオレフィ
ンポリマー組成物が求められている。
【０００５】
　従来、射出成形されたサイディングパネルは、通常の厚さが０．１０～０．１２５イン
チの範囲であり、幅が１０～２０インチであり、長さが３０～６０インチである（それぞ
れのデザインによる）。
【０００６】
　押出成形された異形材サイディングの寸法は、厚さが約３０～約５０ミル（ｍｉｌ）で
あり、好ましくは厚さが約３５～約４５ミルである。上述の組成物により、サイディング
の長さを、今日の業界標準として押出成形することができ、サイディング変換作業により
作製されるあらゆる線の長さで提供される。典型的なサイディングの幅は、最小（４）イ
ンチから最大（１８）インチが、今日の業界慣行では一般的である。
【０００７】
　本発明は、押出成形異形材（例えばサイディング、窓用異形材、敷板、フェンスなど）
で使用するための適切な物理特性と機械的特性（例えば充分な溶融強度）を有する、ポリ
オレフィン系組成物に関する。本発明の押出成形組成物は、加工性、耐久性、及び美観が
、上述の射出成形されたポリオレフィンサイディングに比べて、改善されている。本発明
による押出成形されたサイディング組成物により、従来技術のＰＶＣサイディングに比べ
て、より設置しやすくなる。
【０００８】
　本発明は、サイディング（羽目板）、敷板、フェンス、及び窓用異形材で有用な異形材
押出成形を可能にする、ポリオレフィン組成物を記載する。
【０００９】
　従って、以下のａ）～ｃ）：
　ａ）１種以上の紫外線吸収剤、
　ｂ）１種以上のヒンダードアミン系光安定剤、及び
　ｃ）１種以上の酸化防止剤
から成る群から選択される１種以上の添加剤が組み込まれているポリオレフィン基材を有
するポリオレフィン組成物を開示し、
　ここでこの組成物は、
　ＡＳＴＭ　Ｄ４２２６に従ってｉｎ－ｌｂ（インチ－ポンド）で測定した衝撃強さが、
３５超であり、
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　ＡＳＴＭ　Ｄ６９６に従ってｉｎ／ｉｎ／ｆｔで測定した線熱膨張係数が、４．５×１
０-5未満であり、及び任意で
　ＡＳＴＭ　Ｄ６８６４に従って、完成したサイディング部における色の均一性が許容可
能であり、かつ／又は
　ＡＳＴＭ　Ｄ２２４４に従って、目的とする用途のための色差ΔＥが、許容可能な低さ
であり、かつ／又は
　ＵＬ－９４でＶ－１又はＶ－０の評価を示すか、かつ／又はＡＳＴＭ　Ｅ－８４に従っ
て測定した火炎伝播指数が、２００未満である。
【００１０】
　有利には、ポリオレフィン基材にはまた、
　ｄ）１種以上の着色剤
が組み込まれている。
【００１１】
　任意で、ポリオレフィン基材にはまた、以下のものから成る群：
　ｅ）１種以上の充填材、
　ｆ）１種以上の難燃剤、及び
　ｇ）１種以上の抗菌性化合物
から選択される１種以上の添加剤が組み込まれている。
【００１２】
　ポリオレフィン基材は好ましくは、ポリエチレン（ＰＥ）ホモポリマー、ポリエチレン
のランダム若しくはブロックコポリマー、ポリプロピレン（ＰＰ）ホモポリマー、ポリプ
ロピレンのランダム若しくはブロックコポリマー、エチレン／プロピレンのコポリマー、
ポリプロピレンとポリエチレンとの混合物、又は種類が異なるポリエチレンの混合物であ
る。より好ましくは、ポリオレフィン基材は、ポリプロピレンである。ポリエチレンは好
ましくは、直鎖状の低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ）、低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ
）、中密度ポリエチレン（ＭＤＰＥ）、又は高密度ポリエチレン（ＨＤＰＥ）である。前
述のものの混合物は例えば、ＰＰ／ＨＤＰＥ、ＰＰ／ＬＤＰＥ、及びＬＤＰＥ／ＨＤＰＥ
である。三種類の混合物、例えばＰＰ／ＨＤＰＥ／ＬＬＤＰＥもこれに含まれる。ポリオ
レフィン基材は、架橋させて、又は架橋させずに調製することができる。
【００１３】
　ポリオレフィン組成物は例えば、組成物の質量に対してポリオレフィンを１０質量％以
上、例えば１５質量％以上、２０質量％以上、２５質量％以上、３０質量％以上、３５質
量％以上、４０質量％以上、４５質量％以上、５０質量％以上、５５質量％以上、６０質
量％以上、６５質量％以上、７０質量％以上、８０質量％以上、又は８５質量％以上、ポ
リオレフィンを含有する。
【００１４】
　ポリプロピレンは、ポリプロピレンのホモポリマーであるか、又はエチレン、Ｃ4～Ｃ3

0－α－オレフィン、ビニルシクロヘキサン、ビニルシクロヘキセン、Ｃ4～Ｃ20アルカン
ジエン、Ｃ5～Ｃ12シクロアルカンジエン、及びノルボルネン誘導体からなる群から選択
される１種以上のコモノマーを含有し、プロピレンと１種以上のコモノマーとの合計ｍｏ
ｌが１００％となる、ポリプロピレンのランダムコポリマー、交互コポリマー若しくはセ
グメントコポリマー、又はブロックコポリマーであり得る。
【００１５】
　ポリプロピレンコポリマーは、長鎖の分岐ポリプロピレンコポリマーも包含する。
【００１６】
　適切なＣ4～Ｃ30α－オレフィンの例は、１－ブテン、１－ペンテン、１－ヘキセン、
１－ヘプテン、１－オクテン、１－ノネン、１－デセン、１－ウンデセン、１－ドデセン
、１－テトラデセン、１－ヘキサデセン、１－オクタデセン、１－エイコセン、４－メチ
ル－１－ペンテン、１－エイコセン、１－ドコセン、１－テトラコセン、１－ヘキサコセ
ン、１－オクタコセン、及び１－トリアコンテンである。
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【００１７】
　適切なＣ4～Ｃ20アルカンジエンの例は、ヘキサジエン、及びオクタジエンである。
【００１８】
　適切なＣ5～Ｃ12シクロアルカンジエンの例は、シクロペンタジエン、シクロヘキサジ
エン、及びシクロオクタジエンである。
【００１９】
　適切なノルボルネン誘導体の例は、５－エチリデン－２－ノルボルネン（ＥＮＢ）、ジ
シクロペンタジエン（ＤＣＰ）、及びメチレン－ドメチレン－ヘキサヒドロナフタリン（
ＭＥＮ）である。
【００２０】
　プロピレン／エチレンコポリマーは例えば、プロピレンを５０～９９．９質量％、好ま
しくは８０～９９．９質量％、特に９０～９９．９質量％、含有する。
【００２１】
　コモノマーがＣ9～Ｃ20α－オレフィン、例えば１－ノネン、１－デセン、１－ウンデ
セン、１－ドデセン、１－テトラデセン、１－ヘキサデセン、１－オクタデセン、又は１
－エイコセン；Ｃ9～Ｃ20アルカンジエン、Ｃ9～Ｃ12シクロアルカンジエン、又はノルボ
ルネン誘導体、例えば５－エチリデン－２－ノルボルネン（ＥＮＢ）、又はメチレンドメ
チレン－ヘキサヒドロナフタリン（ＭＥＮ）である場合、プロピレンコポリマーは、プロ
ピレンを好ましくは９０ｍｏｌ％超、特に９０～９９．９ｍｏｌ％、又は９０～９９ｍｏ
ｌ％、含有する。
【００２２】
　コモノマーがＣ4～Ｃ8α－オレフィン、例えば１－ブテン、１－ペンテン、１－ヘキセ
ン、１－ヘプテン、１－オクテン、又は４－メチル－１－ペンテン；ビニルシクロヘキサ
ン、ビニルシクロヘキセン、Ｃ4～Ｃ8アルカンジエン、又はＣ5～Ｃ8シクロアルカンジエ
ンである場合、プロピレンコポリマーは、プロピレンを８０ｍｏｌ％超、特に８０～９９
．９ｍｏｌ％、又は８０～９９ｍｏｌ％含有する。
【００２３】
　プロピレンのさらなる例は、プロピレン／イソブチレンのコポリマー、プロピレン／ブ
タジエンのコポリマー、プロピレン／シクロオレフィンのコポリマー、プロピレンと、エ
チレン、及びジエン（例えばヘキサジエン、ジシクロペンタジエン、若しくはエチリデン
－ノルボルネン）とのターポリマー、プロピレン－１－オレフィンのコポリマー（ここで
１－オレフィンは、その場で（in situ）生成させる）、及びプロピレン／一酸化炭素の
コポリマーである。
【００２４】
　エチレン又はプロピレンのアリル末端又はビニル末端のオリゴマーは、溶融強度の高い
分枝鎖状ポリプロピレンを作製するための、プロピレンとの重合反応における分枝として
用いることができ、これは例えば米国特許第8,399,725号、及び米国特許出願公開第2013/
0274425号、第2013/0274425号、第2013/0030135号 、及び第2013/0137829号に開示されて
いる。
【００２５】
　ポリプロピレンの直鎖状構造により、溶融強度が低く、ひずみ硬化が欠けたポリマーに
つながる。これによって、ポリマーの伸展性が必要な場合に、加工の問題が生じ得る。対
照的に、溶融強度が高いポリプロピレンは、工業的な変換作業（例えばブロー成形、熱成
形、又はポリプロピレンシートの発泡）において評価される。本発明によるポリプロピレ
ン系組成物は、押出成形された異形材、及びサイディングを製造するために許容可能な溶
融強度、伸展性、及びひずみ硬化を示す。
【００２６】
　ポリオレフィン基材は有利には、ポリプロピレンのホモポリマー、又は適切で高い溶融
強度のコポリマーを含有し、任意でポリエチレンのホモポリマー又はコポリマーとブレン
ドされている。このブレンドはさらに、異なるポリオレフィンの相容性、部分混和性、又
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は混和性を容易にするために適した第三のポリマーを含有することができる。このような
材料は、表面張力低下剤、又は相溶化剤と言われる。
【００２７】
　適切な相溶化剤は通常、２種以上の異なるセグメントを含有するポリマーであり、これ
らはそれぞれ、ブレンドすべき各成分と混和性、又は相容性である。相溶化されたポリマ
ーブレンドは、完全に混和性である必要も、混合の熱力学（例えば一相、又は単一のガラ
ス転移温度をもたらす）全てを満たす必要もないが、ポリマー構造が異なるこのようなブ
レンドは、各成分にわたって改善された結果特性を示す。
【００２８】
　ＰＰ及びＰＥをブレンドするための相溶化剤の種類の１つが、セグメント化された「オ
レフィンブロックコポリマー」、又は「OBC」であり、これはプロピレン、エチレン、及
び任意でさらなるα－オレフィン配列、例えばDow Global Technologies社製のもの、及
び米国特許出願公開第2011/032621号、第2011/060103号、第2010/298515号、第2011/0541
21号、及び第2011/015354号で教示されたものである。これには、Dow社の製品である取引
名INFUSE、及びExxonMobil社の製品であるVISTAMAXXが含まれる。これらのブロックコポ
リマーは、全体的な分子量分布で作製され、セグメントの分子量分布はＭw／Ｍnが１．４
超であり、１つの鎖当たり、エチレン及びα－オレフィンブロックを２つ以上有し、低分
子量である（Ｍw＜２００，０００ｇ／ｍｏｌ）。これらの交互ブロックコポリマーは、
結晶可能で剛性の「硬質ブロック」セグメントによって、また非晶質で弾性を有する「軟
質ブロック」含分によって特徴付けられる。硬質ブロック含分は、これらのＯＢＣにおい
て１２～８４質量％の範囲にわたり、１－オクテンの合計含分（すなわち、長鎖の分枝を
言う）は、３～１４質量％の範囲である。ＯＢＣは、ＰＰ及びＨＤＰＥのブレンドを相溶
化することができ、ここで破断点伸びと破断強度の上昇が、ＨＤＰＥ及びＰＰの相溶化さ
れていないブレンドに比較して達成できる。
【００２９】
　ポリプロピレンホモポリマー、又はポリエチレンとのコポリマー若しくはブレンド（任
意で相溶化されていてよい）は、ポリプロピレン主鎖からの長鎖分枝（ＬＣＢ）を導入す
るために化学的に架橋させることができ、これによって、一般的に市販で手に入るものよ
りも溶融強度と伸展性がより高く、またメルトフローが少なくなる。
【００３０】
　ポリプロピレンのホモポリマー又はコポリマーを、別のポリプロピレンによって、又は
ポリエチレンのホモポリマー若しくはコポリマーによって、及び／又は相溶化材料によっ
て化学的に架橋することが有利である。このような架橋工程により、上記押出成形工程に
おいて有用な、ポリオレフィンブレンドの溶融強度、溶融伸展性、機械的強度、及び引っ
張り強度を有意義に上昇させることができる。ポリプロピレンへのこのような架橋工程に
より、長鎖分枝（ＬＣＢ）をポリプロピレン主鎖上に作製することができ、またポリマー
の溶融強度を高めるポリマー主鎖からみ合いの量を強化することができる。
【００３１】
　架橋は、試薬（例えば有機過酸化物）によって、又は放射源（例えば紫外光、電子ビー
ム、又はガンマ線放射）による処理によって、行うことができる。放射は、酸素を低下さ
せた、又は酸素が無い環境で行うことができる。例えば、溶融強度が高く、伸展性が高い
ポリプロピレンは、直鎖状ポリプロピレンを、分枝鎖状ポリプロピレン（ｂ－ＰＰ）と押
出機内でブレンドすることによって得られる。ｂ－ＰＰは、過酸化物を変性されていない
ポリプロピレンと、任意で、変性されていないポリプロピレンにグラフト可能な二官能性
の不飽和モノマーと反応させて、長鎖分岐を作製することによって作製される（WO2014/0
01394）。別の例では、米国特許第5,508,318号、第5,731,362号、第5,591,785号、第5,55
4,668号、及び第4,916,198号が、押出成形に適した照射型、及び非照射型のオレフィンポ
リマー材料のブレンドを、コンパウンド化することを開示している。
【００３２】
　下流で押出成形、又はポリマーを化学変性して、溶融強度を改善させるために架橋、又
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は長鎖の分岐を作製するのとは対称的に、ポリオレフィン上への長鎖分岐の作製は、ポリ
マー製造の間に上流で行うことができる。１つの例では、ポリエチレンを重合ユニットに
おいて、低レベルの酸素にさらすことによって変性させることができ（いわゆる酸素微調
整（oxygen tailoring））、これによって長鎖分岐が形成され、溶融強度が強化される（
米国特許出願公開第2012/100357号に教示の通り）。
【００３３】
　ポリオレフィン基材は、ポリマーを溶融により成形製品へと変える際に、結晶化のレベ
ルをより高くする添加剤を含有することができる。このような添加剤は、成核剤とも言わ
れる。
【００３４】
　ポリプロピレンにおける結晶化の程度は、弾性率、降伏応力、強度などの特性に影響を
与える重要なパラメータである。押出成形加工の間にポリマー溶融強度を改善させ、最終
的な製品の使用時における機械的特性を改善させる、結晶化の程度の好ましい形成に影響
を与える成核剤の使用も、本発明の範囲内である。適切な成核剤は例えば、安息香酸ナト
リウム、２，２’－メチレン－ビス（４，６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）ホスフェ
ート、亜鉛グリセロレート、１，２－ジカルボン酸シクロヘキサンのカルシウム塩、芳香
族トリスアミド化合物、シス－エンド－ビシクロ［２．２．１］ヘプタン－２，３－ジカ
ルボン酸二ナトリウム塩、アルミニウムヒドロキシ－ビス［４－（ｔｅｒｔ－ブチル）ベ
ンゾエート］、及びソルビトール、例えば１，３：２，４－ビス－（３，４－ジメチルベ
ンジリデン）ソルビトール、１，３：２，４－ビス－（４－メチルベンジリデン）ソルビ
トール、又は１，３：２，４－ビス－（３，４－ジメチルベンジリデン）ソルビトールで
あり、例えば米国特許第7,423,088号、第7,790,793号、及び第8,183,312号、並びに米国
特許出願公開第2012/0190797号に教示されている。
【００３５】
　成核剤は例えば、ポリオレフィン基材の質量に対して、約１０ｐｐｍ（parts per mill
ion）～約１０，０００ｐｐｍ、約１２ｐｐｍ～約１，０００ｐｐｍ、約１２ｐｐｍ～約
５００ｐｐｍ、又は約１２ｐｐｍ～約３００ｐｐｍ、又は約４００ｐｐｍ、存在していて
よい。
【００３６】
　ポリオレフィン基材は有利には、溶融強度と伸展性、又は異形材及びサイディングの押
出製造を可能にするための絞り性との間でバランスを取るために、無機の（鉱物性）充填
材を含有する。充填材を、以下に詳細に記載する。
【００３７】
　ポリプロピレンホモポリマー又はコポリマー（任意でポリエチレンのホモポリマー又は
コポリマーとブレンドされていてよい）を含有するポリオレフィン基材は、ブレンドがさ
らに相溶化剤を含有することができる場合、適切な高い溶融強度を示す。ポリオレフィン
基材のための上述の溶融強度は、２１０℃で少なくとも４センチニュートン（ｃＮ）であ
る。例えば、ポリオレフィン基材の溶融強度は、２１０℃で約４、約５、約６、約７、約
８、約９、約１０、約１１、約１２、約１３、約１４、約１５、約１６、約１７、約１８
、約１９、約２０、約２１、約２２、約２３、約２４、又は、約２５センチニュートン（
ｃＮ）である。溶融強度は例えば、２１０℃で５センチニュートン（ｃＮ）以上、７ｃＮ
以上、９ｃＮ以上、１１ｃＮ以上、１３ｃＮ以上、１５ｃＮ以上、１７ｃＮ以上、１９ｃ
Ｎ以上、２１ｃＮ以上、又は２３Ｎ以上である。
【００３８】
　ポリオレフィンは、以下の方法で製造することができる：
　ａ）ラジカル重合（通常は高圧、高温下で）、又は
　ｂ）通常は元素周期表のＩＶｂ、Ｖｂ、ＶＩｂ、又はＶＩＩＩ族の群の金属元素を１種
以上含有する触媒を用いた、触媒による重合。これらの金属は通常、１つ以上の配位子を
有し、これは典型的には、酸化物、ハロゲン化物、アルコラート、エステル、エーテル、
アミン、アルキル、アルケニル、及び／又はアリールであり、これらはπ配位、又はσ配



(21) JP 2016-531962 A 2016.10.13

10

20

30

40

50

位していてよい。これらの金属錯体は、遊離状態であるか、又は基材上に固定されていて
よく、通常は、活性化された塩化マグネシウム、塩化チタン（ＩＩＩ）、アルミナ、又は
二酸化ケイ素上に固定されている。これらの触媒は、重合媒体に可溶性、又は不溶性であ
り得る。触媒は、重合においてそれ自体で使用することができるか、又はさらなる活性化
剤が使用でき、通常は金属アルキル、金属水素化物、アルキルハロゲン化金属、アルキル
金属酸化物、又は金属アルキルオキサンであり、これらの金属は、元素周期表のＩａ、Ｉ
Ｉａ、及び／又はＩＩＩａの元素である。活性剤は、さらなるエステル、エーテル、アミ
ン、又はシリルエーテル基によって慣用的に変性されていてよい。これらの触媒系は通常
、フィリップス、Standard Oil Indiana、ツィーグラー（ナッタ）、TNZ（DuPont社）、
メタロセン、又はシングルサイト触媒（ＳＳＣ）と呼ばれる。
【００３９】
　ポリプロピレンは例えば、以下の文献に記載の工程で製造される：Kissin, Y. V. (200
8), Alkene Polymerization Reactions with Transition Metal Catalysts, Elsevier, p
p. 207. ISBN 978-0-444-53215-2; Hoff, Ray and Mathers, Robert T. (2010), Handboo
k of Transition Metal Polymerization Catalysts, John Wiley & Sons, pp. 158 ISBN 
978-0-470-13798-7;  Moore, E. P. (1996) Polypropylene Handbook, Polymerization, 
Characterization, Properties, Processing, Applications, Hanser Publishers: New Y
ork, ISBN 1569902089;  Benedikt, G. M. and Goodall, B. L. (eds.) (1998) Metalloc
ene Catalyzed Polymers, ChemTech Publishing: Toronto, ISBN 978-1-884207-59-4; Ma
lpass, D.B., Introduction to Industrial Polyethylene, Properties, Catalysts, Pro
cesses, Wiley Publ., (2010); 及びMalpass, D.B., Introduction to Industrial Polyp
ropylene, Properties, Catalysts, Processes, Wiley Publ., (2012)。
【００４０】
　紫外線（ＵＶ）吸収剤は好ましくは、ヒドロキシフェニルベンゾトリアゾール、トリス
－アリール－ｓ－トリアジン、ヒドロキシベンゾエート、２－ヒドロキシベンゾフェノン
、及びシアノアクリレートの紫外線吸収剤（ＵＶＡ）から成る群から選択される。
【００４１】
　ヒドロキシフェニルベンゾトリアゾールの紫外線吸収剤（ＵＶＡ）は例えば、米国特許
第3,004,896号、第3,055,896号、第3,072,585号、第3,074,910号、第3,189,615号、第3,2
18,332号、第3,230,194号、第4,127,586号、第4,226,763号、第4,275,004号、第4,278,58
9号、第4,315,848号、第4,347,180号、第4,383,863号、第4,675,352号、第4,681,905号、
第4,853,471号、第5,268,450号、第5,278,314号、第5,280,124号、第5,319,091号、第5,4
10,071号、第5,436,349号、第5,516,914号、第5,554,760号、第5,563,242号、第5,574,16
6号、第5,607,987号、第5,977,219号、及び第6,166,218号に開示されており、例えば２－
（２－ヒドロキシ－５－メチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－（３，５－
ジ－ｔ－ブチル－２－ヒドロキシフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－（２－ヒ
ドロキシ－５－ｔ－ブチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－（２－ヒドロキ
シ－５－ｔ－オクチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、５－クロロ－２－（３，
５－ジ－ｔ－ブチル－２－ヒドロキシフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、５－クロ
ロ－２－（３－ｔ－ブチル－２－ヒドロキシ－５－メチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリ
アゾール、２－（３－ｓｅｃ－ブチル－５－ｔ－ブチル－２－ヒドロキシフェニル）－２
Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル）－２Ｈ
－ベンゾトリアゾール、２－（３，５－ジ－ｔ－アミル－２－ヒドロキシフェニル）－２
Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－（３，５－ビス－α－クミル－２－ヒドロキシフェニル）
－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－（３－ｔ－ブチル－２－ヒドロキシ－５－（２－（ω
－ヒドロキシ－オクタ－（エチレンオキシ）カルボニル－エチル）－，フェニル）－２Ｈ
－ベンゾトリアゾール、２－（３－ドデシル－２－ヒドロキシ－５－メチルフェニル）－
２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－（３－ｔ－ブチル－２－ヒドロキシ－５－（２－オクチ
ルオキシカルボニル）エチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、ドデシル化２－（
２－ヒドロキシ－５－メチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－（３－ｔ－ブ
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チル－２－ヒドロキシ－５－（２－オクチルオキシカルボニルエチル）フェニル）－５－
クロロ－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－（３－ｔｅｒｔ－ブチル－５－（２－（２－エ
チルヘキシルオキシ）－カルボニルエチル）－２－ヒドロキシフェニル）－５－クロロ－
２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－（３－ｔ－ブチル－２－ヒドロキシ－５－（２－メトキ
シカルボニルエチル）フェニル）－５－クロロ－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－（３－
ｔ－ブチル－２－ヒドロキシ－５－（２－メトキシカルボニルエチル）フェニル）－２Ｈ
－ベンゾトリアゾール、２－（３－ｔ－ブチル－５－（２－（２－エチルヘキシルオキシ
）カルボニルエチル）－２－ヒドロキシフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－（
３－ｔ－ブチル－２－ヒドロキシ－５－（２－イソオクチルオキシカルボニルエチル）フ
ェニル－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２，２’－メチレン－ビス（４－ｔ－オクチル－（
６－２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イル）フェノール）、２－（２－ヒドロキシ－３－
α－クミル－５－ｔ－オクチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－（２－ヒド
ロキシ－３－ｔ－オクチル－５－α－クミルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、５
－フルオロ－２－（２－ヒドロキシ－３，５－ジ－α－クミル－フェニル）－２Ｈ－ベン
ゾトリアゾール、５－クロロ－２－（２－ヒドロキシ－３，５－ジ－α－クミルフェニル
）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、５－クロロ－２－（２－ヒドロキシ－３－α－クミル－
５－ｔ－オクチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－（３－ｔ－ブチル－２－
ヒドロキシ－５－（２－イソオクチルオキシカルボニルエチル）フェニル）－５－クロロ
－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、５－トリフルオロメチル－２－（２－ヒドロキシ－３－α
－クミル－５－ｔ－オクチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、５－トリフルオロ
メチル－２－（２－ヒドロキシ－５－ｔ－オクチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾー
ル、５－トリフルオロメチル－２－（２－ヒドロキシ－３，５－ジ－ｔ－オクチルフェニ
ル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、メチル３－（５－トリフルオロメチル－２Ｈ－ベンゾ
トリアゾール－２－イル）－５－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシヒドロシンナメート、５－
ブチルスルホニル－２－（２－ヒドロキシ－３－α－クミル－５－ｔ－オクチルフェニル
）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、５－トリフルオロメチル－２－（２－ヒドロキシ－３－
α－クミル－５－ｔ－ブチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、５－トリフルオロ
メチル－２－（２－ヒドロキシ－３，５－ジ－ｔ－ブチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリ
アゾール、５－トリフルオロメチル－２－（２－ヒドロキシ－３，５－ジ－α－クミルフ
ェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、５－ブチルスルホニル－２－（２－ヒドロキシ－
３，５－ジ－ｔ－ブチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、及び５－フェニルスル
ホニル－２－（２－ヒドロキシ－３，５－ジ－ｔ－ブチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリ
アゾールである。
【００４２】
　トリス－アリール－トリアジンの紫外線吸収剤（ＵＶＡ）は例えば、米国特許第3,843,
371号、第4,619,956号、第4,740,542号、第5,096,489号、第5,106,891号、第5,298,067号
、第5,300,414号、第5,354,794号、第5,461,151号、第5,476,937号、第5,489,503号、第5
,543,518号、第5,556,973号、第5,597,854号、第5,681,955号、第5,726,309号、第5,736,
597号、第5,942,626号、第5,959,008号、第5,998,116号、第6,013,704号、第6,060,543号
、第6,242,598号、及び第6,255,483号に開示されており、例えば４，６－ビス－（２，４
－ジメチルフェニル）－２－（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル）－ｓ－ト
リアジン、ＣＹＡＳＯＲＢ　１１６４、４，６－ビス－（２，４－ジメチルフェニル）－
２－（２，４－ジヒドロキシフェニル）－ｓ－トリアジン、２，４－ビス（２，４－ジヒ
ドロキシフェニル）－６－（４－クロロフェニル）－ｓ－トリアジン、２，４－ビス［２
－ヒドロキシ－４－（２－ヒドロキシエトキシ）フェニル］－６－（４－クロロフェニル
）－ｓ－トリアジン、２，４－ビス［２－ヒドロキシ－４－（２－ヒドロキシ－４－（２
－ヒドロキシエトキシ）フェニル］－６－（２，４－ジメチルフェニル）－ｓ－トリアジ
ン、２，４－ビス［２－ヒドロキシ－４－（２－ヒドロキシエトキシ）フェニル］－６－
（４－ブロモフェニル）－ｓ－トリアジン、２，４－ビス［２－ヒドロキシ－４－（２－
アセトキシエトキシ）フェニル］－６－（４－クロロフェニル）－ｓ－トリアジン、２，
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４－ビス（２，４－ジヒドロキシフェニル）－６－（２，４－ジメチルフェニル）－ｓ－
トリアジン、２，４－ビス（４－ビフェニルイル）－６－（２－ヒドロキシ－４－オクチ
ル－オキシカルボニルエチリデンオキシフェニル）－ｓ－トリアジン、２－フェニル－４
－［２－ヒドロキシ－４－（３－ｓｅｃ－ブチルオキシ－２－ヒドロキシプロピルオキシ
）フェニル］－６－［２－ヒドロキシ－４－（３－ｓｅｃ－アミルオキシ－２－ヒドロキ
シプロピルオキシ）フェニル］－ｓ－トリアジン、２，４－ビス（２，４－ジメチルフェ
ニル）－６－［２－ヒドロキシ－４－（３－ベンジルオキシ－２－ヒドロキシプロピルオ
キシ）フェニル］－ｓ－トリアジン、２，４－ビス（２－ヒドロキシ－４－ｎ－ブチルオ
キシフェニル）－６－（２，４－ジ－ｎ－ブチルオキシフェニル）－ｓ－トリアジン、２
，４－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－６－［２－ヒドロキシ－４－（３－ノニルオ
キシ*－２－ヒドロキシプロピルオキシ）－５－α－クミルフェニル］－ｓ－トリアジン
（*は、オクチルオキシ基、ノニルオキシ基、及びデシルオキシ基の混合物を示す）、メ
チレンビス－｛２，４－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－６－［２－ヒドロキシ－４
－（３－ブチルオキシ－２－ヒドロキシプロピル）フェニル］－ｓ－トリアジン｝、３：
５’、５：５’、及び３：３’の位置で５：４：１の比で架橋された、メチレン架橋二量
体混合物、２，４，６－トリス（２－ヒドロキシ－４－イソオクチルオキシカルボニルイ
ソプロピリデンオキシフェニル）－ｓ－トリアジン、２，４－ビス（２，４－ジメチル－
フェニル）－６－（２－ヒドロキシ－４－ヘキシルオキシ－５－α－クミルフェニル）－
ｓ－トリアジン、２－（２，４，６－トリメチルフェニル）－４，６－ビス［２－ヒドロ
キシ－４－（３－ブチルオキシ－２－ヒドロキシプロピルオキシ）フェニル］－ｓ－トリ
アジン、２，４，６－トリス［２－ヒドロキシ－４－（３－ｓｅｃ－ブチルオキシ－２－
ヒドロキシプロピルオキシ）フェニル］－ｓ－トリアジン、４，６－ビス－（２，４－ジ
メチルフェニル）－２－（２－ヒドロキシ－４－（３－ドデシルオキシ－２－ヒドロキシ
プロポキシ）－フェニル）－ｓ－トリアジンと、４，６－ビス－（２，４－ジメチル－フ
ェニル）－２－（２－ヒドロキシ－４－（３－トリデシルオキシ－２－ヒドロキシプロポ
キシ）－フェニル）－ｓ－トリアジンとの混合物、ＴＩＮＵＶＩＮ　４００、４，６－ビ
ス－（２，４－ジメチルフェニル）－２－（２－ヒドロキシ－４－（３－（２－エチルヘ
キシルオキシ）－２－ヒドロキシプロポキシ）－フェニル）－ｓ－トリアジン、及び４，
６－ジフェニル－２－（４－ヘキシルオキシ－２－ヒドロキシフェニル）－ｓ－トリアジ
ンである。
【００４３】
　ヒドロキシベンゾエートＵＶ吸収剤は例えば、置換及び非置換の安息香酸のエステルで
あり、例えば４－ｔｅｒｔ－ブチルフェニルサリシレート、フェニルサリシレート、オク
チルフェニルサリシレート、ジベンゾイルレゾルシノール、ビス（４－ｔｅｒｔ－ブチル
ベンゾイル）レゾルシノール、ベンゾイルレゾルシノール、２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチ
ルフェニル３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンゾエート、ヘキサデシル
３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンゾエート、オクタデシル３，５－ジ
－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンゾエート、２－メチル－４，６－ジ－ｔｅｒｔ
－ブチルフェニル３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンゾエートである。
【００４４】
　２－ヒドロキシベンゾフェノンＵＶ吸収剤は例えば、４－ヒドロキシ、４－メトキシ、
４－オクチルオキシ、４－デシルオキシ、４－ドデシルオキシ、４－ベンジルオキシ、４
，２’，４’－トリヒドロキシ、及び２’－ヒドロキシ－４，４’－ジメトキシ誘導体で
ある。
【００４５】
　シアノアクリレートＵＶ吸収剤は例えば、ペンタエリトリトールテトラキス（２－シア
ノ－３，３－ジフェニルアクリレート）、α－シアノ－β，β－ジフェニルアクリル酸エ
チルエステル、又はイソオクチルエステル、及びα－シアノ－β－メチル－ｐ－メトキシ
桂皮酸メチルエステル又はブチルエステルである。
【００４６】
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　紫外線吸収剤（ＵＶＡ）は特に、５－クロロ－２－（３－ｔ－ブチル－２－ヒドロキシ
－５－メチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－（３，５－ビス－α－クミル
－２－ヒドロキシフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、４，６－ジフェニル－２－（
４－ヘキシルオキシ－２－ヒドロキシフェニル）－ｓ－トリアジン、４，６－ビス－（２
，４－ジメチルフェニル）－２－（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル）－ｓ
－トリアジン、ヘキサデシル３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンゾエー
ト、又は４－オクチルオキシ－２－ヒドロキシベンゾフェノンである。
【００４７】
　多くの紫外線吸収剤（ＵＶＡ）が市販されており、それは例えばTINUVIN 326、TINUVIN
 234、TINUVIN 1577、TINUVIN 1600、CYASORB UV 1164、CYASORB THT、CYASORB UV 2908
、CHIMASSORB 81、UVINUL 3030などである。
【００４８】
　紫外線吸収剤は合計で、ポリオレフィン基材の質量に対して約０．０１～約２．５質量
％、好ましくは約０．１０～約１．５質量％、存在する。より好ましくは、約０．１０～
約０．９５質量％、存在する。例えば、ポリオレフィン基材の質量に対して約０．２０質
量％、約０．２５質量％、約０．３０質量％、約０．３５質量％、約０．４０質量％、約
０．４５質量％、約０．５０質量％、約０．５５質量％、約０．６０質量％、約０．６５
質量％、約０．７０質量％、約０．７５質量％、約０．８０質量％、約０．８５質量％、
又は約０．９０質量％の水準、又はこれらの間の水準で存在する。
【００４９】
　ヒンダードアミン系光安定剤（ＨＡＬＳ）は、米国特許出願公開第14/379,842（WO2013
/136285として公開）、及び米国特許第5,004,770号、第5,204,473号、第5,096,950号、第
5,300,544号、第5,112,890号、第5,124,378号、第5,145,893号、第5,216,156号、第5,844
,026号、第5,980,783号、第6,046,304号、第6,117,995号、第6,271,377号、第6,297,299
号、第6,392,041号、第6,376,584号、及び第6,472,456に開示されている。
【００５０】
　適切なヒンダードアミン系光安定剤は、例えば以下のものである。
（１）１－シクロヘキシルオキシ－２，２，６，６－テトラメチル－４－オクタデシルア
ミノピペリジン、
（２）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケート、
（３）ビス（１－アセトキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セ
バケート、
（４）ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジン－４－イル）セバケート、
（５）ビス（１－シクロヘキシルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４
－イル）セバケート、
（６）ビス（１－オクチルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル
）セバケート、
（７）ビス（１－アシル－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケ
ート、
（８）ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）ｎ－ブチル－３，５
－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジルマロネート、
（９）２，４－ビス［（１－シクロヘキシルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペ
リジン－４－イル）ブチルアミノ］－６－（２－ヒドロキシエチルアミノ－ｓ－トリアジ
ン、
（１０）ビス（１－シクロヘキシルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－
４－イル）アジペート、
（１１）２，４－ビス［（１－シクロヘキシルオキシ－２，２，６，６－ピペリジン－４
－イル）ブチルアミノ］－６－クロロ－ｓ－トリアジン、
（１２）１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－４－ヒドロキシ－２，２，６
，６－テトラメチルピペリジン、
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（１３）１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－４－オキソ－２，２，６，６
－テトラメチルピペリジン、
（１４）１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－４－オクタデカノイルオキシ
－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン、
（１５）ビス（１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２，２，６，６－テト
ラメチルピペリジン－４－イル）セバケート、
（１６）ビス（１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２，２，６，６－テト
ラメチルピペリジン－４－イル）アジペート、
（１７）２，４－ビス｛Ｎ－［１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２，２
，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル］－Ｎ－ブチルアミノ｝－６－（２－ヒド
ロキシエチルアミノ）－ｓ－トリアジン、
（１８）４－ベンゾイル－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン、
（１９）ジ－（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジン－４－イル）ｐ－メトキシ
ベンジリデンマロネート、
（２０）２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イルオクタデカノエート、
（２１）ビス（１－オクチルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジル）スクシ
ネート、
（２２）１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－アミノピペリジン、
（２３）２－ウンデシル－７，７，９，９－テトラメチル－１－オキサ－３，８－ジアザ
－４－オキソ－スピロ［４，５］デカン、
（２４）トリス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ニトリロトリアセテ
ート、
（２５）トリス（２－ヒドロキシ－３－（アミノ－（２，２，６，６－テトラメチルピペ
リジン－４－イル）プロピル）ニトリロトリアセテート、
（２６）テトラキス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）－１，２，３，
４－ブタン－テトラカルボキシレート、
（２７）テトラキス（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）－１，２，
３，４－ブタン－テトラカルボキシレート、
（２８）１，１’－（１，２－エタンジイル）－ビス（３，３，５，５－テトラメチルピ
ペラジノン）、
（２９）３－ｎ－オクチル－７，７，９，９－テトラメチル－１，３，８－トリアザスピ
ロ［４．５］デカン－２，４－ジオン、
（３０）８－アセチル－３－ドデシル－７，７，９，９－テトラメチル－１，３，８－ト
リアザスピロ［４．５］デカン－２，４－ジオン、
（３１）３－ドデシル－１－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ピロリ
ジン－２，５－ジオン、
（３２）３－ドデシル－１－（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）ピ
ロリジン－２，５－ジオン、
（３３）Ｎ，Ｎ’－ビス－ホルミル－Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－
４－ピペリジル）ヘキサメチレンジアミン、
（３３ａ）ビス（１－ウンデカニルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－
４－イル）カーボネート、
（３４）２，４－ビス［（１－シクロヘキシルオキシ－２，２，６，６－ピペリジン－４
－イル）ブチルアミノ］－６－クロロ－ｓ－トリアジンと、Ｎ，Ｎ’－ビス（３－アミノ
プロピル）エチレンジアミン）との反応生成物、
（３５）１－（２－ヒドロキシエチル）－２，２，６，６－テトラメチル－４－ヒドロキ
シピペリジンと、コハク酸との縮合物、
（３６）Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）－ヘキサメ
チレンジアミンと、４－ｔｅｒｔ－オクチルアミノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－ト
リアジンとの縮合物、
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（３７）Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）－ヘキサメ
チレンジアミンと、４－シクロヘキシルアミノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－トリア
ジンとの縮合物、
（３８）Ｎ，Ｎ’－ビス－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ヘキサメ
チレンジアミンと、４－モルホリノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－トリアジンとの縮
合物、
（３９）Ｎ，Ｎ’－ビス－（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）ヘキ
サメチレンジアミンと、４－モルホリノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－トリアジンと
の縮合物、
（４０）２－クロロ－４，６－ビス（４－ｎ－ブチルアミノ－２，２，６，６－テトラメ
チルピペリジル）－１，３，５－トリアジンと、１，２－ビス（３－アミノプロピルアミ
ノ）エタンとの縮合物、
（４１）２－クロロ－４，６－ジ－（４－ｎ－ブチルアミノ－１，２，２，６，６－ペン
タメチルピペリジル）－１，３，５－トリアジンと、１，２－ビス－（３－アミノプロピ
ルアミノ）エタンとの縮合物、
（４２）７，７，９，９－テトラメチル－２－シクロウンデシル－１－オキサ－３，８－
ジアザ－４－オキソスピロ［４，５］デカンと、エピクロロヒドリンとの反応生成物、
（４３）ポリ［メチル（３－オキシ－（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－
イル）プロピル）］シロキサン、ＣＡＳＮｏ．１８２６３５－９９－０、
（４４）無水マレイン酸－Ｃ18～Ｃ22－α－オレフィンコポリマーと、２，２，６，６－
テトラメチル－４－アミノピペリジンとの反応生成物、
（４５）４，４’－ヘキサメチレンビス（アミノ－２，２，６，６－テトラメチルピペリ
ジン）と、２，４－ジクロロ－６－［（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－
イル）ブチルアミノ］－ｓ－トリアジンとの、２－クロロ－４，６－ビス（ジブチルアミ
ノ）－ｓ－トリアジンで末端がキャップされたオリゴマー縮合物、
（４６）４，４’－ヘキサメチレンビス（アミノ－１，２，２，６，６－ペンタメチルピ
ペリジン）と、２，４－ジクロロ－６－［（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジ
ン－４－イル）ブチルアミノ］－ｓ－トリアジンとの、２－クロロ－４，６－ビス（ジブ
チルアミノ）－ｓ－トリアジンで末端がキャップされたオリゴマー縮合物、
（４７）４，４’－ヘキサメチレンビス（アミノ－１－プロポキシ－２，２，６，６－テ
トラメチルピペリジン）と、２，４－ジクロロ－６－［（１－プロポキシ－２，２，６，
６－テトラメチルピペリジン－４－イル）ブチルアミノ］－ｓ－トリアジンとの、２－ク
ロロ－４，６－ビス（ジブチルアミノ）－ｓ－トリアジンで末端がキャップされたオリゴ
マー縮合物、
（４８）４，４’－ヘキサメチレンビス（アミノ－１－アシルオキシ－２，２，６，６－
テトラメチルピペリジンと、２，４－ジクロロ－６－［（１－アシルオキシ－２，２，６
，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）ブチルアミノ］－ｓ－トリアジンとの、２－
クロロ－４，６－ビス（ジブチルアミノ）－ｓ－トリアジンで末端がキャップされたオリ
ゴマー縮合物、
（４９）（ａ）と（ｂ）との反応により得られた生成物であって、ここで（ａ）は、１，
２－ビス（３－アミノプロピルアミノ）エタンを、シアヌル酸クロリドと反応させること
によって得られた生成物であり、（ｂ）は、（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン
－４－イル）ブチルアミンである。
【００５１】
　また、ヒンダードＮ－Ｈ、Ｎ－メチル、Ｎ－メトキシ、Ｎ－ヒドロキシ、Ｎ－プロポキ
シ、Ｎ－オクチルオキシ、Ｎ－シクロヘキシルオキシ、Ｎ－アシルオキシ、及びＮ－（２
－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）、上記化合物のあらゆる類似体も、これに含まれ
る。例えば、Ｎ－Ｈヒンダードアミンを、Ｎ－メチルヒンダードアミンで置き換えること
により、Ｎ－Ｈに変えてＮ－メチル類似体を用いることができるだろう。
【００５２】
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　説明のために、上記化合物の構造のうち幾つかを、以下に示す：
【化１】
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【化８】

【００５３】
　ヒンダードアミン系光安定剤は好ましくは、以下の群から選択される：
（２）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケート、
（２０）２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イルオクタデカノエート、
（１４）１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－４－オクタデカノイルオキシ
－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン、
（３３）Ｎ，Ｎ’－ビス－ホルミル－Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－
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４－ピペリジル）ヘキサメチレンジアミン、
（３６）Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）－ヘキサメ
チレンジアミンと、４－ｔｅｒｔ－オクチルアミノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－ト
リアジンとの縮合物、
（３８）Ｎ，Ｎ’－ビス－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ヘキサメ
チレンジアミンと、４－モルホリノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－トリアジンとの縮
合物、
（３９）Ｎ，Ｎ’－ビス－（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）ヘキ
サメチレンジアミンと、４－モルホリノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－トリアジンと
の縮合物、
（４４）無水マレイン酸－Ｃ18～Ｃ22－α－オレフィンコポリマーと、２，２，６，６－
テトラメチル－４－アミノピペリジンとの反応生成物、
（４５）４，４’－ヘキサメチレンビス（アミノ－２，２，６，６－テトラメチルピペリ
ジン）と、２，４－ジクロロ－６－［（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－
イル）ブチルアミノ］－ｓ－トリアジンとの、２－クロロ－４，６－ビス（ジブチルアミ
ノ）－ｓ－トリアジンで末端がキャップされたオリゴマー縮合物、
（４７）４，４’－ヘキサメチレンビス（アミノ－１－プロポキシ－２，２，６，６－テ
トラメチルピペリジン）と、２，４－ジクロロ－６－［（１－プロポキシ－２，２，６，
６－テトラメチルピペリジン－４－イル）ブチルアミノ］－ｓ－トリアジンとの、２－ク
ロロ－４，６－ビス（ジブチルアミノ）－ｓ－トリアジンで末端がキャップされたオリゴ
マー縮合物、並びに
これらの２つ又は３つの組み合わせである。
【００５４】
　ヒンダードアミン系光安定剤に関して、特定の２種を組み合わせることが有利である。
好ましいヒンダードアミン系光安定剤は、以下の２種の組み合わせである：
（２）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケートと、
（３６）Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）－ヘキサメ
チレンジアミンと、４－ｔｅｒｔ－オクチルアミノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－ト
リアジンとの縮合物
との組み合わせ（ＢＩＮ１）、
（２）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケートと、
（４５）４，４’－ヘキサメチレンビス（アミノ－２，２，６，６－テトラメチルピペリ
ジン）と、２，４－ジクロロ－６－［（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－
イル）ブチルアミノ］－ｓ－トリアジンとの、２－クロロ－４，６－ビス（ジブチルアミ
ノ）－ｓ－トリアジンで末端がキャップされたオリゴマー縮合物、
との組み合わせ（ＢＩＮ２）、
（２０）２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イルオクタデカノエートと、
（４５）４，４’－ヘキサメチレンビス（アミノ－２，２，６，６－テトラメチルピペリ
ジン）と、２，４－ジクロロ－６－［（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－
イル）ブチルアミノ］－ｓ－トリアジンとの、２－クロロ－４，６－ビス（ジブチルアミ
ノ）－ｓ－トリアジンで末端がキャップされたオリゴマー縮合物、
との組み合わせ（ＢＩＮ３）、又は
（２）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケートと、
（２０）２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イルオクタデカノエート、
との組み合わせ（ＢＩＮ４）である。
【００５５】
　また、３種のヒンダードアミン系光安定剤の組み合わせも好ましい：
（２）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケートと、
（１４）１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－４－オクタデカノイルオキシ
－２，２，６，６－テトラメチルピペリジンと、
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（４５）４，４’－ヘキサメチレンビス（アミノ－２，２，６，６－テトラメチルピペリ
ジン）と、２，４－ジクロロ－６－［（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－
イル）ブチルアミノ］－ｓ－トリアジンとの、２－クロロ－４，６－ビス（ジブチルアミ
ノ）－ｓ－トリアジンで末端がキャップされたオリゴマー縮合物、
との組み合わせ（ＴＥＲ１）、
（１４）１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－４－オクタデカノイルオキシ
－２，２，６，６－テトラメチルピペリジンと、
（２０）２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イルオクタデカノエートと、
（４５）４，４’－ヘキサメチレンビス（アミノ－２，２，６，６－テトラメチルピペリ
ジン）と、２，４－ジクロロ－６－［（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－
イル）ブチルアミノ］－ｓ－トリアジンとの、２－クロロ－４，６－ビス（ジブチルアミ
ノ）－ｓ－トリアジンで末端がキャップされたオリゴマー縮合物、
との組み合わせ（ＴＥＲ２）、又は
（２）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケートと、
（１４）１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－４－オクタデカノイルオキシ
－２，２，６，６－テトラメチルピペリジンと、
（３６）Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）－ヘキサメ
チレンジアミンと、４－ｔｅｒｔ－オクチルアミノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－ト
リアジンとの縮合物、
との組み合わせ（ＴＥＲ３）である。
【００５６】
　ヒンダードアミン系光安定剤（ＨＡＬＳ）の（３８）、又は（３９）は、２種及び３種
の組み合わせにおいて、ＨＡＬＳの（３６）と置き換えてもよい。
【００５７】
　多くのヒンダードアミン系光安定剤が市販であり、それは例えばTINUVIN 770、CHIMASS
ORB 944、CHIMASSORB 2020、CYASORB UV 3853、CYASORB UV 3529、TINUVIN NOR 371、UVI
NUL 4050、UVINUL 5050などである。
【００５８】
　三種の組み合わせ１は、ポリプロピレンのホモポリマーとコポリマーにとって特に効果
的であり、三種の組み合わせ３は特にポリエチレンに効果的である。
【００５９】
　２種のヒンダードアミン系光安定剤の組み合わせにおいて、質量：質量の比率は、約１
：１９～約１９：１、約１：１７～約１７：１、約１：１５～約１５：１、約１：１３～
約１３：１、約１：１１～約１１：１、約１：９～約９：１であり、例えば約１：１０の
比率、約１：８、約１：７、約１：６、約１：５、約１：４、約１：３、約１：２、約１
：１、約２：１、約３：１、約４：１、約５：１、約６：１、約７：１、約８：１、又は
約１０：１、及びこの間の比率である。
【００６０】
　３種のヒンダードアミンの組み合わせにおいて、ヒンダードアミンのあらゆる２種の質
量：質量の比率は、２種の組み合わせについてのものと同様である。
【００６１】
　低分子量のヒンダードアミン系光安定剤と、高分子量のヒンダードアミン系光安定剤と
の組み合わせを用いるのが有利である。低分子量の安定剤は、分子量が約２００ｇ／ｍｏ
ｌ～約１０００ｇ／ｍｏｌである。高分子量の安定剤は、分子量が約１２００ｇ／ｍｏｌ
～約１０，０００ｇ／ｍｏｌである。
【００６２】
　適切な低分子量のヒンダードアミンは、（１）～（３３ａ）のものである。適切な高分
子量のヒンダードアミンは、（３４）～（４９）のものである。オリゴマー又はポリマー
のヒンダードアミンにおいて繰り返し単位「ｎ」は、平均分子量が約１２００ｇ／ｍｏｌ
～約１０，０００ｇ／ｍｏｌとなる値である。
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【００６３】
　有利には、低分子量、及び高分子量のヒンダードアミンの組み合わせは、紫外線吸収剤
（例えばヒドロキシベンゾエートの紫外線吸収剤）とともに用いる。
【００６４】
　本発明のさらなる対象は、以下の（ａ）及び（ｂ）が組み込まれたポリオレフィン基材
を含有する、ポリオレフィン組成物である：
　ａ）ヒドロキシベンゾエート紫外線吸収剤、並びに
　ｂ）高分子ヒンダードアミン、及び低分子ヒンダードアミン。
【００６５】
　ヒンダードアミン系光安定剤は合計で、ポリオレフィン基材の質量に対して約０．１０
～約１．９質量％、存在する。好ましくは、約０．１５～約１．５質量％、存在する。ヒ
ンダードアミン系光安定剤は例えば、ポリオレフィン基材の質量に対して約０．２質量％
、約０．３質量％、約０．４質量％、約０．５質量％、約０．６質量％、約０．７質量％
、約０．８質量％、約０．９質量％、約１．０質量％、約１．１質量％、約１．２質量％
、約１．３質量％、又は約１．４質量％の水準、又はこれらの間の水準で存在する。
【００６６】
　酸化防止剤は、ヒンダードフェノール系酸化防止剤、有機リン系安定剤、ジアルキルヒ
ドロキシルアミン安定剤、アミンオキシド系安定剤、及びトコフェロールから成る群から
選択される。酸化防止剤は好ましくは、有機リン系安定剤と、ヒンダードフェノール酸化
防止剤、ジアルキルヒドロキシルアミン安定剤との組み合わせ、有機リン安定剤と、ジア
ルキルヒドロキシルアミン安定剤、アミンオキシド系安定剤との組み合わせ、又は有機リ
ン安定剤と、アミンオキシド系安定剤との組み合わせである。
【００６７】
　本発明による酸化防止剤には、ビタミンＥ、及びビタミンＥアセテート（トコフェロー
ル）も含まれる。それぞれ単独で、相互に組み合わせて、又はヒンダードフェノール系酸
化防止剤、ジアルキルヒドロキシルアミン安定剤、有機リン系安定剤、及びアミンオキシ
ド系安定剤から成る群から選択される１種以上の酸化防止剤との組み合わせで使用するこ
とができる。
【００６８】
　有機リン系安定剤は例えば、公知の亜リン酸塩及びホスホナイトの安定剤であり、これ
には、以下のものが含まれる：トリフェニルホスファイト、ジフェニルアルキルホスファ
イト、フェニルジアルキルホスファイト、トリス（ノニルフェニル）ホスファイト、トリ
ラウリルホスファイト、トリオクタデシルホスファイト、ジステアリルペンタエリトリト
ールジホスファイト、トリス（２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）ホスファイト、
ビス（２，４－ジ－α－クミルフェニル）ペンタエリトリトールジホスファイト、ジイソ
デシルペンタエリトリトールジホスファイト、ビス（２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェ
ニル）ペンタエリリトールジホスファイト（Ｄ）、ビス（２，６－ジ－ｔ－ブチル－４－
メチルフェニル）ペンタエリトリトールジホスファイト（Ｅ）、ビスイソデシルシクロオ
キシペンタエリトリトールジホスファイト、ビス（２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－６－
メチルフェニル）ペンタエリトリトールジホスファイト、ビス（２，４，６－トリ－ｔｅ
ｒｔ－ブチルフェニル）ペンタエリトリトールジホスファイト、トリステアリルソルビト
ールトリホスファイト、テトラキス（２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－フェニル）４，４
’－ビフェニレン－ジホスホナイト（Ｈ）、６－イソオクチルオキシ－２，４，８，１０
－テトラ－ｔｅｒｔ－ブチルジベンゾ［ｄ，ｆ］［１．３．２］ジオキサホスフェピン（
Ｃ）、６－フルオロ－２，４，８，１０－テトラ－ｔｅｒｔ－１２－メチル－ジベンゾ［
ｄ，ｇ］［１．３．２］ジオキサホスホシン（Ａ）、ビス（２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチ
ル－６－メチルフェニル）メチルホスファイト、ビス（２，４ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－６
－メチルフェニル）エチルホスファイト（Ｇ）、２，２’，２”－ニトリロ［トリフェニ
ルトリス（３，３’５，５’－テトラ－ｔｅｒｔ－ブチル－１，１’－ビフェニル－２，
２’－ジイル）ホスファイト］（Ｂ）、ビス（２，４－ジ－ｔ－ブチルフェニル）オクチ
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ルホスファイト、ポリ（４，４’－｛２，２’－ジメチル－５，５’－ジ－ｔ－ブチルフ
ェニルスルフィド｝オクチルホスファイト）、ポリ（４，４’｛－イソプロピリデンジフ
ェノール｝－オクチルホスファイト）、ポリ（４，４’－｛イソプロピリデンビス［２，
６－ジブロモフェノール］｝－オクチルホスファイト）、ポリ（４，４’－｛２，２’－
ジメチル－５，５’－ジ－ｔ－ブチルフェニルスルフィド｝－ペンタエリトリチルジホス
ファイト）、
【化９】
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【化１１】

【００６９】
　適切な有機リン系安定剤はまた、液状安定剤であり、米国特許出願公開第2010/048782
号、及び米国特許第7,888,414号に開示されており、例えば液状のホスファイトであるＰ
－２、Ｐ－３、及びＰ－４が開示されている。適切な液状有機リン系安定剤は、米国特許
出願公開第2013/0225736、及び2010/0029844、並びに米国特許第7,468,410、及び8,304,4
77に開示されている。
【００７０】
　ヒンダードフェノール系酸化防止剤に含まれるのは例えば、トリス（３，５－ジ－ｔｅ
ｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジル）イソシアヌレート、１，３，５－トリス－（３
，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジル）－２，４，６－トリメチルベン
ゼン、３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジルホスホン酸のモノエチル
エステルのカルシウム塩、ペンタエリトリトールテトラキス［３－（３，５－ジ－ｔｅｒ
ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネート］、又はオクタデシル３－（３，
５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネートである。
【００７１】
　有機リン系安定剤と、ヒンダードフェノール系酸化防止剤の組み合わせは特に、トリス
（２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）ホスファイトと、ペンタエリトリトールテト
ラキス［３－（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネー
ト］若しくはオクタデシル３－（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニ
ル）プロピオネートとの組み合わせである。
【００７２】
　有機リン系安定剤の質量対、ヒンダードフェノール系酸化防止剤の質量の比は、約９：
１～約１：９、及びその間の比であり、例えば約８：１、約７：１、約６：１、約５：１
、約４：１、約３：１、約２：１、約１：１、約１：２、約１：３、約１：４、約１：５
、約１：６、約１：７、又は約１：８、及びその間の比である。
【００７３】
　ヒドロキシルアミン系安定剤は例えば、Ｎ，Ｎ－ジベンジルヒドロキシルアミン、Ｎ，
Ｎ－ジエチルヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジオクチルヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジ
ラウリルヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジドデシルヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジテト
ラデシルヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジヘキサデシルヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジ
オクタデシルヒドロキシルアミン、Ｎ－ヘキサデシル－Ｎ－テトラデシルヒドロキシルア
ミン、Ｎ－ヘキサデシル－Ｎ－ヘプタデシルヒドロキシルアミン、Ｎ－ヘキサデシル－Ｎ
－オクタデシルヒドロキシルアミン、Ｎ－ヘプタデシル－Ｎ－オクタデシルヒドロキシル
アミン、Ｎ－メチル－Ｎ－オクタデシルヒドロキシルアミン、又は好ましくはＮ，Ｎ－ジ
（Ｃ16～Ｃ18アルキル）ヒドロキシルアミンである。
【００７４】
　アミン系酸化防止剤は例えば、ジ（Ｃ16～Ｃ18）アルキルメチルアミンオキシドである
（CASNo. 204933-93-7）。
【００７５】
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　有機リン系安定剤と、ジアルキルヒドロキシルアミンとの組み合わせは特にトリス（２
，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）ホスファイトと、Ｎ，Ｎ－ジ（Ｃ16～Ｃ18アルキ
ル）ヒドロキシルアミンとの組み合わせである。
【００７６】
　有機リン系安定剤と、アミン系酸化防止剤との組み合わせは特に、トリス（２，４－ジ
－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）ホスファイトと、ジ（Ｃ16～Ｃ18）アルキルメチルヒドロ
キシルアミンとの組み合わせである。
【００７７】
　これら２つの組み合わせの質量：質量の比は、有機リン系／ヒンダードフェノール系酸
化防止剤との組み合わせについて述べた通りである。
【００７８】
　酸化防止剤は合計で、ポリオレフィン基材の質量に対して約０．０５～約１．０質量％
、存在する。好ましくは、約０．１０～約０．７５質量％、存在する。酸化防止剤は例え
ば、ポリオレフィン基材の質量に対して約０．２０質量％、約０．３０質量％、約０．４
０質量％、約０．５０質量％、約０．６０質量％、約０．７０質量％、約０．８０質量％
、約０．９０質量％、約１．０質量％、及びこれらの間の水準で存在する。
【００７９】
　着色剤は好ましくは、有機顔料、無機顔料、及びこれらの混合物からなる群から選択さ
れる。適切な例の幾つかは、Pigment Handbook, T. C. Patton, Ed., Wiley-Interscienc
e, New York, 1973に見られる。ポリマー系製品で使用される市販顔料はいずれも、本発
明による組成物中で使用でき、それは例えば、金属酸化物、例えば二酸化チタン、酸化亜
鉛、酸化アルミニウム、及び酸化鉄、金属水酸化物、金属フレーク、例えばアルミニウム
フレーク、クロム酸塩、クロム酸鉛、例えば硫化鉛、硫酸鉛、炭酸鉛、カーボンブラック
、バナジン酸ビスマス、シリカ、タルク、陶土、フタロシアニン青及び緑、オルガノレッ
ド（organo red）、オルガノマロン（organo maroon）、真珠光沢顔料、及びその他の有
機顔料である。所望の場合には、クロム酸塩不含顔料、例えばメタホウ酸ばりうむ、リン
酸亜鉛、トリリン酸アルミニウム、及びこれらの混合物も使用できる。
【００８０】
　幾つかの有利な顔料には、以下のＣ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔが含まれる：Ｂｌａｃｋ　１
２、Ｂｌａｃｋ　２６、Ｂｌａｃｋ　２８、Ｂｌａｃｋ　３０、Ｂｌｕｅ　１５．０、Ｂ
ｌｕｅ　１５．３（Ｇ）、Ｂｌｕｅ　１５．３（Ｒ）、Ｂｌｕｅ　２８、Ｂｌｕｅ　３６
、Ｂｌｕｅ　３８５、Ｂｒｏｗｎ　２４、Ｂｒｏｗｎ　２９、Ｂｒｏｗｎ　３３、Ｂｒｏ
ｗｎ　１０Ｐ８５０、Ｇｒｅｅｎ　７（Ｙ）、Ｇｒｅｅｎ　７（Ｂ）、Ｇｒｅｅｎ　１７
、Ｇｒｅｅｎ　２６、Ｇｒｅｅｎ　５０、Ｖｉｏｌｅｔ　１４、Ｖｉｏｌｅｔ　１６、Ｙ
ｅｌｌｏｗ　１、Ｙｅｌｌｏｗ　３、Ｙｅｌｌｏｗ　１２、Ｙｅｌｌｏｗ　１３、Ｙｅｌ
ｌｏｗ　１４、Ｙｅｌｌｏｗ　１７、Ｙｅｌｌｏｗ　６２、Ｙｅｌｌｏｗ　７４、Ｙｅｌ
ｌｏｗ　８３、Ｙｅｌｌｏｗ　１６４、Ｙｅｌｌｏｗ　５３、Ｒｅｄ　２、Ｒｅｄ　３（
Ｙ）、Ｒｅｄ　３（Ｂ）、Ｒｅｄ　４、Ｒｅｄ　４８．１、Ｒｅｄ　４８．２、Ｒｅｄ　
４８．３、Ｒｅｄ　４８．４、Ｒｅｄ　５２．２、Ｒｅｄ　４９．１、Ｒｅｄ　５３．１
、Ｒｅｄ　５７．１（Ｙ）、Ｒｅｄ　５７．１（Ｂ）、Ｒｅｄ　１１２、Ｒｅｄ　１４６
、Ｒｅｄ　１７０（Ｆ５ＲＫ　Ｔｙｐｅ）　Ｂｌｕｅｒ、Ｃ．Ｉ．　Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｏ
ｒａｎｇｅ　５、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｏｒａｎｇｅ　１３、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｏｒａｎｇｅ
　３４、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｏｒａｎｇｅ　２３（Ｒ）、ａｎｄ　Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｏｒａ
ｎｇｅ　２３（Ｂ）。幾つかの有利な有機顔料には、以下のものが含まれる：Ｐｉｇｍｅ
ｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１５１、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１５４、Ｐｉｇｍｅｎｔ
　Ｙｅｌｌｏｗ　１５５、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　８、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　８、
Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　４９．２、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　８１、Ｐｉｇｍｅｎｔ　
Ｒｅｄ　１６９、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　１、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｖｉｏｌｅｔ　１、
Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｖｉｏｌｅｔ　３、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｖｉｏｌｅｔ　２７、Ｐｉｇｍｅ
ｎｔ　Ｒｅｄ　１２２、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｖｉｏｌｅｔ　１９。幾つかの有利な無機顔料
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には、Ｍｉｄｄｌｅ　Ｃｈｒｏｍｅ、Ｌｅｍｏｎ　Ｃｈｒｏｍｅ、Ｐｒｉｍｅ－Ｒｏｓｅ
　Ｃｈｒｏｍｅ、Ｓｃａｒｌｅｔ　Ｃｈｒｏｍｅ、及びクロム酸亜鉛が含まれる。
【００８１】
　本発明による有機顔料は好ましくは、フタロシアニン、ペリレン、アゾ化合物、イソイ
ンドリン、キノフタロン、ジケトピロロピロール、キナクリドン、ジオキサジン、及びイ
ンダントロンから成る群から選択される。青色顔料は例えば、インダントロン、及び銅フ
タロシアニンの群であり、例えばＰｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　６０、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂ
ｌｕｅ　１５：１、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　１５：３、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　
１５：４、及びＰｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　１５：６である。緑色顔料は例えば、銅フタ
ロシアニンの群であり、例えばＰｉｇｍｅｎｔ　Ｇｒｅｅｎ　７、及びＰｉｇｍｅｎｔ　
Ｇｒｅｅｎ　３６である。マゼンダ顔料は例えば、キナクリドンの群であり、例えば２，
９－ジクロロキナクリドン、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　２０２である。赤色顔料の例は例
えば、ジメチルキナクリドン、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１２２、又はペリレンの群であ
り、例えばＰｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１４９、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１７８、及びＰ
ｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１７９、又はジケトピロロピロールの群、例えばＰｉｇｍｅｎｔ
　Ｒｅｄ　２５４、及びＰｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　２６４である。黄色顔料の例は例えば
、プテリジン、イソインドリノン、及びイソインドリンの群で有り、例えばＰｉｇｍｅｎ
ｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　２１５、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１１０、及びＰｉｇｍｅｎ
ｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１３９である。オレンジ顔料の例は、イソインドリノン、又はジケト
ピロロピロールの群であり、例えばＰｉｇｍｅｎｔ　Ｏｒａｎｇｅ　６１、Ｐｉｇｍｅｎ
ｔ　Ｏｒａｎｇｅ　７１、及びＰｉｇｍｅｎｔ　Ｏｒａｎｇｅ　７３である。紫色顔料は
例えば、キナクリドンの群であり、例えばｖｉｏｌｅｔ　１９、又はジオキサジンの群、
例えばｐｉｇｍｅｎｔ　ｖｉｏｌｅｔ　２３、又はｐｉｇｍｅｎｔ　ｖｉｏｌｅｔ　３７
である。顔料の混合物を使用することが有利である。
【００８２】
　着色剤は合計で、ポリオレフィン基材の質量に対して約０．１０～約３．０質量％、存
在する。好ましくは、約０．２～約１．０質量％、存在する。着色剤は例えば、ポリオレ
フィン基材の質量に対して約０．３質量％、約０．４質量％、約０．５質量％、約０．６
質量％、約０．７質量％、約０．８質量％、又は約０．９質量％、及びこれらの間の水準
で存在する。
【００８３】
　充填材は、微粒子状若しくは繊維状、及び有機若しくは無機であり得る。
【００８４】
　微粒子状有機充填材には、木粉、コルク、ナッツ殻、デンプン、ポリマー、炭素、及び
タンパク質が含まれる。
【００８５】
　充填材には、有機の天然若しくは合成の木材繊維、リグニン不含、若しくはほぼリグニ
ン不含のセルロース、亜麻、ジュート、麻、ケナフ、籾殻、マニラ麻、木材、炭素、アラ
ミド繊維、ナイロン、ポリエステル、及び／又はこれらの組み合わせが含まれ得る。
【００８６】
　微粒子状の無機充填材には、ガラス、炭酸カルシウム、酸化ベリリウム、酸化鉄、マゼ
ンダ、炭酸マグネシウム、二酸化チタン、酸化亜鉛、ジルコニア、水和アルミナ、酸化ア
ンチモン、金属粉末、シリカ、ケイ酸塩、有機ナノクレイ、粘土、バリウムフェライト、
炭化ケイ素、及びチタン酸カリウムが含まれる。
【００８７】
　繊維状の無機充填材には、ガラス、ミネラルウール、硫酸カルシウム、チタン酸カリウ
ム、ホウ素、アルミナ、及び金属が含まれる。
【００８８】
　無機充填材にはまた、アルカリ金属若しくはアルカリ土類金属の炭酸塩、ステアリン酸
塩、又は硫酸塩が含まれる。無機充填材として好ましいのは、ドロマイト、シリカ、炭酸
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カルシウム、水酸化マグネシウム、ホウ酸亜鉛、タルク（ケイ酸マグネシウム）、バーミ
キュライト、珪藻土、パーライト、ウォラストナイト、フライアッシュ、カオリンクレイ
、雲母、又は様々な二酸化チタン（表面処理した二酸化チタンを含む）である。
【００８９】
　充填材は好ましくは、炭酸カルシウム、水酸化マグネシウム、タルク、ウォラストナイ
ト、又はフライアッシュである。
【００９０】
　充填材は合計で、ポリオレフィン基材の質量に対して約５～約６０若しくは７０質量％
存在する。好ましくは、約１０～約５０質量％、又は約１５～約４０質量％、存在する。
充填材は例えば、ポリオレフィン基材の質量に対して約１０質量％、約２０質量％、約２
５質量％、約３０質量％、約３５質量％、又は約４５質量％、及びこれらの間の水準で存
在する。
【００９１】
　適切な難燃剤には、塩素化難燃剤、臭素化難燃剤、リン系難燃剤、金属水酸化物化合物
、メラミン系化合物、アンチモン化合物、ホウ酸塩化合物、その他の金属含有難燃剤、及
びこれらの組み合わせが含まれる。
【００９２】
　塩素化難燃剤は、米国特許第6,472,456号、第5,393,812号、第7,230,042号、及び第7,7
86,199号で開示されている。塩素化難燃剤は例えば、トリス（２－クロロエチル）ホスフ
ァイト、ビス－（ヘキサクロロシクロエンタデノ）シクロオクタン、トリス（１－クロロ
－２－プロピル）ホスフェート、トリス（２－クロロエチル）ホスフェート、ビス（２－
クロロエチル）ビニルホスフェート、ヘキサクロロシクロペンタジエン、トリス（クロロ
プロピル）ホスフェート、トリス（２－クロロエチル）ホスフェート、トリス（クロロプ
ロピル）ホスフェート、ポリ塩化ビフェニル、モノマーのクロロエチルホスフェートと、
高沸点ホスホネートとの混合物、トリス（２，３－ジクロロプロピル）ホスフェート、ク
ロレンド酸、テトラクロロフタル酸、ポリ－β－クロロエチルトリホスホネート混合物、
ビス（ヘキサクロロシクロペンタジエノ）シクロオクタン（DECLORANE PLUS）、塩素化パ
ラフィン、及びヘキサクロロシクロペンタジエン誘導体である。
【００９３】
　臭素化難燃剤には、テトラブロモビスフェノールＡ（ＴＢＢＰＡ）、及びその誘導体、
例えばエステル、エーテル、及びオリゴマー、例えばテトラブロモフタレートエステル、
ビス（２，３－ジブロモプロピルオキシ）テトラブロモビスフェノールＡ、ＴＢＢＰＡを
ベースとする臭素化カーボネートオリゴマー、ＴＢＢＰＡとエピクロロヒドリンとの縮合
物をベースとする臭素化エポキシオリゴマー、並びにＴＢＢＰＡと１、２－ジブロモエタ
ンとのコポリマー；ジブロモ安息香酸、ジブロモスチレン（ＤＢＳ）、及びその誘導体；
エチレンブロモビステトラブロモフタルイミド、ジブロモネオペンチルグリコール、ジブ
ロモシクロオクタン、トリスブロモネオペンタノール、トリス（トリブロモフェニル）ト
リアジン、２，３－ジブロモプロパノール、トリブロモアニリン、トリブロモフェノール
、テトラブロモシクロペンタン、テトラブロモビフェニルエーテル、テトラブロモジペン
タエリトリトール、デカブロモジフェニルエーテル、テトラブロモ無水フタル酸、ペンタ
ブロモトルエン、ペンタブロモジフェニルエーテル、ペンタブロモジフェニルオキシド、
ペンタブロモフェノール、ペンタブロモフェニルベンゾエート、ペンタブロモエチルベン
ゼン、ヘキサブロモシクロヘキサン、ヘキサブロモシクロオクタン、ヘキサブロモシクロ
デカン、ヘキサブロモシクロドデカン、ヘキサブロモベンゼン、ヘキサブロモビフェニル
、オクタブロモビフェニル、オクタブロモジフェニルオキシド、ポリ（ペンタブロモベン
ジルアクリレート）、オクタブロモジフェニルエーテル、デカブロモジフェニルエタン、
デカブロモジフェニル、臭素化トリメチルフェニルインダン、テトラブロモクロロトルエ
ン、ビス（テトラブロモフタルイミド）エタン、ビス（トリブロモフェノキシ）エタン、
臭化ポリスチレン、臭素化エポキシオリゴマー、ポリペンタブロモベンジルアクリレート
、ジブロモプロピルアクリレート、ジブロモヘキサクロロシクロペンタジエノシクロオク
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タン、Ｎ’－エチル（ビス）ジブロモノンボランジカルボキシイミド、テトラブロモビス
フェノールＳ、Ｎ’Ｎ’－エチルビス（ジブロモノンボルネン）ジカルボキシイミド、ヘ
キサクロロシクロペンタジエノ－ビス－（２，３－ジブロモ－１－プロピル）フタレート
、臭素化ホスフェート、例えばビス（２，３－ジブロモプロピル）ホスフェート、及びト
リス（トリブロモネオペンチル）ホスフェート、及びトリス（ジクロロブロモプロピル）
ホスファイト、Ｎ，Ｎ’－エチレン－ビス－（テトラブロモフタルイミド）、テトラブロ
モフタル酸ジオール［２－ヒドロキシプロピル－オキシ－２－２－ヒドロキシエチル－エ
チルテトラブロモフタレート］、臭化ビニル、ポリペンタブロモベンジルアクリレート、
ポリ臭化ジベンゾ－ｐ－ダイオキシン、トリス－（２，３－ジブロモプロピル）－イソシ
アヌレート、エチレン－ビス－テトラブロモフタルイミド、及びトリス（２，３－ジブロ
モプロピル）ホスフェートである。
【００９４】
　市販で手に入る臭素化難燃剤の適切な例には、ポリ臭化ジフェニルオキシド(DE-60F)、
デカブロモジフェニルオキシド（デカブロモジフェニルエーテル）（DBDPO；SAYTEX（登
録商標）102E）、トリス［３－ブロモ－２，２－ビス（ブロモメチル）プロピル］ホスフ
ェート（PB 370（登録商標）、FMC Corp.、又はFR 370, ICL / Ameribrom）、トリス（２
，３－ジブロモプロピル）ホスフェート、テトラブロモフタル酸、ビス－（Ｎ，Ｎ’－ヒ
ドロキシエチル）テトラクロロフェニレンジアミン、テトラブロモビスフェノールＡビス
（２，３－ジブロモプロピルエーテル）（PE68）、臭化エポキシ樹脂、エチレンビス（テ
トラブロモフタルイミド）（SAYTEX（登録商標）BT-93）、オクタブロモジフェニルエー
テル、１，２－ビス（トリブロモフェノキシ）エタン（FF680）、テトラブロモ－ビスフ
ェノールＡ（SAYTEX（登録商標）RB100）、エチレンビス（ジブロモ－ノルボルナンジカ
ルボキシイミド）（SAYTEX（登録商標）BN-451）、トリス－（２，３－ジブロモプロピル
）－イソシアヌレート、ヘキサブロモシクロドデカン、臭化ポリスチレン、及びChemtura
社製のEMERALD INNOVATIONシリーズ、例えばEMERALD INNOVATION 1000である。
【００９５】
　有機臭素系難燃剤は好ましくは、デカブロモジフェニルエーテル、又はトリス［３－ブ
ロモ－２，２－ビス（ブロモメチル）プロピル］ホスフェートである。
【００９６】
　三酸化アンチモン（ＡＴＯ）は、特に上記ハロゲン化難燃剤（すなわち臭素化難燃剤）
とともに、使用できる。三酸化アンチモンと、デカブロモジフェニルエーテル若しくはト
リス［３－ブロモ－２，２－ビス（ブロモメチル）プロピル］ホスフェートとの組み合わ
せが好ましい。
【００９７】
　リン系難燃剤に含まれるのは例えば、米国特許出願公開第2003/0220422号、第2014/000
5289号、2011/0257310号、及び2014/0005289号、並びに米国特許第3,966,894号、第4,079
,035号、第4,107,108号、第4,108,805号、第4,174,343号、第4,228,063号、第6,265,599
号、第6,528,559号、第6,740,695号、第7,786,199号、及び第8,349,925号に開示されたも
のである。リン系難燃剤に含まれるのは、ホスファゼン化合物、トリフェニルホスフェー
ト、ホスフェートエステル、ホスホニウム誘導体、ホスホネート、ホスホン酸エステル、
及びホスフェートエステルである。リン系難燃剤は通常、ホスフェートのコアから構成さ
れ、これにアルキル（一般的には直鎖）基、又はアリール（芳香族環）基が結合している
。この例には、赤リン、無機リン酸塩、不溶性リン酸アンモニウム、ポリリン酸アンモニ
ウム、ポリリン酸アンモニウム尿素、オルトリン酸アンモニウム、炭酸リン酸アンモニウ
ム、尿素リン酸アンモニウム、リン酸二アンモニウム、アンモニウムメラミンホスフェー
ト、ジエチレンジアミンポリホスフェート、ジシアンジアミドポリホスフェート、ポリホ
スフェート、リン酸尿素、メラミンピロホスフェート、メラミンオルトホスフェート、ジ
メチルメチルホスホネートのメラミン塩、ジメチル水素ホスファイトのメラミン塩、ホウ
素ポリホスフェートのアンモニウム塩、ジメチルメチルホスホネートの尿素塩、有機ホス
フェート、ホスホネート、及びホスフィンオキシドが含まれる。ホスフェートには例えば
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、トリアルキル誘導体、例えばトリエチルホスフェート、トリス（２－エチルへキシル）
ホスフェート、トリオクチルホスフェート、トリアリール誘導体、例えばトリフェニルホ
スフェート、クレシルジフェニルホスフェート、及びトリクレシルホスフェート、及びジ
メチルアリールホスフェート、オクチルフェニルホスフェート、及びエチレンジアミンホ
スフェートが含まれる。
【００９８】
　リン系難燃剤のその他の例には、レゾルシノール－ビス－ジフェニルホスフェート、グ
アニジンフェニルホスホネート、メラミンフェニルホスホネート、ジメチル－アルミニウ
ムホスフィネート、メチル－エチルアルミニウムホスフィネート、ジエチルアルミニウム
ホスフィネート、ポリ－［２，４－（ピペラジン１，４－イル）－６－モルホリン－４－
イル）－１，３，５－トリアジン］、ポリリン酸アルミニウム、メチルアミンホウ素ホス
フェート、シアヌールアミドホスフェート、マグネシウムホスフェート、エタノールアミ
ンジメチルホスフェート、ペンタエリトリトール－ジメチルホスホネート、環状ホスホネ
ートエステル、トリアルキルホスホネート、カリウムアンモニウムホスフェート、シアヌ
ールアミドホスフェート、アニリンホスフェート、トリメチルホスホルアミド、トリス（
１－アジリジニル）ホスフィンオキシド、ビス（５，５－ジメチル－２－チオノ－１，３
，２－ジオキサホスホリンアミル）オキシド、ジメチルホスホノ－Ｎ－ヒドロキシメチル
－３－プロピオンアミド、トリス（２－ブトキシエチル）ホスフェート、テトラキス（ヒ
ドロキシメチル）ホスホニウム塩、例えばテトラキス（ヒドロキシメチル）ホスホニウム
クロリド、及びテトラキス（ヒドロキシメチル）ホスホニウムスルフェート、ｎ－ヒドロ
キシメチル－３－（ジメチルホスホノ）－プロピオンアミド、ホウ素－ポリホスフェート
のメラミン塩、ホウ素－ポリホスフェートのアンモニウム塩、トリフェニルホスファイト
、アンモニウムジメチルホスフェート、メラミンオルトホスフェート、アンモニウム尿素
ホスフェート、アンモニウムメラミンホスフェート、ジメチルメチルホスホネートのメラ
ミン塩、亜リン酸ジメチル水素のメラミン塩などが含まれる。
【００９９】
　金属水酸化物の難燃剤には、無機水酸化物、例えば水酸化アルミニウム、水酸化マグネ
シウム、三水和アルミニウム（ＡＴＨ）、及びヒドロキシカーボネートが含まれる。
【０１００】
　メラミン系の難燃剤は、以下の３つの化学物質群を含む非ハロゲン化難燃剤の一群であ
る：（ａ）メラミン（２，４，６－トリアミノ－１，３，５－トリアジン）；（ｂ）メラ
ミン誘導体（有機若しくは無機の酸、例えばホウ酸、シアヌール酸、リン酸、又はピロ／
ポリリン酸による塩を含む）；及び（ｃ）メラミン類似体。メラミン誘導体には例えば、
メラミンシアヌレート（メラミンとシアヌール酸との塩）、メラミンモノホスフェート（
メラミンとリン酸との塩）、メラミンピロホスフェート、及びメラミンポリホスフェート
である。メラミン類似体には、メラム（１，３，５－トリアジン－２，４，６－トリアミ
ン－ｎ－（４，６－ジアミノ－１，３，５－トリアジン－２－イル）、メレム（２，５，
８－トリアミノ１，３，４，６，７，９，９ｂ－ヘプタアザフェナレン）、及びメロン（
ポリ［８－アミノ－１，３，４，６，７，９，９ｂ－ヘプタアザフェナレン－２，５－ジ
イル）が含まれる。
【０１０１】
　メラミン系難燃剤はまた、メラミン化合物／ポリオールの縮合物である。例えば米国特
許出願公開第10/539,097（WO 2004/055029として公開）、及び米国特許第2010/152376に
開示されたように、ポリオールが直鎖状、分枝鎖状、又は環状の三価、四価、五価、又は
六価のアルコールであるか、又は直鎖状若しくは環状のＣ4～Ｃ6アルドース、又はＣ4～
Ｃ6ケトースであり、ここでメラミン化合物は、メラミンホスフェート、メラミンピロホ
スフェート、又はメラミンポリホスフェートである。ポリオールは好ましくは、ペンタエ
リトリトール、又はジペンタエリトリトールである。メラミン化合物は好ましくは、メラ
ミンホスフェートである。メラミン化合物のモル比は、ポリオールに対して好ましくは、
約１：１～約４：１である。縮合物にはさらに、ヒドロキシ基で置換された樹枝状ポリマ
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ー（例えば樹枝状ポリエステル又は樹枝状ポリアミド）が組み込まれていてよい。樹枝状
ポリエステルは好ましくは、トリメチロールプロパン、ペンタエリトリトール、及びエト
キシ化ペンタエリトリトール、及び連鎖延長性ジメチルプロピオン酸から成る群から選択
される直鎖状化合物の生成物である。樹枝状ポリアミドは好ましくは、環状無水カルボン
酸と、ジイソプロパノールアミンとの重縮合物である。
【０１０２】
　ホウ酸塩系難燃剤には、ホウ酸亜鉛、ホウ砂（ホウ酸ナトリウム）、ホウ酸アンモニウ
ム、及びホウ酸カルシウムが含まれる。ホウ酸亜鉛は、ｘＺｎＯyＢ2Ｏ3・ｚＨ2Ｏという
化学組成を有するホウ素系難燃剤である。ホウ酸亜鉛は、単独で、又は他の化学的な化合
物、例えば三水和アルミナ、水酸化マグネシウム、又は赤リンと組み合わせて使用できる
。これは、ハロゲン化亜鉛、又はオキシハロゲン化亜鉛によって作用し、これはハロゲン
供給源の分解を加速させ、炭形成を促進させる。
【０１０３】
　金属含有難燃剤物質のその他の例には（単独で、又は他の難燃剤物質と組み合わせて使
用できる）、以下のものが含まれるが、これらに限られるわけではない：酸化マグネシウ
ム、塩化マグネシウム、タルク、水和アルミナ、酸化亜鉛、三水和アルミナ、マグネシウ
ムアルミナ、ケイ酸カルシウム、ケイ酸ナトリウム、ゼオライト、炭酸ナトリウム、炭酸
カルシウム、モリブデン酸アンモニウム、酸化鉄、酸化銅、リン酸亜鉛、塩化亜鉛、粘土
、リン酸二水素ナトリウム、スズ、モリブデン、及び亜鉛。
【０１０４】
　ポリテトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）はまた、タレ防止剤とも考えられ、組成物に
対してさらなる難燃性をもたらすことができる。
【０１０５】
　ケイ素系材料もまた含まれ、それは例えば、官能性反応基（ヒドロキシ若しくはメトキ
シ）を有する、又は有さない（飽和炭化水素）直鎖状若しくは分枝鎖状のシリコーンであ
る。
【０１０６】
　適切な難燃剤はまた、米国特許出願公開第61/739842号、及び第61/835893（WO2014/099
397として発行）に記載されたものである。例えば、オキシ塩化ビスマス、オキシフッ化
ビスマス、オキシ臭化ビスマス、オキシヨウ化ビスマス、及びオキシ硝酸ビスマス、及び
１種以上の有機臭素難燃剤から成る群から選択されるビスマス化合物１種以上と、１種以
上の有機臭素化難燃剤との組み合わせである。
【０１０７】
　難燃剤は好ましくは、メラミンポリホスフェート、ペンタエリトリトールジメチルホス
ホネート、アンモニウムポリホスフェート、又はメラミンホスフェートとペンタエリトリ
トールとの縮合物である。
【０１０８】
　難燃剤は合計で、ポリオレフィン基材の質量に対して約０．５～約７０質量％存在し、
好ましくは約１～約５０質量％、より好ましくは約１～約４０質量％、又は約１５～約５
０質量％存在する。難燃剤は例えば、ポリオレフィン基材の質量に対して約３質量％、約
５質量％、約７質量％、約９質量％、約１１質量％、約１３質量％、約１５質量％、約１
７質量％、約１９質量％、約２１質量％、約２３質量％、約２５質量％、約２７質量％、
約２９質量％、約３１質量％、約３３質量％、約３５質量％、約３７質量％、若しくは約
３９質量％の水準、又はこれらの間の水準で存在する。
【０１０９】
　適切な抗菌性化合物は、米国特許出願公開第2008/0306183号に開示されている。
【０１１０】
　抗菌性化合物は例えば、ｏ－ベンジルフェノール、２－ベンジル－４－クロロ－フェノ
ール、２，４，４’－トリクロロ－２’－ヒドロキシジフェニルエーテル、４，４’－ジ
クロロ－２－ヒドロキシジフェニルエーテル、５－クロロ－２－ヒドロキシジフェニル－
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メタン、モノクロロ－ｏ－ベンジル－フェノール、２，２’－メチレンビス－（４－クロ
ロフェノール）、又は２，４，６－トリクロロフェノールである。
【０１１１】
　適切な無機抗菌性化合物は、酸化亜鉛、銅、及び銅化合物、コロイド状銀、硝酸銀、硫
酸銀、塩化銀、銀錯体、金属含有ゼオライト、及び表面変性された金属含有ゼオライトか
ら成る群から選択される。
【０１１２】
　金属含有ゼオライトは例えば、米国特許第4,775,585号、第4,911,898号、第4,911,899
号、第6,071,542号、又は第6,585,989号に記載されている。
【０１１３】
　抗菌性化合物は好ましくは、銀の一形態を含有し、それは例えば銀化合物、銀分散体（
銀分散液）、又は担持された銀（例えばゼオライト又はガラス上に担持された銀）、元素
銀（単体の銀）、マイクロ若しくはナノスケールの元素銀、シリコーンオイル（ポリメチ
ルジシロキサン）に分散された元素銀、塩化銀、硝酸銀、硫酸銀、リン酸銀、ジルコン酸
銀、又は銀アパタイトである。
【０１１４】
　抗菌剤はまた、例えば３，５－ジメチル－テトラヒドロ－１，３，５－２Ｈ－チオジア
ジン－２－チオン、ビス－トリブチルスズ酸化物、４，５－ジクロロ－２－ｎ－オクチル
－４－イソチアゾリン－３－オン、Ｎ－ブチル－ベンゾイソチアゾリン、１０，１０’－
オキシビスフェノキシアルシン、亜鉛－２－ピリジンチオール－１－オキシド、２－メチ
ルチオ－４－シクロプロピルアミノ－６－（α，β－ジメチルプロピルアミノ）－ｓ－ト
リアジン、２－メチルチオ－４－シクロプロピルアミノ－６－ｔｅｒｔ－ブチルアミノ－
ｓ－トリアジン、又は２－メチルチオ－４－エチルアミノ－６－（α，β－ジメチルプロ
ピルアミノ）－ｓ－トリアジン、２，４，４’－トリクロロ－２’－ヒドロキシジフェニ
ルエーテル、３－ヨウ素－２－プロペニル－ブチルカルバメート（ＩＰＢＣ、又はヨード
プロピニルブチルカルバメート）、カルベンダジム、又はチアベンダゾールである。
【０１１５】
　抗菌剤は、ポリオレフィン基材に対して約０．００１～約５．０質量％、好ましくは約
０．０１～約４．０質量％存在し、より好ましくは約０．０２～約２．０質量％存在する
。抗菌剤は例えば、ポリオレフィン基材の質量に対して約０．０５質量％、約０．１０質
量％、約０．２０質量％、約０．３０質量％、約０．４０質量％、約０．５０質量％、約
０．６０質量％、約０．７０質量％、約０．８０質量％、約０．９０質量％、約１．０質
量％、約１．１質量％、約１．２質量％、約１．３質量％、約１．４質量％、約１．５質
量％、約１．６質量％、約１．７質量％、約１．８質量％、若しくは約１．９質量％の水
準、又はこれらの間の水準で存在する。
【０１１６】
　さらなる添加剤も、本発明による組成物中に存在していてよい。さらなる添加剤は、ポ
リオレフィン基材に対して約０．１質量％～約１０質量％、存在していてよい。好ましく
は、ポリオレフィン基材の質量に対して約０．２～約５．０質量％、存在する。
【０１１７】
　さらなる添加剤には、ベンゾフラノン安定剤が含まれ、これは例えば米国特許第4,325,
863号、第4,338,244号、第5,175,312号、第5,216,052号、第5,252,643号、第5,369,159号
、第5,356,966号、第5,367,008号、第5,428,177号、若しくは第5,428,162号、又は米国特
許出願公開第2012/0238677号に開示されたもの、又は３－［４－（２－アセトキシエトキ
シ）フェニル］－５，７－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－ベンゾフラン－２－オン、５，７－ジ
－ｔｅｒｔ－ブチル－３－［４－（２－ステアロイルオキシエトキシ）フェニル］ベンゾ
フラン－２－オン、３，３’－ビス［５，７－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（４－［２－
ヒドロキシエトキシ］フェニル）ベンゾフラン－２－オン］、５，７－ジ－ｔｅｒｔ－ブ
チル－３－（４－エトキシフェニル）ベンゾフラン－２－オン、３－（４－アセトキシ－
３，５－ジメチルフェニル）－５，７－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－ベンゾフラン－２－オン
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、３－（３，５－ジメチル－４－ピバロイルオキシフェニル）－５，７－ジ－ｔｅｒｔ－
ブチル－ベンゾフラン－２－オン、３－（３，４－ジメチルフェニル）－５，７－ジ－ｔ
ｅｒｔ－ブチル－ベンゾフラン－２－オン、３－（２－アセチル－５－イソオクチルフェ
ニル）－５－イソオクチル－ベンゾフラン－２－オン、及び３－（２，３－ジメチルフェ
ニル）－５，７－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－ベンゾフラン－２－オンである。ベンゾフラン
安定剤はまた、米国特許第8,653,284号、第7,601,853号、及び第7,390,912号、並びに米
国特許出願公開第2012/238677号に開示されている。
【０１１８】
　さらなる添加剤には、帯電防止材、耐引掻性助剤、スリップ助剤、ポリマー加工助剤な
どが含まれる。さらなる添加剤には、脂肪酸の金属塩、例えばステアリン酸カルシウム、
ステアリン酸マグネシウム、ステアリン酸亜鉛、又はステアリン酸アルミニウムが含まれ
る。さらなる添加剤には、チオ相乗剤、例えばジラウリルチオジプロピオネート、又はジ
ステアリルチオジプロピオネートが含まれる。
【０１１９】
　適切なのは、アクリル系加工助剤、例えば全てのアクリル加工系助剤、又はほとんどの
アクリル系加工助剤、例えばDow社のPARALOID K 125である。アクリル系加工助剤は例え
ば、米国特許出願公開第2009111915号、及び2012189837号、並びに米国特許第8,124,664
号に教示されている。アクリル系加工助剤は例えば、アクリルモノマーの混合物のコポリ
マー、又はアクリルモノマーのコポリマー、又はアクリルモノマーと１種以上のさらなる
モノマーとの混合物である。これらのコポリマーは一般的に粉末状であり、分子量Ｍwは
、約５００，０００～約９，０００，０００である。
【０１２０】
　アクリルモノマーには、非第三級アルキルアルコールのあらゆるモノマーのアクリル酸
エステル若しくはメタクリル酸エステルであって、１～２０個の炭素原子又は１～８個の
炭素原子を有するアルキル基を有するものが含まれる。適切なアクリレートモノマーには
、以下のものが含まれるが、これらに限定されることはない：メチルアクリレート、エチ
ルアクリレート、ｎ－ブチルアクリレート、ラウリルアクリレート、２－エチルへキシル
アクリレート、シクロヘキシルアクリレート、イソオクチルアクリレート、オクタデシル
アクリレート、ノニルアクリレート、デシルアクリレート、イソボルニルアクリレート、
及びドデシルアクリレート。芳香族アクリレート（例えばベンジルアクリレート）も、有
用である。適切なメタクリレートモノマーには、以下のものが含まれるが、これらに限定
されることはない：メチルメタクリレート、エチルメタクリレート、ｎ－ブチルメタクリ
レート、ラウリルメタクリレート、２－エチルへキシルメタクリレート、シクロヘキシル
メタクリレート、イソオクチルメタクリレート、オクタデシルメタクリレート、ノニルメ
タクリレート、デシルメタクリレート、イソボルニルメタクリレート、及びドデシルメタ
クリレート。アクリルモノマーの含分は、アクリルコポリマー加工助剤のモノマーの合計
の約６０～１００質量％の範囲、又は約７０～約９０質量％の範囲である。
【０１２１】
　これらと共重合可能なさらなるモノマーの例には、以下のものが含まれる：ベンジルア
クリレート、及びフェニルアクリレート；、芳香族ビニル化合物、例えばスチレン、α－
メチススチレン、及びビニルトルエン；シアン化ビニル化合物、例えばアクリロニトリル
、及びメタクリロニトリル；ビニルエステル、例えば酢酸ビニル、及び酸無水物、例えば
無水マレイン酸。その他の共重合可能なモノマーもまた、単独で、又は２種以上の混合物
で使用できる。その他のモノマーの含分は、モノマーの合計の０～約４０質量％の範囲、
又は約１０～約３０質量％の範囲である。
【０１２２】
　さらに、多官能性モノマー、例えばジビニルベンゼン、アリルメタクリレート、１，３
－ブタンジオールジメタクリレート、及びトリアリルシアヌレートが、アクリル系加工助
剤の構成成分として使用できる。これらのモノマーの含分は、モノマーの合計に対して０
．００１～約２．０質量％の範囲、又は約０．２～約１．０質量％の範囲である。
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【０１２３】
　アクリル系加工助剤のＴｇは例えば、約－５０℃～約１３０℃であり、例えば約４０℃
～約１３０℃である。加工助剤のＭwは例えば、約５００，０００～約９，０００，００
０、約１，０００，０００～約８，０００，０００、又は約２，０００，０００～約７，
０００，０００である。
【０１２４】
　アクリル系加工助剤は例えば、ポリオレフィンの質量に対して約０．５～約１５％の水
準、約１％～約１２％の水準、又は約１％～約１０％の水準で使用する。アクリル系加工
助剤は、ポリオレフィンの質量に対して約２％、約３％、約４％、約５％、約６％、約７
％、約８％、又は約９％の水準で使用する。
【０１２５】
　本発明のさらなる対象は、アクリル系加工助剤が組み込まれたポリオレフィン基材を含
有する、ポリオレフィン組成物である。
【０１２６】
　さらなる助剤にはまた、相溶化剤、又は分散剤が含まれ、それは例えば無水マレイン酸
でグラフトしたポリエチレン（ＰＥ）又はポリプロピレン（ＰＰ）、エチレン酢酸ビニル
、エチレンアクリル酸などである。
【０１２７】
　上述のポリオレフィン組成物のポリマー成分は、実質的にポリオレフィン基材から成る
。一般的にその他のポリマーは存在しないが、相溶化剤などのポリマー添加剤が一定量存
在する可能性は排除されない。これはつまり、ポリオレフィン基材が、ポリオレフィン組
成物のポリマー成分の９０質量％以上、９２質量％以上、９４質量％以上、９６質量％以
上、又は９８質量％以上であるということである。
【０１２８】
　上述の組成物は、以下の標準的な工業試験を通過するか、又はそれを上回る。
【０１２９】
　上述の組成物は、以下のような特性を示す：
・ASTM D4226に従ってｉｎ－ｌｂで測定した衝撃強さが、３５超であり、
・ASTM D696に従ってｉｎ／ｉｎ／ｆｔで測定した線熱膨張係数が、４．５×１０-5未満
であり、及び任意で
・ASTM D6864に従って、完成したサイディング部における色の均一性が許容可能であり、
かつ／又は
・ASTM D2244に従って、目的とする用途のための色差ΔＥが、許容可能な低さであり、か
つ／又は
・Plastic Materials for Parts in Devices and Appliances, 5th Ed.（１９９６年１０
月２９日）のＵＬ－９４でＶ－１又はＶ－０の評価を示すか、かつ／又はASTM E-84に従
って測定した火炎伝播指数が、２００未満である。
【０１３０】
　上述の組成物は例えば、ASTM D4226に従った衝撃強さが、６０超（ｉｎ－ｌｂ）、例え
ば５５超（ｉｎ－ｌｂ）、５０超（ｉｎ－ｌｂ）、４５（ｉｎ－ｌｂ）、又は４０超（ｉ
ｎ－ｌｂ）である。
【０１３１】
　目的とする用途は例えば、家屋のサイディングパネル、下端、異形材、又は屋根剤とし
ての、屋外使用である。この組成物は特に、家屋のサイディングパネル（サイディング）
として有用である。許容可能な低い色差ΔＥとは例えば、８．０以下、７．５以下、７．
０以下、６．５以下、６．０以下、５．５以下、５．０以下、４．５以下、４．０以下、
３．５以下、３．０以下、２．５以下、２．０以下、１．５以下、又は１．０以下である
。
【０１３２】
　上述の組成物ａ）～ｇ）、及び任意でさらなる添加剤の、ポリオレフィン基材へ組み込
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みは公知の方法で、例えば成形の前若しくは後、又は溶解した、若しくは分散させた添加
混合物をポリオレフィンに適用することによって、引き続き溶媒を蒸発させて、又は蒸発
させずに、行う。上述の成分ａ）～ｇ）、及び任意のさらなる添加剤はまた、ポリオレフ
ィンにマスターバッチの形で添加することができ、これは添加剤をマスターバッチの全質
量に対して、例えば約２．５～約４０質量％の量で含有するものである。マスターバッチ
の形態で、マスターバッチのポリマーは、ポリオレフィン基材と同じである必要は無い。
【０１３３】
　成形は、公知の混合用機械によって、例えば混合機、混練機、又は押出機によって行う
。
【０１３４】
　前述の成分ａ）～ｇ）、及び任意でさらなる添加剤は、事前に混合するか、又は個々に
添加することができる。
【０１３５】
　前述の成分ａ）～ｇ）、及び任意でさらなる添加剤はまた、重合の前、又は重合の間、
又は架橋前にも添加することができる。
【０１３６】
　前述の成分ａ）～ｇ）、及び任意でさらなる添加物は、難燃剤を純粋な形、又はワック
ス、オイル、若しくはポリマーに封入された形にして、ポリマーに組み込むことができる
。
【０１３７】
　前述の成分ａ）～ｇ）、及び任意でさらなる添加剤はまた、ポリオレフィン基材へと吹
き付けることができる。これらは他の添加剤、又はその溶融物を希釈することができ、こ
れらは添加剤とともに、ポリオレフィンに吹き付けることができる。重合触媒を不活性化
する間に吹き付けて添加することは、特に有利であり、これは例えば、不活性化のために
使用する水蒸気を用いて行うことができる。
【０１３８】
　前述の成分ａ）～ｇ）は特に、押出機で溶融ブレンドすることによって、熱可塑性ポリ
オレフィン基基材へと組み込まれている。これはつまり、前述の組成物が、溶融状態で押
し出され、最終的な製品が、溶融押出によって製造されるということである。
【０１３９】
　成分ａ）～ｇ）の前述の添加剤は、一緒に、又は別個に添加することができる。
【０１４０】
　前述の方法は一般的に、原料の質量測定、続いて原材料のドライブレンドを包含する。
この混合物をスクリュー式押出機に一定の供給速度で供給し、材料を所望の形態へと押出
成形する。この製品は、基材上で所望の質感をもたらすためにエンボス加工することがで
き、続いて水冷、乾燥、及びトリミングすることによって、最終的な製品を作製できる。
【０１４１】
　サイディングパネルの射出成形と比べて、異形材押出成形によるポリオレフィンサイデ
ィングにとっての利点は、以下の点がある：
　押出成形は連続的な方法であり、ダイを出るポリマーは、関連するあらゆる長さの直線
状成形シートを形成し、それから最終的な設置にとって適切な長さに切断される。射出成
形は長い「サイクル時間」を有し、単位時間あたり成形製品へと変換されるポリマーの体
積を考慮すると、経済的には好ましくないバッチ法である。
【０１４２】
　異形材押出で使用される対向回転式二軸スクリュー機械の場合、均一なヘッド圧が生じ
、これにより作製すべき一貫した厚さと体積の製品が可能になる。
【０１４３】
　このスクリュー機械は一般的に可撓性と、ブレンドを溶融し、かつ様々な添加剤、着色
剤、充填材などを混合するための経済的な利点をもたらし、完成した異形材のサイディン
グ製品が直接製造される。射出成形法は対照的に、優秀なブレンド機械とは異なり、結果
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的にさらなる時間及びコスト的な予備コンパウンド化工程が、添加剤及び充填材をベース
ポリマー樹脂へと混合するためには必要となり、それからこの樹脂を、射出成形機へと供
給する。さらなる予備コンパウンド化成分を、射出成形機に添加してもよい一方で、これ
によりここでも、別個の予備コンパウンド化工程、及び様々な予備コンパウンド化された
成分のための射出成形機において多数の材料供給機を用いることが必要となる。
【０１４４】
　本発明による組成物は、家屋用サイディング、外装材、下端、又は屋根材として、特に
有用である。
【０１４５】
　上述のサイディングパネルは、米国特許第5,284,693号、及び第5,662,977号で教示され
たようにエンボス加工されていてよい。或いは、米国特許第6,823,794号に記載された方
法を用いてもよく、ここでは硬化性インクを押出成形されたシートに適用して、視覚的な
効果を得る。また、米国特許出願公開第2007/092701号に記載された方法も使用できる。
【０１４６】
　従って、上記ポリオレフィン組成物を含有する製造製品も開示される。この製造製品は
特に、家屋のサイディング、外装材、下端、又は屋根材である。
【０１４７】
　上述の調製物は押出成形して、モノリスの単層製品にすることができる。
【０１４８】
　或いは、上記製品は、例えば共押出、熱成形、又は積層により形成される多層製品であ
り得る。上記多層製品は、上記ポリオレフィン組成物から成る層を少なくとも１つ有する
。好ましくは、上記多層製品は、上記ポリオレフィン組成物を、キャップストック（caps
tock）層及び／又はベース層として含有する。
【０１４９】
　多層製品は、ベース層と、ベース層を覆うキャップストック層を有することができる。
多層製品は、ベース層と、ベース層を覆う裏面層を有することができる。多層製品は、ベ
ース層、キャップストック層、及び裏面層を有することができる。
【０１５０】
　ベース層は、ポリオレフィン組成物から成る。さらなる「結合層（tie layer）」は、
複相製品において異なるポリマー層の間に接着性をもたらすために存在していてよい。キ
ャップストック層は家屋の外側に面し、環境にさらされる。裏面層は、家屋の内側に面す
る。
【０１５１】
　結合層は特に、粘度又は分子量が異なるポリマー、又は類似のポリマーを接着させるた
めに特に有用であり、このようなポリマーは、キャップストック層とベース層にそれぞれ
存在する。結合層材料の例には、ポリオレフィン、例えばポリプロピレン、又はポリエチ
レンのホモポリマー、コポリマーなど、及びブロック若しくはグラフトのポリオレフィン
コポリマー又はターポリマーが含まれる。オレフィンブロックポリマーの例は、先に記載
した相溶化剤として有用である。
【０１５２】
　キャップストック層は、ベースポリマーと同じポリマーから構成されていてよく、又は
別の材料、例えばアクリル系、スチレン系、例えばアクリロニトリル／スチレン／アクリ
レート（ＡＳＡ）、又はＰＶＣから構成されていてよい。キャップストック層、又はキャ
ップ層は、環境への被曝（すなわち、日光、雨、及び熱的なサイクル）に対する耐久性を
もたらすことができる。このような耐久性は、光沢、表面の外観、及び色安定性の保持が
不充分であることより実証することができる。
【０１５３】
　裏面相は絶縁層として、構造的な剛性、三次元的な安定性、及び／又は衝撃強さを強化
するために有用である。このような裏面材料は、発泡した有機ポリマー、例えばポリウレ
タンであってよく、又はベース層に似た、若しくはこれと異なるポリオレフィンであり得
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る。裏面層は、共押出、積層、若しくは接着、又は機械的な接合により、ベース層に適用
することができる。サイディング用の発泡した裏面層の例は、米国特許第6,590,004号、
及び第8,061,097号に教示されている。
【０１５４】
　多層製品の例は、米国特許出願公開第2010/330272号、第2007/092701号、第2008/18207
4号、及び2006/0013994、並びに米国特許第8,006,455に記載されている。
【０１５５】
　本発明によるモノリス状サイディングは例えば、長さが約１２フィート～約２５フィー
トであり、幅が約６インチ～約１０インチであり、厚さが約０．０３５インチ～約０．０
５５インチである。
【０１５６】
　上記モノリス製品の厚さ、又は多層製品のベース層の厚さは、約０．０３０、約０．０
３２、約０．０３４、約０．０３６、約０．０３８、約０．０４０、約０．０４２、約０
．０４４、約０．０４６、約０．０４８、約０．０５０、約０．０５２、約０．０５４、
約０．０５６、約０．０５８、約０．０６０、約０．０６２、約０．０６４、約０．０６
６、約０．０６８、又は約０．０７０インチ、及びこれらの間の水準である。
【０１５７】
　標準的な薄いサイディング製品は重量が軽く、設置する労力が少ない。本発明によるサ
イディングが裏側材料を有する場合、前面のサイディング材料をより薄い十字部へとグレ
ードダウンすることが考えられるが、それでも、特に大きな正方形面積を有し、より重い
ポリオレフィンの射出成形サイディングと比べて、容易な設置を可能にする適度な剛性を
有する。
【０１５８】
　１インチは、１０００ミルである。
【０１５９】
　本発明のモノリス状サイディング、例えばポリオレフィン基材として、ポリプロピレン
ホモポリマー又はコポリマー（任意でポリエチレンのホモポリマー又はコポリマーとブレ
ンドされていてよい）を含有するポリオレフィンモノリス状サイディングは、ブレンドが
さらに相溶化剤を含有することができる場合、質量が約０．１９ｌｂｓ／ｆｔ2である。
これは、充填されていないポリマーについてのものである。充填されたポリマーについて
は、サイディングは質量が約０．２０ｌｂｓ／ｆｔ2～約０．３０ｌｂｓ／ｆｔ2である。
上述のモノリス状サイディング製品は、質量が約０．１８ｌｂｓ／ｆｔ2、約０．１９ｌ
ｂｓ／ｆｔ2、約０．２０ｌｂｓ／ｆｔ2、約０．２１ｌｂｓ／ｆｔ2、約０．２２ｌｂｓ
／ｆｔ2、約０．２３ｌｂｓ／ｆｔ2、約０．２４ｌｂｓ／ｆｔ2、約０．２５ｌｂｓ／ｆ
ｔ2、約０．２６ｌｂｓ／ｆｔ2、約０．２７ｌｂｓ／ｆｔ2、約０．２８ｌｂｓ／ｆｔ2、
約０．２９ｌｂｓ／ｆｔ2、約０．３０ｌｂｓ／ｆｔ2、約０．３１ｌｂｓ／ｆｔ2、約０
．３２ｌｂｓ／ｆｔ2、約０．３３ｌｂｓ／ｆｔ2、約０．３４ｌｂｓ／ｆｔ2、約又は０
．３５ｌｂｓ／ｆｔ2、及びこの間の水準である。
【０１６０】
　この説明はまた、多層製品のベース層についても当てはまる。
【０１６１】
　従って、本発明の対象はまた、充填されていない、又は充填されたポリオレフィンサイ
ディング製品であり、この製品はポリオレフィン基材を含有し、質量が約０．１８ｌｂｓ
／ｆｔ2～約０．３５ｌｂｓ／ｆｔ2であり、ここでこの製品は、
　ＡＳＴＭ　Ｄ４２２６に従ってｉｎ－ｌｂで測定した衝撃強さが、３５超であり、
　ＡＳＴＭ　Ｄ６９６に従ってｉｎ／ｉｎ／ｆｔで測定した線熱膨張係数が、４．５×１
０-5未満であり、及び任意で
　ＡＳＴＭ　Ｄ６８６４に従って、完成したサイディング部における色の均一性が許容可
能であり、かつ／又は
　ＡＳＴＭ　Ｄ２２４４に従って、目的とする用途のための色差ΔＥが、許容可能な低さ
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であり、かつ／又は
　ＵＬ－９４でＶ－１又はＶ－０の評価を示すか、かつ／又はＡＳＴＭ　Ｅ－８４に従っ
て測定した火炎伝播指数が、２００未満である。
【０１６２】
　共押出は、多層の構造を同時に作製する方法である。このタイプの共押出は、溶融する
ために２つ以上の押出機を使用し、しばしば異なる粘度のプラスチックを１つの押出ダイ
へと送り、これが材料を所望の形態へと押出成形する。共押出技術は、ブローフィルム、
オーバージャケッティング、チュービング、及びシート（異形材を含む）を含む多くの加
工で使用される。建築市場については、共押出はビニールフェンス、窓用異形材、又はビ
ル用サイディングのような製品を製造するために選択され、このような製品には、屋外で
天候にさらされ、日光を浴びて何年にもわたり使用期間に耐えることが期待されている。
これらの製品はしばしば、ポリマー化合物の薄い外側の「キャップストック」層から構成
されており、このポリマー化合物は、耐候性添加剤を含有し、かつ同一又は異なるポリマ
ー化合物の上に押出成形されたものであり、これによってより構造的な剛性と、衝撃強さ
が得られる（ベース層）。ベース層は、耐候性添加剤、着色剤、充填材、難燃剤などを同
一又は異なる水準で含有することができる。ベース層はさらに、あらゆるさらなる構造的
強化材料、新品のプラスチックから独立発泡プラスチックまでの高密度若しくは低密度材
料の絶縁遮断材料によって、その裏面に接着していてよい。或いは、ベース層自体は、発
泡ポリマー構造であってよく、構造的剛性、強度、及び遮断特性の実質的な量が得られる
。本発明による組成物には、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリウレタン、塩化ビニル
ポリマー、及びコポリマーを含む発泡ポリオレフィンから構成されるベース層強化成分が
含まれる。
【０１６３】
　サイディング製品に適した共押出された組成物には、以下のものが含まれるが、これら
に限られるわけではない：ポリオレフィンキャップストック材料、例えばポリプロピレン
のホモポリマー若しくはコポリマー、又はポリエチレンのホモポリマー、若しくはポリエ
チレンと、同一又は異なるポリプロピレン若しくはポリエチレンベース層とのコポリマー
、このようなベース層は任意で、発泡組成物であってよいか、又は任意で、別個の発泡ポ
リプロピレン若しくはポリエチレン裏面層を有することができ、この裏面層は、一体型共
押出作業、又は事後的な積層工程により作製される。
【０１６４】
　キャップストック材料は、ベース層と異なっていてよく、例えばアクリルポリマー（メ
タクリルエステルの重合型、ホモポリマー又はコポリマーとして）であり、これはACRYLI
GARD、SOLARKOTE、LURAN、及びGELOYとして手に入り、「ＡＳＡ」、すなわちポリ（アク
リロニトリル・スチレン・アクリレート）を含むターポリマー、塩化ビニルポリマー若し
くはコポリマー、又はこれらのブレンドである。
【０１６５】
　キャップストック層は任意で、紫外線吸収剤、ヒンダードアミン系安定剤、着色剤、難
燃剤、抗菌性添加剤、成核剤のいずれか、又はこれら全てを含有することができる。
【０１６６】
　その他のベース層材料は前述のように、アクリルポリマー、及び塩化ビニルポリマー、
及びコポリマーである。このようなベース層は任意で、発泡組成物を有することができ、
又は任意で、別個の発泡ポリプロピレン若しくはポリエチレン裏側層を有することができ
、この層は、一体型共押出作業、又は事後的な積層工程によって作製される。
【０１６７】
　ここで言及した米国特許、米国特許出願公開公報、及び米国特許出願はいずれも、参照
により本願に組み込まれるものとする。
【０１６８】
　ある成分について「１つの（a）」という用語は、「１種以上（one or more）」と同義
である。
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【０１６９】
　「約」という用語は、起こり得る、様々なバリエーションについて言うものであり、こ
れは例えば、通常の測定や取り扱い手順、これらの手順における不注意によるミス、製造
、供給源、又は使用する成分の純度における差違、使用する方法の差違などによって起こ
る。「約」という用語はまた、特定の初期混合物から生じる組成物に対して、異なる平衡
条件に起因して異なる量も包含する。
【０１７０】
　「約」という用語によって修飾されていてもいなくても、態様、及び請求項には、言及
した量の当量が含まれる。
【０１７１】
　ここで全ての数値の値は、明示的な記載の有無に拘わらず、「約」によって修飾されて
いるものとする。「約」は一般的に、当業者であれば、言及された値と等しいであろうと
考える（すなわち、同じ機能及び／又は結果を有する）数字の範囲を言う。多くの場合、
「約」には、最も近い重要な数字に丸めた数が含まれ得る。
【０１７２】
　「約」という用語で修飾された値にはもちろん、特定された値が含まれる。例えば「約
５．０」には、５．０が含まれなければならない。
【０１７３】
　上述の組成物及び製品により、一般的なサイディング材料（例えばＰＶＣ、木材、HARD
IE BOARD、アルミニウムなど）を超える意想外の利点が得られる。コスト的に有利で、屋
外での使用に耐えられる包括的なポリオレフィン組成物が開示される。このような組成物
及び製品は、以下のような特性を示す：
・着色成形・・・塗装が不要
・色の範囲が広く、また明るい
・天然木材のサイディングに似せることが可能
・木材のサイディングに比べて維持管理費用が低く、寿命が長い
・環境に優しい・・・塩素不含
・より持続可能・・・１００％リサイクル可能
・サビが出ない、又は腐食しない
・ポリ塩化ビニル（ＰＶＣ）に比べて、熱、光、及び酸素にさらされた場合に反りが少な
い。
【０１７４】
　以下に、本開示の態様を幾つか示す。
【０１７５】
　態様１：
　以下のａ）、ｂ）、及びｃ）から成る群から選択される１種以上の添加剤：
　ａ）１種以上の紫外線吸収剤、
　ｂ）１種以上のヒンダードアミン系光安定剤、及び
　ｃ）１種以上の酸化防止剤
が組み込まれたポリオレフィン基材を含有する、ポリオレフィン組成物であって、
ここでこの組成物は、以下の特性を示す：
　ＡＳＴＭ　Ｄ４２２６に従ってｉｎ－ｌｂで測定した衝撃強さが、３５超であり、
　ＡＳＴＭ　Ｄ６９６に従ってｉｎ／ｉｎ／ｆｔで測定した線熱膨張係数が、４．５×１
０-5未満であり、及び任意で
　ＡＳＴＭ　Ｄ６８６４に従って、完成したサイディング部における色の均一性が許容可
能であり、かつ／又は
　ＡＳＴＭ　Ｄ２２４４に従って、目的とする用途のための色差ΔＥが、許容可能な低さ
であり、かつ／又は
　ＵＬ－９４でＶ－１又はＶ－０の評価を示すか、かつ／又はＡＳＴＭ　Ｅ－８４に従っ
て測定した火炎伝播指数が、２００未満である。
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【０１７６】
　態様２：
　以下のａ）、ｂ）、及びｃ）から成る群から選択される１種以上の添加剤：
　ａ）１種以上の紫外線吸収剤、
　ｂ）１種以上のヒンダードアミン系光安定剤、及び
　ｃ）１種以上の酸化防止剤
が組み込まれたポリオレフィン基材を含有する、態様１に記載のポリオレフィン組成物。
【０１７７】
　態様３：
　以下のａ）、ｂ）、ｃ）、ｄ）、及びｅ）から成る群から選択される１種以上の添加剤
：
　ａ）１種以上の紫外線吸収剤、
　ｂ）１種以上のヒンダードアミン系光安定剤、
　ｃ）１種以上の酸化防止剤
　ｄ）１種以上の着色剤、及び
　ｅ）１種以上の充填材
が組み込まれたポリオレフィン基材を含有する、態様１に記載のポリオレフィン組成物。
【０１７８】
　態様４：
　以下のａ）、ｂ）、ｃ）、ｄ）、ｅ）、及びｆ）から成る群から選択される１種以上の
添加剤：
　ａ）１種以上の紫外線吸収剤、
　ｂ）１種以上のヒンダードアミン系光安定剤、
　ｃ）１種以上の酸化防止剤
　ｄ）１種以上の着色剤、
　ｅ）１種以上の充填材、及び
　ｆ）１種以上の難燃剤
が組み込まれたポリオレフィン基材を含有する、態様１に記載のポリオレフィン組成物。
【０１７９】
　態様５：
　以下のａ）、ｂ）、ｃ）、ｄ）、ｅ）、ｆ）、及びｇ）から成る群から選択される１種
以上の添加剤：
　ａ）１種以上の紫外線吸収剤、
　ｂ）１種以上のヒンダードアミン系光安定剤、
　ｃ）１種以上の酸化防止剤
　ｄ）１種以上の着色剤、
　ｅ）１種以上の充填材、
　ｆ）１種以上の難燃剤、及び
　ｇ）１種以上の抗菌性化合物
が組み込まれたポリオレフィン基材を含有する、態様１に記載のポリオレフィン組成物。
【０１８０】
　態様６：
　前記態様のいずれかに記載のポリオレフィン組成物、ここでポリオレフィン基材は、ポ
リエチレン、ポリプロピレン、エチレン／プロピレンコポリマー、ポリプロピレンとポリ
エチレンとの混合物、又は異なる種類のポリエチレンの混合物である。
【０１８１】
　態様７：
　前記態様１～５のいずれかに記載のポリオレフィン組成物、ここでポリオレフィン基材
は、ポリプロピレンホモポリマー若しくはコポリマーであり、これらのポリマーは任意で
ポリエチレンホモポリマー若しくはコポリマーとブレンドされていてよく、ここでこのブ
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レンドはさらに、相溶化剤を含有することができる。
【０１８２】
　態様８
　前記態様のいずれかに記載のポリオレフィン組成物であって、
　ここで紫外線吸収剤は、ヒドロキシフェニルベンゾトリアゾール、トリス－アリール－
ｓ－トリアジン、ヒドロキシベンゾエート、２－ヒドロキシベンゾフェノン、及びシアノ
アクリレートから成る群から選択され、
　酸化防止剤は、有機リン系安定剤／ヒンダードフェノール系酸化防止剤の組み合わせ、
ジアルキルヒドロキシルアミン安定剤、有機リン系安定剤／ジアルキルヒドロキシルアミ
ン安定剤の組み合わせ、アミンオキシド系安定剤、及び有機リン系安定剤／アミンオキシ
ド系安定剤の組み合わせから成る群から選択され、
　着色剤は、有機及び無機の顔料からなる群から選択され、
　充填材は、天然繊維、及び無機充填材から成る群から選択され、
　難燃剤は、塩素化難燃剤、臭素化難燃剤、リン系難燃剤、金属水酸化物化合物、メラミ
ン系化合物、アンチモン化合物、ホウ酸塩化合物、及びその他の金属含有難燃剤から成る
群から選択される。
【０１８３】
　態様９：
　前記態様のいずれかに記載のポリオレフィン組成物であって、
　紫外線吸収剤は、５－クロロ－２－（３－ｔ－ブチル－２－ヒドロキシ－５－メチルフ
ェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－（３，５－ビス－α－クミル－２－ヒドロキ
シフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、４，６－ジフェニル－２－（４－ヘキシルオ
キシ－２－ヒドロキシフェニル）－ｓ－トリアジン、４，６－ビス－（２，４－ジメチル
フェニル）－２－（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル）－ｓ－トリアジン、
ヘキサデシル３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンゾエート、２，４－ジ
－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンゾエー
ト、及び４－オクチルオキシ－２－ヒドロキシベンゾフェノンから成る群から選択され、
かつ
　ヒンダードアミン系光安定剤が、以下のものから成る群から選択される：
（１）１－シクロヘキシルオキシ－２，２，６，６－テトラメチル－４－オクタデシルア
ミノピペリジン、
（２）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケート、
（３）ビス（１－アセトキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セ
バケート、
（４）ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジン－４－イル）セバケート、
（５）ビス（１－シクロヘキシルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４
－イル）セバケート、
（６）ビス（１－オクチルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル
）セバケート、
（７）ビス（１－アシル－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケ
ート、
（８）ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）ｎ－ブチル－３，５
－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジルマロネート、
（９）２，４－ビス［（１－シクロヘキシルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペ
リジン－４－イル）ブチルアミノ］－６－（２－ヒドロキシエチルアミノ－ｓ－トリアジ
ン、
（１０）ビス（１－シクロヘキシルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－
４－イル）アジペート、
（１１）２，４－ビス［（１－シクロヘキシルオキシ－２，２，６，６－ピペリジン－４
－イル）ブチルアミノ］－６－クロロ－ｓ－トリアジン、
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（１２）１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－４－ヒドロキシ－２，２，６
，６－テトラメチルピペリジン、
（１３）１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－４－オキソ－２，２，６，６
－テトラメチルピペリジン、
（１４）１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－４－オクタデカノイルオキシ
－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン、
（１５）ビス（１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２，２，６，６－テト
ラメチルピペリジン－４－イル）セバケート、
（１６）ビス（１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２，２，６，６－テト
ラメチルピペリジン－４－イル）アジペート、
（１７）２，４－ビス｛Ｎ－［１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２，２
，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル］－Ｎ－ブチルアミノ｝－６－（２－ヒド
ロキシエチルアミノ）－ｓ－トリアジン、
（１８）４－ベンゾイル－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン、
（１９）ジ－（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジン－４－イル）ｐ－メトキシ
ベンジリデンマロネート、
（２０）２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イルオクタデカノエート、
（２１）ビス（１－オクチルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジル）スクシ
ネート、
（２２）１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－アミノピペリジン、
（２３）２－ウンデシル－７，７，９，９－テトラメチル－１－オキサ－３，８－ジアザ
－４－オキソ－スピロ［４，５］デカン、
（２４）トリス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ニトリロトリアセテ
ート、
（２５）トリス（２－ヒドロキシ－３－（アミノ－（２，２，６，６－テトラメチルピペ
リジン－４－イル）プロピル）ニトリロトリアセテート、
（２６）テトラキス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）－１，２，３，
４－ブタン－テトラカルボキシレート、
（２７）テトラキス（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）－１，２，
３，４－ブタン－テトラカルボキシレート、
（２８）１，１’－（１，２－エタンジイル）－ビス（３，３，５，５－テトラメチルピ
ペラジノン）、
（２９）３－ｎ－オクチル－７，７，９，９－テトラメチル－１，３，８－トリアザスピ
ロ［４．５］デカン－２，４－ジオン、
（３０）８－アセチル－３－ドデシル－７，７，９，９－テトラメチル－１，３，８－ト
リアザスピロ［４．５］デカン－２，４－ジオン、
（３１）３－ドデシル－１－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ピロリ
ジン－２，５－ジオン、
（３２）３－ドデシル－１－（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）ピ
ロリジン－２，５－ジオン、
（３３）Ｎ，Ｎ’－ビス－ホルミル－Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－
４－ピペリジル）ヘキサメチレンジアミン、
（３３ａ）ビス（１－ウンデカニルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－
４－イル）カーボネート、
（３４）２，４－ビス［（１－シクロヘキシルオキシ－２，２，６，６－ピペリジン－４
－イル）ブチルアミノ］－６－クロロ－ｓ－トリアジンと、Ｎ，Ｎ’－ビス（３－アミノ
プロピル）エチレンジアミン）との反応生成物、
（３５）１－（２－ヒドロキシエチル）－２，２，６，６－テトラメチル－４－ヒドロキ
シピペリジンと、コハク酸との縮合物、
（３６）Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）－ヘキサメ
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チレンジアミンと、４－ｔｅｒｔ－オクチルアミノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－ト
リアジンとの縮合物、
（３７）Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）－ヘキサメ
チレンジアミンと、４－シクロヘキシルアミノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－トリア
ジンとの縮合物、
（３８）Ｎ，Ｎ’－ビス－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ヘキサメ
チレンジアミンと、４－モルホリノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－トリアジンとの縮
合物、
（３９）Ｎ，Ｎ’－ビス－（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）ヘキ
サメチレンジアミンと、４－モルホリノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－トリアジンと
の縮合物、
（４０）２－クロロ－４，６－ビス（４－ｎ－ブチルアミノ－２，２，６，６－テトラメ
チルピペリジル）－１，３，５－トリアジンと、１，２－ビス（３－アミノプロピルアミ
ノ）エタンとの縮合物、
（４１）２－クロロ－４，６－ジ－（４－ｎ－ブチルアミノ－１，２，２，６，６－ペン
タメチルピペリジル）－１，３，５－トリアジンと、１，２－ビス－（３－アミノプロピ
ルアミノ）エタンとの縮合物、
（４２）７，７，９，９－テトラメチル－２－シクロウンデシル－１－オキサ－３，８－
ジアザ－４－オキソスピロ［４，５］デカンと、エピクロロヒドリンとの反応生成物、
（４３）ポリ［メチル（３－オキシ－（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－
イル）プロピル）］シロキサン、ＣＡＳＮｏ．１８２６３５－９９－０、
（４４）無水マレイン酸－Ｃ18～Ｃ22－α－オレフィンコポリマーと、２，２，６，６－
テトラメチル－４－アミノピペリジンとの反応生成物、
（４５）４，４’－ヘキサメチレンビス（アミノ－２，２，６，６－テトラメチルピペリ
ジン）と、２，４－ジクロロ－６－［（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－
イル）ブチルアミノ］－ｓ－トリアジンとの、２－クロロ－４，６－ビス（ジブチルアミ
ノ）－ｓ－トリアジンで末端がキャップされたオリゴマー縮合物、
（４６）４，４’－ヘキサメチレンビス（アミノ－１，２，２，６，６－ペンタメチルピ
ペリジン）と、２，４－ジクロロ－６－［（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジ
ン－４－イル）ブチルアミノ］－ｓ－トリアジンとの、２－クロロ－４，６－ビス（ジブ
チルアミノ）－ｓ－トリアジンで末端がキャップされたオリゴマー縮合物、
（４７）４，４’－ヘキサメチレンビス（アミノ－１－プロポキシ－２，２，６，６－テ
トラメチルピペリジン）と、２，４－ジクロロ－６－［（１－プロポキシ－２，２，６，
６－テトラメチルピペリジン－４－イル）ブチルアミノ］－ｓ－トリアジンとの、２－ク
ロロ－４，６－ビス（ジブチルアミノ）－ｓ－トリアジンで末端がキャップされたオリゴ
マー縮合物、
（４８）４，４’－ヘキサメチレンビス（アミノ－１－アシルオキシ－２，２，６，６－
テトラメチルピペリジンと、２，４－ジクロロ－６－［（１－アシルオキシ－２，２，６
，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）ブチルアミノ］－ｓ－トリアジンとの、２－
クロロ－４，６－ビス（ジブチルアミノ）－ｓ－トリアジンで末端がキャップされたオリ
ゴマー縮合物、
（４９）（ａ）と（ｂ）との反応により得られた生成物であって、ここで（ａ）は、１，
２－ビス（３－アミノプロピルアミノ）エタンを、シアヌル酸クロリドと反応させること
によって得られた生成物であり、（ｂ）は、（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン
－４－イル）ブチルアミンである。
【０１８４】
　態様１０：
　ヒンダードアミン系光安定剤が、以下のものから成る群から選択される、前記態様のい
ずれかに記載のポリオレフィン組成物：
（２）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケート、
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（２０）２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イルオクタデカノエート、
（１４）１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－４－オクタデカノイルオキシ
－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン、
（３３）Ｎ，Ｎ’－ビス－ホルミル－Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－
４－ピペリジル）ヘキサメチレンジアミン、
（３６）Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）－ヘキサメ
チレンジアミンと、４－ｔｅｒｔ－オクチルアミノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－ト
リアジンとの縮合物、
（３８）Ｎ，Ｎ’－ビス－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ヘキサメ
チレンジアミンと、４－モルホリノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－トリアジンとの縮
合物、
（３９）Ｎ，Ｎ’－ビス－（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）ヘキ
サメチレンジアミンと、４－モルホリノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－トリアジンと
の縮合物、
（４４）無水マレイン酸－Ｃ18～Ｃ22－α－オレフィンコポリマーと、２，２，６，６－
テトラメチル－４－アミノピペリジンとの反応生成物、
（４５）４，４’－ヘキサメチレンビス（アミノ－２，２，６，６－テトラメチルピペリ
ジン）と、２，４－ジクロロ－６－［（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－
イル）ブチルアミノ］－ｓ－トリアジンとの、２－クロロ－４，６－ビス（ジブチルアミ
ノ）－ｓ－トリアジンで末端がキャップされたオリゴマー縮合物、
（４７）４，４’－ヘキサメチレンビス（アミノ－１－プロポキシ－２，２，６，６－テ
トラメチルピペリジン）と、２，４－ジクロロ－６－［（１－プロポキシ－２，２，６，
６－テトラメチルピペリジン－４－イル）ブチルアミノ］－ｓ－トリアジンとの、２－ク
ロロ－４，６－ビス（ジブチルアミノ）－ｓ－トリアジンで末端がキャップされたオリゴ
マー縮合物、及び
これらの２種又は３種の組み合わせ。
【０１８５】
　態様１１：
　ヒンダードアミン系光安定剤が、以下のものから成る群から選択される２種又は３種の
組み合わせである、前記態様のいずれかに記載のポリオレフィン組成物：
　　（２）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケートと、
（３６）Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）－ヘキサメ
チレンジアミンと、４－ｔｅｒｔ－オクチルアミノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－ト
リアジンとの縮合物、
　　（２）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケートと、
（３８）Ｎ，Ｎ’－ビス－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ヘキサメ
チレンジアミンと、４－モルホリノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－トリアジンとの縮
合物、
　　（２）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケートと、
（３９）Ｎ，Ｎ’－ビス－（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）ヘキ
サメチレンジアミンと、４－モルホリノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－トリアジンと
の縮合物、
　　（２）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケートと、
（４５）４，４’－ヘキサメチレンビス（アミノ－２，２，６，６－テトラメチルピペリ
ジン）と、２，４－ジクロロ－６－［（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－
イル）ブチルアミノ］－ｓ－トリアジンとの、２－クロロ－４，６－ビス（ジブチルアミ
ノ）－ｓ－トリアジンで末端がキャップされたオリゴマー縮合物、
　　（２０）２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イルオクタデカノエートと
、（４５）４，４’－ヘキサメチレンビス（アミノ－２，２，６，６－テトラメチルピペ
リジン）と、２，４－ジクロロ－６－［（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４
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－イル）ブチルアミノ］－ｓ－トリアジンとの、２－クロロ－４，６－ビス（ジブチルア
ミノ）－ｓ－トリアジンで末端がキャップされたオリゴマー縮合物、
　　（２）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケートと、
（２０）２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イルオクタデカノエート、
　　
　　（２）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケートと、
（１４）１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－４－オクタデカノイルオキシ
－２，２，６，６－テトラメチルピペリジンと、
（４５）４，４’－ヘキサメチレンビス（アミノ－２，２，６，６－テトラメチルピペリ
ジン）と、２，４－ジクロロ－６－［（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－
イル）ブチルアミノ］－ｓ－トリアジンとの、２－クロロ－４，６－ビス（ジブチルアミ
ノ）－ｓ－トリアジンで末端がキャップされたオリゴマー縮合物、
　　（１４）１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－４－オクタデカノイルオ
キシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジンと、
（２０）２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イルオクタデカノエートと、
（４５）４，４’－ヘキサメチレンビス（アミノ－２，２，６，６－テトラメチルピペリ
ジン）と、２，４－ジクロロ－６－［（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－
イル）ブチルアミノ］－ｓ－トリアジンとの、２－クロロ－４，６－ビス（ジブチルアミ
ノ）－ｓ－トリアジンで末端がキャップされたオリゴマー縮合物、
　　（２）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケートと、
（１４）１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－４－オクタデカノイルオキシ
－２，２，６，６－テトラメチルピペリジンと、
（３６）Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）－ヘキサメ
チレンジアミンと、４－ｔｅｒｔ－オクチルアミノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－ト
リアジンとの縮合物、
　　（２）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケートと、
（１４）１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－４－オクタデカノイルオキシ
－２，２，６，６－テトラメチルピペリジンと、
（３８）Ｎ，Ｎ’－ビス－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ヘキサメ
チレンジアミンと、４－モルホリノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－トリアジンとの縮
合物、
並びに
　　（２）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケートと、
（１４）１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－４－オクタデカノイルオキシ
－２，２，６，６－テトラメチルピペリジンと、
（３９）Ｎ，Ｎ’－ビス－（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）ヘキ
サメチレンジアミンと、４－モルホリノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－トリアジンと
の縮合物。
【０１８６】
　態様１２：
　以下のものが組み込まれたポリオレフィン基材を含有する、前記いずれかの態様に記載
されたポリオレフィン組成物：
　ｃ）トリス（２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）ホスファイト／ヒンダードフェ
ノール系酸化防止剤との組み合わせであって、ヒンダードフェノール系酸化防止剤が、ト
リス（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジル）イソシアヌレート、１
，３，５－トリス－（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジル）－２，
４，６－トリメチルベンゼン、３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジル
ホスホン酸のモノエチルエステルのカルシウム塩、ペンタエリトリトールテトラキス［３
－（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネート］、及び
オクタデシル３－（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオ
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ネートからなる群から選択されるものであり、
　Ｎ，Ｎ－ジ（Ｃ16～Ｃ18アルキル）ヒドロキシルアミン、
　トリス（２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）ホスファイト／Ｎ，Ｎ－ジ（Ｃ16～
Ｃ18アルキル）ヒドロキシルアミンの組み合わせ、
　ジ（Ｃ16～Ｃ18アルキル）メチルアミンオキシド、又は
　トリス（２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）ホスファイト／ジ（Ｃ16～Ｃ18アル
キル）メチルアミンオキシドの組み合わせ。
【０１８７】
　態様１３：
　以下のものが組み込まれたポリオレフィン基材を含有する、前記いずれかの態様に記載
されたポリオレフィン組成物：
　ｃ）トリス（２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）ホスファイト／ペンタエリトリ
トールテトラキス［３－（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プ
ロピオネート］の組み合わせ、
　トリス（２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）ホスファイト／オクタデシル３－（
３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネートの組み合わせ
、
　Ｎ，Ｎ－ジ（Ｃ16～Ｃ18アルキル）ヒドロキシルアミン、
　トリス（２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）ホスファイト／Ｎ，Ｎ－ジ（Ｃ16～
Ｃ18アルキル）ヒドロキシルアミンの組み合わせ、
　ジ（Ｃ16～Ｃ18アルキル）メチルアミンオキシド、又は
　トリス（２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）ホスファイト／ジ（Ｃ16～Ｃ18アル
キル）メチルアミンオキシドの組み合わせ。
【０１８８】
　態様１４：
　以下のものが組み込まれたポリオレフィン基材を含有する、前記いずれかの態様に記載
されたポリオレフィン組成物：
　ｅ）炭酸カルシウム、水酸化マグネシウム、タルク、ウォラストナイト、及びフライア
ッシュから成る群から選択される充填材。
【０１８９】
　態様１５：
　以下のものが組み込まれたポリオレフィン基材を含有する、前記いずれかの態様に記載
されたポリオレフィン組成物：
　ｆ）臭素化難燃剤、リン系難燃剤、メラミン系化合物、及びアンチモン化合物から成る
群から選択される、１種以上の難燃剤。
【０１９０】
　態様１６：
　以下のものが組み込まれたポリオレフィン基材を含有する、前記いずれかの態様に記載
されたポリオレフィン組成物：
　ｆ）メラミン化合物／ポリオールの縮合物。
【０１９１】
　態様１７：
　以下のものが組み込まれたポリオレフィン基材を含有する、前記いずれかの態様に記載
されたポリオレフィン組成物：
　ｆ）メラミンポリホスフェート、アンモニウムポリホスフェート、ペンタエリトリトー
ル－ジメチルホスホネート、又はメラミン化合物／ポリオールの縮合物、ここでポリオー
ルは、直鎖状、分枝鎖状、若しくは環状の三価、四価、五価、若しくは六価のアルコール
であるか、又は直鎖状若しくは環状のＣ4～Ｃ6アルドース、若しくはＣ4～Ｃ6ケトースで
あり、ここでメラミン化合物は、メラミンホスフェート、メラミンピロホスフェート、又
はメラミンポリホスフェート、又は三酸化アンチモンと、デカブロモジフェニルエーテル
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若しくはトリス［３－ブロモ－２，２－ビス（ブロモメチル）プロピル］ホスフェートと
の組み合わせである。
【０１９２】
　態様１８：
　以下のものが組み込まれたポリオレフィン基材を含有する、前記いずれかの態様に記載
されたポリオレフィン組成物：
　ｇ）酸化亜鉛、銅、銅化合物、銀化合物、銀分散体、担持された銀、３，５－ジメチル
－テトラヒドロ－１，３，５－２Ｈ－チオジアジン－２－チオン、ビス－トリブチルスズ
酸化物、４，５－ジクロロ－２－ｎ－オクチル－４－イソチアゾリン－３－オン、Ｎ－ブ
チル－ベンゾイソチアゾリン、１０，１０’－オキシビスフェノキシアルシン、亜鉛－２
－ピリジンチオール－１－オキシド、２－メチルチオ－４－シクロプロピルアミノ－６－
（α，β－ジメチルプロピルアミノ）－ｓ－トリアジン、２－メチルチオ－４－シクロプ
ロピルアミノ－６－ｔｅｒｔ－ブチルアミノ－ｓ－トリアジン、２－メチルチオ－４－エ
チルアミノ－６－（α，β－ジメチルプロピルアミノ）－ｓ－トリアジン、２，４，４’
－トリクロロ－２’－ヒドロキシジフェニルエーテル、３－ヨウ素－２－プロペニル－ブ
チルカルバメート、カルベンダジム、及びチアベンダゾールから成る群から選択される１
種以上の抗菌性化合物。
【０１９３】
　態様１９：
　以下のものが組み込まれたポリオレフィン基材を含有する、前記いずれかの態様に記載
されたポリオレフィン組成物：
　ｇ）ゼオライトに担持された銀、ガラスに担持された銀、元素銀（単体の銀）、マイク
ロ若しくはナノスケールの元素銀、シリコーンオイルに分散された元素銀、塩化銀、硝酸
銀、硫酸銀、リン酸銀、ジルコン酸銀、又は銀アパタイトからなる群から選択される１種
以上の抗菌性化合物。
【０１９４】
　態様２０：
　以下のものが組み込まれたポリオレフィン基材を含有する、前記いずれかの態様に記載
されたポリオレフィン組成物：
　ａ）１種以上の紫外線吸収剤が合計で、約０．１０～約２．５質量％、好ましくは約０
．１０～約１．５質量％、より好ましくは約０．１０～約０．９５質量％、
　ｂ）１種以上のヒンダードアミン系光安定剤が合計で、約０．１０～約１．９質量％、
好ましくは約０．１５～約１．５質量％、
　ｃ）１種以上の酸化防止剤が合計で、約０．０５～約１．０質量％、好ましくは約０．
１０～約０．７５質量％、
　ｄ）１種以上の着色剤が合計で、約０．１０～約３．０質量％、好ましくは約０．２～
約１．０質量％、
　ｅ）１種以上の充填材が合計で、約５～約７０質量％、好ましくは約１５～約４０質量
％、
　ｆ）１種以上の難燃剤が合計で、約１～約７０質量％、好ましくは約１～約５０質量％
、より好ましくは約１～約４０質量％、
及び任意で、
　ｇ）１種以上の抗菌性化合物が合計で、約０．００１～約５．０質量％、好ましくは約
０．０１～約４．０質量％、より好ましくは約０．０２～約２．０質量％、
　質量％は、ポリオレフィン基材の質量に対するものである。
【０１９５】
　態様２１：
　ポリエチレン、ポリプロピレン、エチレン／プロピレンコポリマー、ポリプロピレンと
ポリエチレンとの混合物、及び異なる種類のポリエチレンの混合物から成る群から選択さ
れるポリオレフィン基材を含有するポリオレフィン組成物であって、前記ポリオレフィン
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基材には、
　ａ）以下のものから成る群から選択される紫外線吸収剤が、合計で約０．１０～約０．
９５質量％：５－クロロ－２－（３－ｔ－ブチル－２－ヒドロキシ－５－メチルフェニル
）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－（３，５－ビス－α－クミル－２－ヒドロキシフェ
ニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、４，６－ジフェニル－２－（４－ヘキシルオキシ－
２－ヒドロキシフェニル）－ｓ－トリアジン、４，６－ビス－（２，４－ジメチルフェニ
ル）－２－（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル）－ｓ－トリアジン、ヘキサ
デシル３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンゾエート、２，４－ジ－ｔｅ
ｒｔ－ブチルフェニル３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンゾエート、及
び４－オクチルオキシ－２－ヒドロキシベンゾフェノン、
　ｂ）以下のものから成る群から選択される２種若しくは３種のヒンダードアミン系光安
定剤の組み合わせが約０．１５～約１．５質量％：
　　（２）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケートと、
（３６）Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）－ヘキサメ
チレンジアミンと、４－ｔｅｒｔ－オクチルアミノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－ト
リアジンとの縮合物、
　　（２）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケートと、
（３８）Ｎ，Ｎ’－ビス－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ヘキサメ
チレンジアミンと、４－モルホリノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－トリアジンとの縮
合物、
　　（２）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケートと、
（３９）Ｎ，Ｎ’－ビス－（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）ヘキ
サメチレンジアミンと、４－モルホリノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－トリアジンと
の縮合物、
　　（２）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケートと、
（４５）４，４’－ヘキサメチレンビス（アミノ－２，２，６，６－テトラメチルピペリ
ジン）と、２，４－ジクロロ－６－［（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－
イル）ブチルアミノ］－ｓ－トリアジンとの、２－クロロ－４，６－ビス（ジブチルアミ
ノ）－ｓ－トリアジンで末端がキャップされたオリゴマー縮合物、
　　（２０）２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イルオクタデカノエートと
、（４５）４，４’－ヘキサメチレンビス（アミノ－２，２，６，６－テトラメチルピペ
リジン）と、２，４－ジクロロ－６－［（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４
－イル）ブチルアミノ］－ｓ－トリアジンとの、２－クロロ－４，６－ビス（ジブチルア
ミノ）－ｓ－トリアジンで末端がキャップされたオリゴマー縮合物、
　　（２）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケートと、
（２０）２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イルオクタデカノエート、
　　
　　（２）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケートと、
（１４）１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－４－オクタデカノイルオキシ
－２，２，６，６－テトラメチルピペリジンと、
（４５）４，４’－ヘキサメチレンビス（アミノ－２，２，６，６－テトラメチルピペリ
ジン）と、２，４－ジクロロ－６－［（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－
イル）ブチルアミノ］－ｓ－トリアジンとの、２－クロロ－４，６－ビス（ジブチルアミ
ノ）－ｓ－トリアジンで末端がキャップされたオリゴマー縮合物、
　　（１４）１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－４－オクタデカノイルオ
キシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジンと、
（２０）２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イルオクタデカノエートと、
（４５）４，４’－ヘキサメチレンビス（アミノ－２，２，６，６－テトラメチルピペリ
ジン）と、２，４－ジクロロ－６－［（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－
イル）ブチルアミノ］－ｓ－トリアジンとの、２－クロロ－４，６－ビス（ジブチルアミ
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ノ）－ｓ－トリアジンで末端がキャップされたオリゴマー縮合物、
　　（２）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケートと、
（１４）１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－４－オクタデカノイルオキシ
－２，２，６，６－テトラメチルピペリジンと、
（３６）Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）－ヘキサメ
チレンジアミンと、４－ｔｅｒｔ－オクチルアミノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－ト
リアジンとの縮合物、
　　（２）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケートと、
（１４）１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－４－オクタデカノイルオキシ
－２，２，６，６－テトラメチルピペリジンと、
（３８）Ｎ，Ｎ’－ビス－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ヘキサメ
チレンジアミンと、４－モルホリノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－トリアジンとの縮
合物、
並びに
　　（２）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケートと、
（１４）１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－４－オクタデカノイルオキシ
－２，２，６，６－テトラメチルピペリジンと、
（３９）Ｎ，Ｎ’－ビス－（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）ヘキ
サメチレンジアミンと、４－モルホリノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－トリアジンと
の縮合物、
　ｃ）トリス（２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）ホスファイト／ペンタエリトリ
トールテトラキス［３－（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プ
ロピオネート］の組み合わせ、
　トリス（２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）ホスファイト／オクタデシル３－（
３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネートの組み合わせ
、
　Ｎ，Ｎ－ジ（Ｃ16～Ｃ18アルキル）ヒドロキシルアミン、
　トリス（２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）ホスファイト／Ｎ，Ｎ－ジ（Ｃ16～
Ｃ18アルキル）ヒドロキシルアミンの組み合わせ、
　ジ（Ｃ16～Ｃ18アルキル）メチルアミンオキシド、又は
　トリス（２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）ホスファイト／ジ（Ｃ16～Ｃ18アル
キル）メチルアミンオキシドの組み合わせ、
が約０．１０～約０．７５質量％、
　ｄ）有機及び無機の顔料から成る群から選択される着色剤が１種以上、合計で約０．１
～約３．０質量％、
　ｅ）炭酸カルシウム、水酸化マグネシウム、タルク、ウォラストナイト、及びフライア
ッシュから成る群から選択される充填材が１種以上、合計で約１５～約４０質量％、
　ｆ）メラミンポリホスフェート、アンモニウムポリホスフェート、ペンタエリトリトー
ル－ジメチルホスホネート、メラミン化合物／ポリオールの縮合物、及び三酸化アンチモ
ンと、デカブロモジフェニルエーテル若しくはトリス［３－ブロモ－２，２－ビス（ブロ
モメチル）プロピル］ホスフェートとの組み合わせから成る群から選択される難燃剤１種
以上が、合計で約１～約４０質量％、
　ｇ）酸化亜鉛、銅、銅化合物、銀化合物、銀分散体、担持された銀、３，５－ジメチル
－テトラヒドロ－１，３，５－２Ｈ－チオジアジン－２－チオン、ビス－トリブチルスズ
酸化物、４，５－ジクロロ－２－ｎ－オクチル－４－イソチアゾリン－３－オン、Ｎ－ブ
チル－ベンゾイソチアゾリン、１０，１０’－オキシビスフェノキシアルシン、亜鉛－２
－ピリジンチオール－１－オキシド、２－メチルチオ－４－シクロプロピルアミノ－６－
（α，β－ジメチルプロピルアミノ）－ｓ－トリアジン、２－メチルチオ－４－シクロプ
ロピルアミノ－６－ｔｅｒｔ－ブチルアミノ－ｓ－トリアジン、２－メチルチオ－４－エ
チルアミノ－６－（α，β－ジメチルプロピルアミノ）－ｓ－トリアジン、２，４，４’
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－トリクロロ－２’－ヒドロキシジフェニルエーテル、３－ヨウ素－２－プロペニル－ブ
チルカルバメート、カルベンダジム、及びチアベンダゾールから成る群から選択される１
種以上の抗菌性化合物が、合計で約０．０２～約２．０質量％、
組み込まれており、
ここでこの組成物は、
　ＡＳＴＭ　Ｄ４２２６に従ってｉｎ－ｌｂで測定した衝撃強さが、３５超であり、
　ＡＳＴＭ　Ｄ６９６に従ってｉｎ／ｉｎ／ｆｔで測定した線熱膨張係数が、４．５×１
０-5未満であり、及び任意で
　ＡＳＴＭ　Ｄ６８６４に従って、完成したサイディング部における色の均一性が許容可
能であり、かつ／又は
　ＡＳＴＭ　Ｄ２２４４に従って、目的とする用途のための色差ΔＥが、許容可能な低さ
であり、かつ／又は
　ＵＬ－９４でＶ－１又はＶ－０の評価を示すか、かつ／又はＡＳＴＭ　Ｅ－８４に従っ
て測定した火炎伝播指数が、２００未満である。
【０１９６】
　態様２２：
　ポリプロピレンホモポリマー又はコポリマー基材を含有する組成物であって、これらの
ポリマーは任意でポリエチレンのホモポリマー又はコポリマーとブレンドされていてよく
、ブレンドがさらに相溶化剤を含有することができ、前記基材には、
　ａ）５－クロロ－２－（３－ｔ－ブチル－２－ヒドロキシ－５－メチルフェニル）－２
Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－（３，５－ビス－α－クミル－２－ヒドロキシフェニル）
－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、４，６－ジフェニル－２－（４－ヘキシルオキシ－２－ヒ
ドロキシフェニル）－ｓ－トリアジン、４，６－ビス－（２，４－ジメチルフェニル）－
２－（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル）－ｓ－トリアジン、ヘキサデシル
３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンゾエート、２，４－ジ－ｔｅｒｔ－
ブチルフェニル３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンゾエート、及び４－
オクチルオキシ－２－ヒドロキシベンゾフェノンから成る群から選択される紫外線吸収剤
が、合計で約０．１０～約０．９５質量％、
　ｂ）以下のものからなる群から選択される２種又は３種のヒンダードアミン系光安定剤
の組み合わせが、約０．１５～約１．５質量％：
　　（２）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケートと、
（３６）Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）－ヘキサメ
チレンジアミンと、４－ｔｅｒｔ－オクチルアミノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－ト
リアジンとの縮合物、
　　（２）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケートと、
（３８）Ｎ，Ｎ’－ビス－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ヘキサメ
チレンジアミンと、４－モルホリノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－トリアジンとの縮
合物、
　　（２）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケートと、
（３９）Ｎ，Ｎ’－ビス－（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）ヘキ
サメチレンジアミンと、４－モルホリノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－トリアジンと
の縮合物、
　　（２）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケートと、
（４５）４，４’－ヘキサメチレンビス（アミノ－２，２，６，６－テトラメチルピペリ
ジン）と、２，４－ジクロロ－６－［（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－
イル）ブチルアミノ］－ｓ－トリアジンとの、２－クロロ－４，６－ビス（ジブチルアミ
ノ）－ｓ－トリアジンで末端がキャップされたオリゴマー縮合物、
　　（２０）２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イルオクタデカノエートと
、（４５）４，４’－ヘキサメチレンビス（アミノ－２，２，６，６－テトラメチルピペ
リジン）と、２，４－ジクロロ－６－［（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４
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－イル）ブチルアミノ］－ｓ－トリアジンとの、２－クロロ－４，６－ビス（ジブチルア
ミノ）－ｓ－トリアジンで末端がキャップされたオリゴマー縮合物、
　　（２）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケートと、
（２０）２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イルオクタデカノエート、
　　
　　（２）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケートと、
（１４）１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－４－オクタデカノイルオキシ
－２，２，６，６－テトラメチルピペリジンと、
（４５）４，４’－ヘキサメチレンビス（アミノ－２，２，６，６－テトラメチルピペリ
ジン）と、２，４－ジクロロ－６－［（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－
イル）ブチルアミノ］－ｓ－トリアジンとの、２－クロロ－４，６－ビス（ジブチルアミ
ノ）－ｓ－トリアジンで末端がキャップされたオリゴマー縮合物、
　　（１４）１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－４－オクタデカノイルオ
キシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジンと、
（２０）２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イルオクタデカノエートと、
（４５）４，４’－ヘキサメチレンビス（アミノ－２，２，６，６－テトラメチルピペリ
ジン）と、２，４－ジクロロ－６－［（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－
イル）ブチルアミノ］－ｓ－トリアジンとの、２－クロロ－４，６－ビス（ジブチルアミ
ノ）－ｓ－トリアジンで末端がキャップされたオリゴマー縮合物、
　　（２）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケートと、
（１４）１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－４－オクタデカノイルオキシ
－２，２，６，６－テトラメチルピペリジンと、
（３６）Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）－ヘキサメ
チレンジアミンと、４－ｔｅｒｔ－オクチルアミノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－ト
リアジンとの縮合物、
　　（２）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケートと、
（１４）１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－４－オクタデカノイルオキシ
－２，２，６，６－テトラメチルピペリジンと、
（３８）Ｎ，Ｎ’－ビス－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ヘキサメ
チレンジアミンと、４－モルホリノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－トリアジンとの縮
合物、
並びに
　　（２）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケートと、
（１４）１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－４－オクタデカノイルオキシ
－２，２，６，６－テトラメチルピペリジンと、
（３９）Ｎ，Ｎ’－ビス－（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）ヘキ
サメチレンジアミンと、４－モルホリノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－トリアジンと
の縮合物、
　ｃ）トリス（２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）ホスファイト／ペンタエリトリ
トールテトラキス［３－（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プ
ロピオネート］の組み合わせ、
　トリス（２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）ホスファイト／オクタデシル３－（
３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネートの組み合わせ
、
　Ｎ，Ｎ－ジ（Ｃ16～Ｃ18アルキル）ヒドロキシルアミン、
　トリス（２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）ホスファイト／Ｎ，Ｎ－ジ（Ｃ16～
Ｃ18アルキル）ヒドロキシルアミンの組み合わせ、
　ジ（Ｃ16～Ｃ18アルキル）メチルアミンオキシド、又は
　トリス（２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）ホスファイト／ジ（Ｃ16～Ｃ18アル
キル）メチルアミンオキシドの組み合わせ、
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が約０．１０～約０．７５質量％、
　ｄ）有機及び無機の顔料から成る群から選択される着色剤が１種以上、合計で約０．１
～約３．０質量％、
　ｅ）炭酸カルシウム、水酸化マグネシウム、タルク、ウォラストナイト、及びフライア
ッシュから成る群から選択される充填材が１種以上、合計で約１５～約４０質量％、
　ｆ）メラミンポリホスフェート、アンモニウムポリホスフェート、ペンタエリトリトー
ル－ジメチルホスホネート、メラミン化合物／ポリオールの縮合物、及び三酸化アンチモ
ンと、デカブロモジフェニルエーテル若しくはトリス［３－ブロモ－２，２－ビス（ブロ
モメチル）プロピル］ホスフェートとの組み合わせから成る群から選択される難燃剤１種
以上が、合計で約１～約４０質量％、
　ｇ）酸化亜鉛、銅、銅化合物、銀化合物、銀分散体、担持された銀、３，５－ジメチル
－テトラヒドロ－１，３，５－２Ｈ－チオジアジン－２－チオン、ビス－トリブチルスズ
酸化物、４，５－ジクロロ－２－ｎ－オクチル－４－イソチアゾリン－３－オン、Ｎ－ブ
チル－ベンゾイソチアゾリン、１０，１０’－オキシビスフェノキシアルシン、亜鉛－２
－ピリジンチオール－１－オキシド、２－メチルチオ－４－シクロプロピルアミノ－６－
（α，β－ジメチルプロピルアミノ）－ｓ－トリアジン、２－メチルチオ－４－シクロプ
ロピルアミノ－６－ｔｅｒｔ－ブチルアミノ－ｓ－トリアジン、２－メチルチオ－４－エ
チルアミノ－６－（α，β－ジメチルプロピルアミノ）－ｓ－トリアジン、２，４，４’
－トリクロロ－２’－ヒドロキシジフェニルエーテル、３－ヨウ素－２－プロペニル－ブ
チルカルバメート、カルベンダジム、及びチアベンダゾールから成る群から選択される１
種以上の抗菌性化合物が、合計で約０．０２～約２．０質量％、
組み込まれており、
ここでこの組成物は、
　ＡＳＴＭ　Ｄ４２２６に従ってｉｎ－ｌｂで測定した衝撃強さが、３５超であり、
　ＡＳＴＭ　Ｄ６９６に従ってｉｎ／ｉｎ／ｆｔで測定した線熱膨張係数が、４．５×１
０-5未満であり、及び任意で
　ＡＳＴＭ　Ｄ６８６４に従って、完成したサイディング部における色の均一性が許容可
能であり、かつ／又は
　ＡＳＴＭ　Ｄ２２４４に従って、目的とする用途のための色差ΔＥが、許容可能な低さ
であり、かつ／又は
　ＵＬ－９４でＶ－１又はＶ－０の評価を示すか、かつ／又はＡＳＴＭ　Ｅ－８４に従っ
て測定した火炎伝播指数が、２００未満である。
【０１９７】
　態様２３：
　以下のものが組み込まれたポリオレフィン基材を含有する、前記いずれかの態様に記載
されたポリオレフィン組成物：
　ｂ）高分子ヒンダードアミン、及び低分子ヒンダードアミン。
【０１９８】
　態様２４：
　以下のものが組み込まれたポリオレフィン基材を含有する、前記いずれかの態様に記載
されたポリオレフィン組成物：
　ａ）１種以上の紫外線吸収剤、例えばヒドロキシベンゾエート、及び
　ｂ）高分子ヒンダードアミン、及び低分子ヒンダードアミン。
【０１９９】
　態様２５：
　以下のものが組み込まれたポリオレフィン基材を含有する、ポリオレフィン組成物：
　ａ）ヒドロキシベンゾエート紫外線吸収剤、及び
　ｂ）高分子ヒンダードアミン、及び低分子ヒンダードアミン。
【０２００】
　態様２６：
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　以下のものから成る群から選択されるさらなる化合物が１種以上組み込まれているポリ
オレフィン基材を含有する、態様２５に記載のポリオレフィン組成物：
　ｃ）１種以上の酸化防止剤、
　ｄ）１種以上の着色剤
　ｅ）１種以上の充填材、及び
　ｆ）１種以上の難燃剤。
【０２０１】
　態様２７：
　アクリル系加工助剤が組み込まれたポリオレフィン基材を含有する、前記いずれかの態
様に記載されたポリオレフィン組成物。
【０２０２】
　態様２８：
　アクリル系加工助剤が組み込まれたポリオレフィン基材を含有する、ポリオレフィン組
成物。
【０２０３】
　態様２９：
　以下のものから成る群から選択されるさらなる化合物が１種以上組み込まれているポリ
オレフィン基材を含有する、態様２８に記載のポリオレフィン組成物：
　ａ）１種以上の紫外線吸収剤、
　ｂ）１種以上のヒンダードアミン系光安定剤、
　ｃ）１種以上の酸化防止剤、
　ｄ）１種以上の着色剤
　ｅ）１種以上の充填材、及び
　ｆ）１種以上の難燃剤。
【０２０４】
　態様３０：
　前記態様のいずれかに記載のポリオレフィン組成物を含有する、押出成形製品。
【０２０５】
　態様３１：家屋のサイディング、外装材、下端、又は屋根材である、態様３０に記載の
押出成形製品。
【０２０６】
　態様３２：
　厚さが約０．０３０インチ～約０．０７０インチであり、質量が約０．１８ｌｂｓ／ｆ
ｔ2～約０．３１ｌｂｓ／ｆｔ2である、態様３０又は３１に記載の押出成形製品。
【０２０７】
　態様３３：
　態様１～２９のいずれかに記載の組成物の使用であって、家屋のサイディング、外装材
、下端、及び屋根材から成る群から選択される製造製品において用いる使用。
【０２０８】
　態様３４：
　充填されていない、又は充填されたポリオレフィンサイディング製品であって、この製
品は、ポリオレフィン基材を有し、質量が約０．１８ｌｂｓ／ｆｔ2～約０．３１ｌｂｓ
／ｆｔ2であり、任意で厚さが約０．０３０インチ～約０．０７０インチであり、以下の
特性：
　ＡＳＴＭ　Ｄ４２２６に従ってｉｎ－ｌｂで測定した衝撃強さが、３５超であり、
　ＡＳＴＭ　Ｄ６９６に従ってｉｎ／ｉｎ／ｆｔで測定した線熱膨張係数が、４．５×１
０-5未満であり、及び任意で
　ＡＳＴＭ　Ｄ６８６４に従って、完成したサイディング部における色の均一性が許容可
能であり、かつ／又は
　ＡＳＴＭ　Ｄ２２４４に従って、目的とする用途のための色差ΔＥが、許容可能な低さ
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であり、かつ／又は
　ＵＬ－９４でＶ－１又はＶ－０の評価を示すか、かつ／又はＡＳＴＭ　Ｅ－８４に従っ
て測定した火炎伝播指数が、２００未満である、
前記製品。
【０２０９】
　態様３５：
　モノリス状サイディング製品である、態様３４に記載のポリオレフィン製品。
【０２１０】
　以下の実施例及び明細書全体において、全ての部とパーセンテージは、特に言及しない
限り、質量部と質量％である。
【０２１１】
　実施例
　例１：プロピレンコポリマー
　調製物は、ポリプロピレンコポリマーとともにドライブレンドし、押出機でコンパウン
ド化して、２''×２''×６０ミルのバーにする。使用したヒンダードアミンの質量％の水
準は、以下の表に記載してある。各調製物はさらに、充填材の炭酸カルシウムを２０質量
％含有する。
【０２１２】
　各調製物はまた、５－クロロ－２－（３－ｔ－ブチル－２－ヒドロキシ－５－メチルフ
ェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾールを０．２０質量％、トリス（２，４－ジ－ｔｅｒｔ
－ブチルフェニル）ホスファイト／ペンタエリトリトールテトラキス［３－（３，５－ジ
－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネート］の組み合わせを０．４
０質量％、二酸化チタンを１．０質量％、及びメラミンホスフェートとペンタエリトリト
ールの縮合物を１５質量％、含有する。
【０２１３】
　全ての質量％は、ポリプロピレンコポリマーの質量に対するものである。
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【表１】

【０２１４】
　ヒンダードアミンは、詳細な説明で特定したものである。
【０２１５】
　ＢＩＮ１は、２種のヒンダードアミン（２）及び（３６）の組み合わせである。ＢＩＮ
２は、２種のヒンダードアミン（２）及び（４５）の組み合わせである。ＢＩＮ３は、２
種のヒンダードアミン（２０）及び（４５）の組み合わせである。
【０２１６】
　調製物５、７、８、１０、１１、及び１３は、二種の組み合わせを１：１の質量比で含
有する。
【０２１７】
　調製物６は、ヒンダードアミン（２）を０．３％、及びヒンダードアミン（３６）を０
．１％含有する。調製物９は、ヒンダードアミン（２）を０．３％、及びヒンダードアミ
ン（４５）を０．１％含有する。調製物１２は、ヒンダードアミン（２０）を０．３％、
及びヒンダードアミン（４５）を０．１％含有する。
【０２１８】
　ＴＥＲ１は、３種のヒンダードアミン（２）、（４５）、及び（１４）の組み合わせで
ある。ＴＥＲ２は、３種のヒンダードアミン（２０）、（４５）、及び（１４）の組み合
わせである。
【０２１９】
　調製物１４は、ヒンダードアミン（２）を０．２％、ヒンダードアミン（４５）を０．
１４％、及びヒンダードアミン（１４）を０．０６％含有する。
【０２２０】
　調製物１５は、ヒンダードアミン（２）を０．５％、ヒンダードアミン（４５）を０．
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【０２２１】
　調製物１６は、ヒンダードアミン（２０）を０．２％、ヒンダードアミン（４５）を０
．１４％、及びヒンダードアミン（１４）を０．０６％含有する。
【０２２２】
　調製物１７は、ヒンダードアミン（２０）を０．５％、ヒンダードアミン（４５）を０
．３５％、及びヒンダードアミン（１４）を０．１５％含有する。
【０２２３】
　調製物１～１７を繰り返すのだが、２０％の炭酸カルシウムに代えて、４０％の炭酸カ
ルシウムを用いて、調製物１８～３４をそれぞれ作製する。
【０２２４】
　調製物１～１７を繰り返すのだが、２０％の炭酸カルシウムに代えて、２０％のタルク
を用いて、調製物３５～５１をそれぞれ作製する。
【０２２５】
　調製物１～１７を繰り返すのだが、２０％の炭酸カルシウムに代えて、４０％のタルク
を用いて、調製物５２～６８をそれぞれ作製する。
【０２２６】
　調製物１～１７を繰り返すのだが、２０％の炭酸カルシウムに代えて、２０％のウォラ
ストナイトを用いて、調製物６９～８５をそれぞれ作製する。
【０２２７】
　調製物１～１７を繰り返すのだが、２０％の炭酸カルシウムに代えて、４０％のウォラ
ストナイトを用いて、調製物８６～１０２をそれぞれ作製する。
【０２２８】
　調製物１～１０２のバーを、難燃性について、また促進耐候試験後の色安定性について
、試験する。
【０２２９】
　例２：高密度ポリエチレン
　調製物は、高密度ポリエチレン（ＨＤＰＥ）とともにドライブレンドし、押出機でコン
パウンド化して、２''×２''×６０ミルのバーにする。使用したヒンダードアミンの質量
％の水準は、以下の表に記載してある。各調製物はさらに、充填材の炭酸カルシウムを２
０質量％含有する。
【０２３０】
　各調製物はまた、５－クロロ－２－（３－ｔ－ブチル－２－ヒドロキシ－５－メチルフ
ェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾールを０．２０質量％、トリス（２，４－ジ－ｔｅｒｔ
－ブチルフェニル）ホスファイト／ペンタエリトリトールテトラキス［３－（３，５－ジ
－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネート］の組み合わせを０．４
０質量％、二酸化チタンを１．０質量％、及びメラミンホスフェートとペンタエリトリト
ールの縮合物を１５質量％、含有する。
【０２３１】
　全ての質量％は、ポリエチレンの質量に対するものである。
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【表２】

【０２３２】
　ヒンダードアミンは、詳細な説明で特定したものである。
【０２３３】
　ＢＩＮ４は、２種のヒンダードアミン（２）及び（２０）の組み合わせである。
【０２３４】
　調製物１１１～１１６は、二種の組み合わせを１：１の質量比で含有する。
【０２３５】
　調製物１１７は、ヒンダードアミン（２０）を０．１％、ヒンダードアミン（４５）を
０．０７％、及びヒンダードアミン（１４）を０．０３％含有する。
【０２３６】
　調製物１１８は、ヒンダードアミン（２０）を０．２５％、ヒンダードアミン（４５）
を０．１７５％、及びヒンダードアミン（１４）を０．０７５％含有する。
【０２３７】
　調製物１１９は、ヒンダードアミン（３６）を０．１％、ヒンダードアミン（２）を０
．０７％、及びヒンダードアミン（１４）を０．０３％含有する。
【０２３８】
　調製物１２０は、ヒンダードアミン（３６）を０．２５％、ヒンダードアミン（２）を
０．１７５％、及びヒンダードアミン（１４）を０．０７５％含有する。
【０２３９】
　調製物１０３～１２０を繰り返すのだが、２０％の炭酸カルシウムに代えて、４０％の
炭酸カルシウムを用いて、調製物１２１～１３８をそれぞれ作製する。
【０２４０】
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　調製物１０３～１２０を繰り返すのだが、２０％の炭酸カルシウムに代えて、２０％の
タルクを用いて、調製物１３９～１５６をそれぞれ作製する。
【０２４１】
　調製物１０３～１２０を繰り返すのだが、２０％の炭酸カルシウムに代えて、４０％の
タルクを用いて、調製物１５７～１７４をそれぞれ作製する。
【０２４２】
　調製物１０３～１２０を繰り返すのだが、２０％の炭酸カルシウムに代えて、２０％の
ウォラストナイトを用いて、調製物１７５～１９２をそれぞれ作製する。
【０２４３】
　調製物１０３～１２０を繰り返すのだが、２０％の炭酸カルシウムに代えて、４０％の
ウォラストナイトを用いて、調製物１９２～２１０をそれぞれ作製する。
【０２４４】
　調製物１０３～２１０のバーを、難燃性について、また促進耐候試験後の色安定性につ
いて、試験する。
【０２４５】
　例３：ポリプロピレンコポリマー
　例１を繰り返すのだが、
　５－クロロ－２－（３－ｔ－ブチル－２－ヒドロキシ－５－メチルフェニル）－２Ｈ－
ベンゾトリアゾールに代えて、２－（３，５－ビス－α－クミル－２－ヒドロキシフェニ
ル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、４，６－ジフェニル－２－（４－ヘキシルオキシ－２
－ヒドロキシフェニル）－ｓ－トリアジン、４，６－ビス－（２，４－ジメチルフェニル
）－２－（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル）－ｓ－トリアジン、ヘキサデ
シル３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンゾエート、及び４－オクチルオ
キシ－２－ヒドロキシベンゾフェノンから選択される紫外線吸収剤を使用し、
　トリス（２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）ホスファイト／ペンタエリトリトー
ルテトラキス［３－（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピ
オネート］の組み合わせに代えて、トリス（２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）ホ
スファイト／オクタデシル３－（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニ
ル）プロピオネートの組み合わせ、Ｎ，Ｎ－ジ（Ｃ16～Ｃ18アルキル）ヒドロキシルアミ
ン、トリス（２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）ホスファイト／Ｎ，Ｎ－ジ（Ｃ16

～Ｃ18アルキル）ヒドロキシルアミンの組み合わせ、ジ（Ｃ16～Ｃ18）アルキルメチルア
ミンオキシド、及びトリス（２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）ホスファイト／ジ
（Ｃ16～Ｃ18アルキル）メチルアミンオキシドの組み合わせから選択される酸化防止剤を
用い、
　炭酸カルシウム、タルク、及びウォラストナイトに代えて、水酸化マグネシウム、又は
フライアッシュを用い、
　メラミンホスフェートと、ペンタエリトリトールとの縮合物に代えて、メラミンポリホ
スフェート、アンモニウムポリホスフェート、及び三酸化アンチモンとデカブロモジフェ
ニルエーテル若しくはトリス［３－ブロモ－２，２－ビス（ブロモメチル）プロピル］ホ
スフェートとの組み合わせから選択される難燃剤を用いる。
【０２４６】
　例４：高密度ポリエチレン
　例２を繰り返すのだが、
　５－クロロ－２－（３－ｔ－ブチル－２－ヒドロキシ－５－メチルフェニル）－２Ｈ－
ベンゾトリアゾールに代えて、２－（３，５－ビス－α－クミル－２－ヒドロキシフェニ
ル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、４，６－ジフェニル－２－（４－ヘキシルオキシ－２
－ヒドロキシフェニル）－ｓ－トリアジン、４，６－ビス－（２，４－ジメチルフェニル
）－２－（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル）－ｓ－トリアジン、ヘキサデ
シル３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンゾエート、又は４－オクチルオ
キシ－２－ヒドロキシベンゾフェノンから選択される紫外線吸収剤を使用し、
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　トリス（２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）ホスファイト／ペンタエリトリトー
ルテトラキス［３－（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピ
オネート］の組み合わせに代えて、トリス（２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）ホ
スファイト／オクタデシル３－（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニ
ル）プロピオネートの組み合わせ、Ｎ，Ｎ－ジ（Ｃ16～Ｃ18アルキル）ヒドロキシルアミ
ン、トリス（２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）ホスファイト／Ｎ，Ｎ－ジ（Ｃ16

～Ｃ18アルキル）ヒドロキシルアミンの組み合わせ、ジ（Ｃ16～Ｃ18アルキル）メチルア
ミンオキシド、及びトリス（２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）ホスファイト／ジ
（Ｃ16～Ｃ18アルキル）メチルアミンオキシドの組み合わせから選択される酸化防止剤を
用い、
　炭酸カルシウム、タルク、及びウォラストナイトに代えて、水酸化マグネシウム、又は
フライアッシュを用い、
　メラミンホスフェートと、ペンタエリトリトールとの縮合物に代えて、メラミンポリホ
スフェート、アンモニウムポリホスフェート、及び三酸化アンチモンとデカブロモジフェ
ニルエーテル若しくはトリス［３－ブロモ－２，２－ビス（ブロモメチル）プロピル］ホ
スフェートとの組み合わせから選択される難燃剤を用いる。
【０２４７】
　例５：ポリプロピレンホモポリマー
　例１～４を繰り返すのだが、ポリオレフィンに代えて、ポリプロピレンホモポリマーを
用いる。
【０２４８】
　例６：溶融強度が高いポリプロピレン
　ExxonMobil社の溶融強度が高いポリプロピレンホモポリマー5341E1を、極低温で粉砕し
て粉末状にし、これに粉末状添加剤、タルクの無機強化充填材、炭酸カルシウムの潤滑剤
、粉末状着色剤、及び加工助剤及び熱安定剤としてのIRGANOX B-215を５００ｐｐｍブレ
ンドする。調製物は、単一の重力式供給機を介して、毎時１２ポンドの供給速度で、設定
温度２２０℃、スクリュー速度１５０ｒｐｍで２軸スクリューを同軸で回転させるCOPERI
ON 25mmに供給する。押出成形されたポリマーストランドは水浴で冷却し、ペレット化し
て顆粒状にする。
【０２４９】
　タルクは、Specialty Minerals社のULTRATALC 609である。
【０２５０】
　着色剤は、オーシャン・ブルー顔料（Ocean Blue pigment）である。
【０２５１】
　IRGANOX B-215は、トリス（２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）ホスファイトと
、ペンタエリトリトールテトラキス［３－（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロ
キシフェニル）プロピオネート］の質量比２：１のブレンドである。
【０２５２】
　調製物は、以下のように作製する。パーセントは、ポリプロピレンに対する質量％であ
る。
１：対照用ポリプロピレン
２：ＨＡＬＳ（２）０．４％
３：ＨＡＬＳ（２）０．２％／ＨＡＬＳ（３６）０．２％
４：ＨＡＬＳ（２）０．３％／ＨＡＬＳ（３６）０．１％
５：ＨＡＬＳ（２）０．２％／ＨＡＬＳ（３６）０．１４％／ヘキサデシル３，５－ジ－
ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンゾエート０．０６％
６：ＨＡＬＳ（２）０．２％／ＨＡＬＳ（４５）０．２％
７：ＨＡＬＳ（２）０．３％／ＨＡＬＳ（４５）０．１％
８：ＨＡＬＳ（２）０．２％／ＨＡＬＳ（４５）０．１４％／ヘキサデシル３，５－ジ－
ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンゾエート０．０６％
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９：ＨＡＬＳ（２０）０．４％
１０：ＨＡＬＳ（２０）０．２％／ＨＡＬＳ（４５）０．２％
１１：ＨＡＬＳ（１４）０．２％／ＨＡＬＳ（４５）０．２％
１２：ＨＡＬＳ（２）０．２％／ＨＡＬＳ（４５）０．１４％／ＨＡＬＳ（１４）０．０
６％
１３：ＨＡＬＳ（２）０．２％／ＨＡＬＳ（４５）０．１４％／ヘキサデシル３，５－ジ
－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンゾエート０．０６％
１４：ＨＡＬＳ（２）０．２％／ＨＡＬＳ（４５）０．１４％／ＨＡＬＳ（１４）０．０
６％／５－クロロ－２－（３－ｔ－ブチル－２－ヒドロキシ－５－メチルフェニル）－２
Ｈ－ベンゾトリアゾール０．０４％
１５：ＨＡＬＳ（２）０．２％／ＨＡＬＳ（４５）０．１４％／ヘキサデシル３，５－ジ
－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンゾエート０．０６％／５－クロロ－２－（３－
ｔ－ブチル－２－ヒドロキシ－５－メチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール０．０
４％
１６：ＨＡＬＳ（４５）０．１４％／ＨＡＬＳ（１４）０．０６％／ＨＡＬＳ（２０）０
．２％
１７：ＨＡＬＳ（４５）０．１４％／ヘキサデシル３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－
ヒドロキシベンゾエート０．０６％／ＨＡＬＳ（２０）０．２％。
【０２５３】
　調製物は、BOY 50射出成形機により、設定温度４５０°Ｆ、成形温度６５°Ｆで、厚さ
６０ミル、１．７５インチ×２．５インチの小片（plaque）に成形する。
【０２５４】
　各調製物の３つの複製小片を、それからフレームに設置し、Atlas社のCi65A xenon Wea
ther-O-Meter（ＷＯＭ）を用いて、ASTM G155 cycle 1（放射度：０．３５Ｗ／ｍ2、ブラ
ックパネル温度６３℃、サイクルは、光１０２分、水噴射とともに光１８分、内部、及び
外部の光フィルターのホウケイ酸塩あり）に従い、促進光老化試験／耐候性試験にかける
。
【０２５５】
　１９１２時間の耐候性試験後の平均読取り値の結果は、以下の通りである。
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【表３】

【０２５６】
　調製物５、８、及び１１～１７は、優れた結果を示す。
【０２５７】
　例７：ポリプロピレンコポリマー
　基材は、ポリプロピレンの耐衝撃性コポリマーPROFAX SG702（ペレット状）である。充
填材は、Heritage Plastics社のHT6Pという市販のマスターバッチである（ポリプロピレ
ンコポリマー中でタルク６０％）。充填材は、全ての調製物において２０％に下げる。
【０２５８】
　手順：
１．袋で１ｋｇを混合
２．２００℃でコンパウンド化
３．２２０℃で射出成形（Weather-O-Meterのための小片の厚さは６０ミル）
４．色と光沢を定期的に読み取る
５．微細な亀裂及び浸出のための顕微鏡検査
６．０時間、５００時間、１０００時間、２０００時間、３０００時間、４０００時間な
どの間隔で、規則的な噴射による被曝。
【０２５９】
　以下の調製物を作製する。添加剤は、ポリプロピレンに対して０．７５質量％存在する
。多成分添加剤混合物は個々の添加剤を、同じ質量％で含有する。
１：ヘキサデシル３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンゾエート
２：２，４－ジ－ｔ－ブチルフェニル３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンゾエ
ート
３：ＨＡＬＳ（２）
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４：ＨＡＬＳ（２）／ヘキサデシル３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシベン
ゾエート
５：ＨＡＬＳ（１４）
６：ＨＡＬＳ（１４）／ヘキサデシル３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシベ
ンゾエート
７：ＨＡＬＳ（３６）
８：ＨＡＬＳ（３６）／ヘキサデシル３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシベ
ンゾエート
９：ＨＡＬＳ（２）／ＨＡＬＳ（１４）／ＨＡＬＳ（４５）
１０：ＨＡＬＳ（２）／ＨＡＬＳ（１４）／ＨＡＬＳ（４５）／ヘキサデシル３，５－ジ
－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンゾエート
１１：ＨＡＬＳ（２）／ＨＡＬＳ（１４）／ＨＡＬＳ（４５）／２，４－ジ－ｔ－ブチル
フェニル３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンゾエート
１２：ＨＡＬＳ（２０）／ヘキサデシル３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシ
ベンゾエート／ＨＡＬＳ（３９）／４，６－ビス－（２，４－ジメチルフェニル）－２－
（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル）－ｓ－トリアジン（合計で０．４１質
量％）。
【０２６０】
　１５００時間後、及び４０００時間後の、促進耐候性試験後の色の変化ΔＥの結果が、
以下にまとめてある。
【表４】

【０２６１】
　ヒンダードアミン（ＨＡＬＳ）、及びベンゾエートの紫外線吸収剤を含有する調製物に
よって、優れた結果が得られる。
【０２６２】
　以下のさらなる調製物は、光沢保持を研究するために用いる。
１ａ：ヘキサデシル３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンゾエート０．１
５％
２ａ：２，４－ジ－ｔ－ブチルフェニル３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンゾ
エート０．１５％
１３ａ：０．１５％のＨＡＬＳ（２）／ＨＡＬＳ（１４）／ＨＡＬＳ（４５）
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１４ａ：０．１５％のＨＡＬＳ（２）／ＨＡＬＳ（１４）／ＨＡＬＳ（４５）／ヘキサデ
シル３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンゾエート
１５ａ：０．１５％のＨＡＬＳ（２）／ＨＡＬＳ（１４）／ＨＡＬＳ（４５）／２，４－
ジ－ｔ－ブチルフェニル３，５－ジ－ｔ－ブチルフェニル－４－ヒドロキシベンゾエート
。
【０２６３】
　様々な時間間隔での６０°光沢保持率を％で以下に示す。
【表５】

【０２６４】
　ヒンダードアミン系安定剤と、ベンゾエートの紫外線吸収剤との組み合わせにより、促
進耐候性試験において優れた光沢保持率が得られる。
【０２６５】
　例８：ポリプロピレンホモポリマーの難燃性
　ExxonMobil社の溶融強度が高いポリプロピレンホモポリマー5341E1を、上記添加剤、ス
テアリン酸亜鉛０．５％、及び熱安定剤のIRGANOX B-225とドライブレンドする。調製物
を、２５ｍｍの二軸スクリュー式押出機押出成形により、設定温度１９５～２０５℃、２
００ｒｐｍ、及び毎時２０ｋｇの供給速度でコンパウンド化する。コンパウンド化された
調製物を射出成形して、UL-94垂直燃焼試験体（寸法は０．１２５×５．０×０．５イン
チ）にする。
【０２６６】
　IRGANOX B-225は、トリス（２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）ホスファイトと
、ペンタエリトリトールテトラキス［３－（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロ
キシフェニル）プロピオネート］の質量比１：１のブレンドである。
【０２６７】
　以下の調製物を作製する。添加剤は、ポリプロピレンに対する質量％である。
１：対照用、難燃剤無し
２：AFLAMMIT PCO 960　６％／ＨＡＬＳ（３４）０．６％
３：AFLAMMIT PCO 960　８％／ＨＡＬＳ（３４）０．８％
４：AFLAMMIT PCO 960　６％／ＨＡＬＳ（４７）０．６％
５：AFLAMMIT PCO 960　８％／ＨＡＬＳ（４７）０．８％。
【０２６８】
　AFLAMMIT PCO（登録商標）960は、リンを２４％含有する有機リン系難燃剤であり、Tho
r社から得られる。
【０２６９】
　UL-94垂直試験による評価は、以下の表にまとめてある：UL-94 Test for Flammability
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 of Plastic Materials for Parts in Devices and Appliances, 5th Edition、1996年、
10月29日
【表６】

【０２７０】
　結果は以下の通りである：
【表７】

【０２７１】
　例９：ポリプロピレンの溶融強度改善
　適切な溶融強度は、押出成形されたポリマー異形材製品において、重要な特性である。
ポリマー溶融物が押出機のダイを出る際、また下流の装置での引き取り作業の間に、溶融
強度が高いことが、ポリマー塗膜、シート、又は異形材の成形製品のサギング又はタレを
回避するためには望ましい。意外なことに、溶融強度の改善は、異形材押出成形用途とし
て市販で手に入る溶融強度が高いポリプロピレンに対して、特定のランダム若しくはブロ
ックポリマーを有する溶融物中でポリマーをブレンドすることによって可能なことが判明
した。特に、オレフィンブロックコポリマー（ＯＢＣ）として知られるポリオレフィンコ
ポリマー、例えばDow社のINFUSE、及びExxonMobil社のVISTAMAXXは、ポリプロピレンにお
いて、またポリプロピレンとポリエチレンとのブレンドにおいて、以下のように溶融強度
特性を改善させることが判明した。有用な特性は、押出成形された異形材製品にとっての
溶融強度である。以下の表には、ＨＤＰＥ単独で、及びＯＢＣ単独では、溶融強度が悪い
一方で、ポリプロピレン（この場合溶融強度が高い（ＨＭＳ）ポリプロピレン）との２種
若しくは３種の特定の組み合わせは、ＨＭＳポリプロピレン単独よりも高い溶融強度、及
び破断点伸長応力を示す。
【０２７２】
　ポリプロピレン（ＰＰ）は、ExxonMobil社の溶融強度が高いポリプロピレンホモポリマ
ー5341E1である。ポリエチレンは、ALATHON L 5332CP、LyondellBasell社のＨＤＰＥであ
る。オレフィンブロックコポリマー（ＯＢＣ）は、Dow社製のINFUSE 9010若しくはINFUSE
 9100であるか、又はExxonMobil 社製のVISTAMAXX 6102若しくはVISTAMAXX 3020FLである
。PARALOID K 125は、Dow社製のビニル用純アクリル系加工助剤であり、Ｍwは４００万～
５００万、Ｔｇは１０６℃である。
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　以下の調製物を試験する。記載は質量％である。
１：ＰＰ
２：ＨＤＰＥ
３：INFUSE 9010
４：ＰＰ９０％／INFUSE 9010　１０％
５：ＨＤＰＥ９０％／INFUSE 9010　１０％
６：ＰＰ７０％／ＨＤＰＥ３０％
７：ＰＰ６３％／ＨＤＰＥ３２％／INFUSE 9010　５％
８：ＰＰ６３％／ＨＤＰＥ２７％／INFUSE 9010　１０％
９：ＰＰ
１０：ＰＰ９５％／INFUSE 9100　５％
１１：ＰＰ９０％／INFUSE 9100　１０％
１２：ＰＰ９５％／VISTAMAXX 6102　５％
１３：ＰＰ９０％／VISTAMAXX 6102　１０％
１４：ＰＰ９５％／VISTAMAXX 3020FL　５％
１５：ＰＰ９０％／VISTAMAXX 3020FL　１０％
１６：ＰＰ
１７：ＰＰ９９％／PARALOID K 125　１％
１８：ＰＰ９７％／PARALOID K 125　３％
１９：ＰＰ９５％／PARALOID K 125　５％。
【０２７４】
　調製物１～８についての結果は、以下の通りである。Ｖbは、破断時の速度（ｍｍ／秒
）。Ｆは、破断時の力（ｃＮ、溶融強度）。絞り比は、破断時の絞り比、初期速度と破断
時の速度との比であり、高いのが望ましい。伸長応力は、破断時の伸長応力（ＭＰａ）で
あり、ポリマー溶融物の伸張性が高いことを示し、高いのが望ましい。
【表８】

【０２７５】
　調製物９～１５についての結果は、以下の通りである。
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【表９】

【０２７６】
　調製物１６～１９についての結果は、以下の通りである。

【表１０】
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